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○豊中市における外国人市民の人口は、2022年９月末現在 92か国 6,471人（無国籍を含

む）で、10年前の2012年と比べて19か国 1,861人の増加となっています。 

○国籍・地域別にみると、韓国・朝鮮が最も多い1,875人となっていますが、2012年と比べ

て383人減少し、外国人市民全体の構成比も2012年の49.0％から2022年の29.0％へ大きく

低下しています。 

○これに次いで、中国 1,785人（2012年から640人の増加）、ベトナム 895人（同806人）、

フィリピン 259人（同98人）、インドネシア 202人（同136人）、ネパール 183人（同146

人）、米国 162人（同45人）、台湾 155人（同106人）の順となっています。 

国籍・地域別外国人市民人口の推移 
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Ⅰ 豊中市の外国人市民の状況 
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○2012年と比べて人口が大幅に増加した国籍・地域をみると、ベトナム（10.06倍）、ミャ

ンマー（6.20倍）、ネパール（4.95倍）、台湾（3.16倍）、インドネシア（3.06倍）、ロシ

ア（2.47倍）の順となっています。 

○特にベトナムは外国人市民全体の構成比が2012年の1.9％から2022年の13.8％へ大きく割

合が高まっています。 

国籍・地域別外国人市民人口・構成比、2012年と2022年の比較 

 

国籍・地域 2012年9月末 構成比 2022年9月末 構成比 2012年→2022年 

韓国・朝鮮 2,258 49.0% 1,875 29.0% 0.83倍 

中国 1,145 24.8% 1,785 27.6% 1.56倍 

ベトナム 89 1.9% 895 13.8% 10.06倍 

フィリピン 161 3.5% 259 4.0% 1.61倍 

インドネシア 66 1.4% 202 3.1% 3.06倍 

ネパール 37 0.8% 183 2.8% 4.95倍 

米国 117 2.5% 162 2.5% 1.39倍 

台湾 49 1.1% 155 2.4% 3.16倍 

インド 70 1.5% 109 1.7% 1.56倍 

タイ 67 1.5% 79 1.2% 1.18倍 

ブラジル 67 1.5% 77 1.2% 1.15倍 

ミャンマー 10 0.2% 62 1.0% 6.20倍 

英国 41 0.9% 54 0.8% 1.32倍 

カナダ 30 0.7% 41 0.6% 1.37倍 

ペルー 50 1.1% 39 0.6% 0.78倍 

フランス 26 0.6% 37 0.6% 1.42倍 

ロシア 15 0.3% 37 0.6% 2.47倍 

マレーシア 23 0.5% 33 0.5% 1.44倍 

ドイツ 18 0.4% 23 0.4% 1.28倍 

モンゴル 20 0.4% 22 0.3% 1.10倍 

その他 251 5.4% 342 5.3% 1.36倍 

合計 4,610 100.0% 6,471 100.0% 1.40倍 

※その他には無国籍、未確定を含む 
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１ 調査方法と回収状況 

① 外国人市民 

調査目的 

豊中市に住む外国人市民の生活を支援するために行政が提供している情報やサービ

スについての認知度及び活用状況、また生活する上での支援ニーズを把握し、「多

文化共生のまちづくり」を推進する上での基礎資料とする。 

調査対象 
豊中市内に在住する外国人市民のうち、2022年(令和４年)９月21日現在 

18歳以上の人 2,000人（無作為抽出） 

調査方法 

○対象者宛てに調査目的とアンケート回答フォームのＵＲＬ、二次元バーコード等

を記載した調査依頼文を郵送（居住地域別に用紙の色を変えて送付）。 

○回答方法は、①インターネット上のアンケート回答フォームによる回答、②とよ

なか国際交流センターに来てスタッフの補助を受けながら回答、③紙の調査票に

よる回答、のいずれかを選択。 

○アンケート回答フォームは、やさしい日本語、英語、中国語（簡体字）、韓国・朝

鮮語、ベトナム語、ネパール語、スペイン語、インドネシア語の８言語を用意。 

調査期間 2022年(令和４年)10月７日～10月31日 

回収状況 

対象者抽出数 2,000件／転出等33件 

依頼文配布数 1,967件／不達数17件／依頼文到達数a 1,950件 

有効回答数b  501件 

有効回答率（依頼文到達数aに占める有効回答数bの割合）25.7％ 

 

② 日本人市民 

調査目的 
豊中市に住む日本人市民の外国人市民とのかかわり、多文化共生についての関心を

把握し、「多文化共生のまちづくり」を推進する上での基礎資料とする。 

調査対象 
豊中市内に在住する日本人市民のうち、2022年(令和４年)９月21日現在 

18歳以上の人 1,000人（無作為抽出） 

調査方法 

○対象者宛てに調査目的とアンケート回答フォームのＵＲＬ、二次元バーコード等

を記載した調査依頼文を郵送。 

○回答方法は、①インターネット上のアンケート回答フォームによる回答、②とよ

なか国際交流センターに来てスタッフの補助を受けながら回答、③紙の調査票に

よる回答、のいずれかを選択。 

調査期間 2022年(令和４年)10月７日～10月31日 

回収状況 

対象者抽出数 1,000件／転出等3件 

依頼文配布数 997件／不達数2件／依頼文到達数a 995件 

有効回答数b  302件 

有効回答率（依頼文到達数aに占める有効回答数bの割合）30.4％ 

Ⅱ アンケート調査の概要 
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■性別・年齢別回収状況 

 

外国人市民アンケート 日本人市民アンケート 

到達数 回答数 回答率 到達数 回答数 回答率 

性
別 

男 956 224 23.4% 466 112 24.0% 

女 994 273 27.5% 529 187 35.3% 

いずれでもない  2 -  3 - 

無回答  2 -  0 - 

年
齢
別 

18歳～29歳 553 146 26.4% 137 30 21.9% 

30歳～39歳 476 157 33.0% 135 46 34.1% 

40歳～49歳 327 106 32.4% 175 67 38.3% 

50歳～59歳 235 50 21.3% 179 74 41.3% 

60歳～69歳 169 28 16.6% 120 53 44.2% 

70歳以上 190 13 6.8% 249 32 12.9% 

無回答  1 -  0  

計 1,950 501 25.7% 995 302 30.4% 

 

■外国人市民アンケート：回答者の国籍・地域と回答フォームの言語 

 日本語 英語 中国語 韓国・朝鮮語 ベトナム語 ネパール語 スペイン語 インドネシア語 計 

1 中国 56 3 102 0 0 0 0 0 161 

2 韓国・朝鮮 57 0 0 25 0 0 0 0 82 

3 ベトナム 7 0 0 0 67 0 0 0 74 

4 ネパール 1 4 0 0 0 41 0 0 46 

5 インドネシア 0 3 0 0 0 0 0 15 18 

6 アメリカ 4 10 0 0 0 0 0 0 14 

7 台湾 7 0 6 0 0 0 0 0 13 

8 フィリピン 3 9 0 0 0 0 0 0 12 

9 インド 1 6 0 0 0 2 0 0 9 

10 タイ 2 2 0 0 0 0 0 0 4 

11 ブラジル 3 0 0 0 0 0 1 0 4 

12 その他 21 33 3 0 0 0 6 0 63 

 国籍・地域不明 0 0 0 0 0 1 0 0 1 

計 162 70 111 25 67 44 7 15 501 

 

■外国人市民アンケート：回答者の居住地域と回答フォームの言語 

 日本語 英語 中国語 韓国・朝鮮語 ベトナム語 ネパール語 スペイン語 インドネシア語 計 

1 北東部 26 16 18 4 5 1 0 0 70 

2 北中部 30 13 18 5 1 10 0 3 80 

3 北西部 27 15 31 8 9 8 3 5 106 

4 中部 10 10 8 1 10 12 1 1 53 

5 中東部 17 3 10 2 6 0 2 1 41 

6 中西部 22 6 9 2 16 11 0 3 69 

7 南部 29 7 16 3 19 0 1 2 77 

8 居住地不明 1 0 1 0 1 2 0 0 5 

計 162 70 111 25 67 44 7 15 501 
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※アンケート調査結果の各設問の母数ｎ(Number of caseの略)は、設問に対する有効回答者数を意

味します。 

※各選択肢の構成比(％)は、小数点第２位以下を四捨五入しています。このため、択一式の回答

については構成比の合計が100％にならない場合があります。また、複数回答が可能な設問の

場合、選択肢の構成比の合計が100％を超える場合があります。 

※グラフ中の数字は、特に断り書きのない限りすべて構成比を意味し、単位は％です。 

※属性別クロス集計のグラフ・集計表には、属性が無回答であったサンプルの集計結果を割愛し

ています。また、クロス集計元が複数回答設問である場合は、個々の属性の件数(ｎ)を合計す

ると集計対象全体の件数(ｎ)を上回る場合があります。 

※選択肢「その他」の記述内容のうち、日本語で記述されたものは原文のまま取り扱い、外国語

で記述されたものは翻訳を行い、その結果を記載しています。 
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２ 調査結果の概況 

① 外国人市民 

《回答者自身や家族のことについて》 

○回答者の年齢は前回調査より50歳以上が減少し、49歳以下が大きく増加しています。 

○日本以外で生まれた人が前回調査よりが大きく増加しています。 

○豊中市での居住年数は、前回調査より10年以上という人が減少し、４年以下という人

が大きく増加しています。 

○国籍・地域は中国、韓国・朝鮮、ベトナム、ネパールの順で多く、前回調査と比べると

韓国・朝鮮が大きく減少し、中国やベトナム、ネパールなどが大きく増加しています。 

○在留資格は永住者、技術・人文知識・国際業務、留学の順で多く、前回調査と比べる

と特別永住者や永住者、留学などが大きく減少しています。 

○家族と一緒に住む人が63.1％となっています。また、一緒に住んでいる人に日本語を

話せる人がいるという人が87.3％となっています。 

 

《ことばと文化について》 

○日本人と同じ程度や日常的なレベルでの会話や読み書きができるという人が７割前後

を占めていますが、前回調査と比べると日本人と同じ程度にできるという人が大きく

減少しています。 

○日本語を勉強したことがある人が84.6％を占めており、「日本に来る前に学んだ」と答

えた人が54.2％となっています。また、日本語を勉強したことがない人に日本語を勉

強したいと思うか尋ねたところ、「はい」と答えた人が77.8％を占めています。 

○日本で生まれ育った外国にルーツをもつ子どもたちが、父母や祖父母の出身国・地域の

言葉、文化などを学んだり体験したりすることは83.2％の人が大事だと答えています。 

○自分の国や出身地域の人たちが集まったり、SNS上で交流することは68.4％の人がある

と答えています。 

 

《地域での暮らしについて》 

○豊中市に住んで良いと感じることを尋ねたところ、「電車やバスなどを使って、行きた

い場所に行きやすい」「自然環境が良い」「犯罪が少なく安心」「買い物がしやすい」

「周囲の人がやさしい」「市役所のサービスが使いやすい」「公共施設が多い」などの

順で多くみられます。 

○困ったことがあったときの相談先は、「日本にいる家族・親せき」「日本人の友だち」

「出身国・地域にいる家族・親せき・友だち」「職場の人」の順となっています。 

○ふだんの生活で必要な情報は、「税金・年金・保険のこと」「仕事のこと」「病院やくす

りのこと」「子育て・教育・学校のこと」「火事や地震のときの対応」「日本語の勉強の

こと」「病気や事故のときの連絡先」などとなっています。 
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○情報の入手先については、「インターネット」や「市の広報紙『とよなか』」「日本語の

テレビ・ラジオ」「豊中市のホームページ」「日本人の友だち」「家族や一緒に住んでい

る人、親せき」「職場や学校」などとなっています。 

○日本の病院に行ったことがある人は76.4％で、病院の医者や看護師が説明するとき、

言葉が「わかる」と答えた人が85.6％を占めています。 

○病院やくすりのことなどで困っていることがある人は22.4％で、困っている内容は

「病気やけがを治せる病院がどこにあるかわからない」や「わかることばで書かれた

病院やくすりなどの情報が少ない」「自分や家族の話す言葉を使える病院がどこにある

かわからない」などとなっています。 

○69.0％の人が就労しており、豊中市内で働いている人が33.3％となっています。 

○仕事のことで困っていることがある人は20.8％で、内容別には「仕事のさがし方につ

いての情報が少ない」「使える言葉で相談できない」「資格のとり方がわからない」な

どの順となっています。 

○災害時の避難場所を知っているという人は52.3％となっています。 

○住んでいるまちの人たちと、つきあいがある人は57.9％で、つきあいがあるのは「家

の近くに住んでいる人とのあいさつや会話などで」「仕事や職場で」「自分や家族が通

っている学校の活動やイベントで」という人が多くみられます。 

○住んでいるまちの人とのつきあいで困っている人は18.0％で、内容別には「つきあう

機会が少ない」「言葉がわからず、仲良くなれない」「忙しくて、つきあう時間がな

い」などが多くみられます。 

○住んでいるまちの人たちと積極的に交流したいと思う人は68.5％で、「日本の文化や習

慣を学びたい」「友だちになりたい」「住んでいるまちのイベントに一緒に参加した

い」という人が多くみられます。 

○回答者自身がやってみたい活動を尋ねたところ、「外国人を支援する活動」や「住んで

いるまちの人と一緒に、まちのために活動すること（そうじ、おまつりなど）」「通

訳・翻訳などをして、困っている人を助けること」などが多くみられます。 

○日本でのくらしで回答者の58.3％が何らかのことがあったと答えており、内容別には

「文化や習慣のちがいを理解されない」「外国人であることを理由に、家を買うことや

借りることをことわられる」「外国人市民の意見が、政治に生かされていない」という

人が多くみられます。 

○豊中市は外国人市民にとって住みよいまちか尋ねたところ、86.2％の人が住みよいま

ちだと答えています。 

 

《市のサービスについて》 

○豊中市のサービスで使ったことがあるものは、「マイナンバーカードをもらう」「予防

接種をうける」「国民健康保険によるサービスをうける」「市民健康診査をうける」「母

子健康手帳をもらう」「乳幼児健診をうける」などの順となっています。 

○豊中市が提供している日本語ではない言葉で書かれた資料のうち、「ごみの分け方・出

し方早わかりガイド」は47.1％が使ったことがあると答えています。 
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○豊中市役所へ行ったときに困ったことがある人は14.8％で、困った内容は「どの窓口

に行けばいいかわからない」「自分が使える言葉の通訳がいない」「手続きのしかたが

わからない」「自分が使える言葉で書かれた書類がない」「通訳が少ない」「窓口が開い

ている時間に行けない」などとなっています。 

○「とよなか国際交流センター」を知っている人は54.0％、事業に参加したりサービス

を使ったことがある人は27.5％となっています。また、参加したり使ったりしたいも

のは「にほんごの教室」や「相談サービス」「その他のイベント（国流フェスタな

ど）」などとなっています。 

 

《子育て・教育・学校について》 

○18歳までの子どもがいる人は40.0％で、前回調査と比べて増加しています。 

○18歳までの子どもがいる人の17.0％が、子ども自身が学校のことで困ったことがある

と答えており、「先生と言葉が通じない」「日本語があまりできないので、授業がわか

らない」という人が多くみられます。 

○子どもの次の進路については「日本の教育を大学まで受けさせたい」という人が

66.0％となっています。 

○子育てや教育・学校のことで、困る（困った）こと、心配する（心配した）ことがあ

る人は43.0％で、「子どものことを相談できる人や場所がない」「子どもに家族や子ど

も自身の出身国・地域の言葉や文化を伝えることがむずかしい」「こども園や学校など

に入るための手続きがわからない」「出産や子育て、教育・学校にかかるお金が高い」

「働きたいが、子どもをあずけられない」という人が多くみられます。 
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② 日本人市民 

《回答者自身のことについて》 

○豊中市に住んで、良いと感じることは、「交通の便が良い」「治安が良い」「買い物がし

やすい」「自然環境が良い」などの順となっています。 

○日本語以外の言語を使う（理解する、話すなど）ことができる人は31.8％で、そのほ

とんどが「英語」となっています。 

○仕事や旅行で海外（国外）に行ったことや、海外で生活をしたことがある人は84.5％

で、「海外へ観光を目的とした旅行をしたことがある」が多くを占めています。 

 

《外国人とのかかわりについて》 

○外国人とのつきあいがある人は37.1％で、「仕事や職場で」「友だちとして」という人

が多くみられます。また、外国人が困っているときに相談にのったり、助けたりした

ことがある人は64.3％となっています。 

○地域や職場などでの外国人とのかかわりで、困った経験などがある人は23.2％となっ

ています。 

○地域や職場などに外国人が増えることで、地域社会にどのような影響があると思うか

尋ねたところ、「外国の言葉や文化に触れる機会が増える」「社会に多様性が生まれ

る」と答える人が70％以上となっています。 

○外国人とのかかわりについて６項目の問いかけをしたところ、各項目とも「積極的に

受容できる」と「まあ受容できる」と答える人が80％以上を占めています。 

○外国人とつきあうにあたり、壁になっていると感じるものは、「言葉の違い」「宗教や

文化・生活習慣などの違い」「ものの考え方・価値観の違い」と答える人が多くみられ

ます。 

○住んでいる地域では、今後、外国人市民とのかかわりをどのようにしたらよいか尋ね

たところ、「他の日本人市民と同じように関わっていく」が63.6％を占めています。 

○地域の外国人市民と交流したいと思う人は69.2％を占めています。また、どのような

交流をしたいと思うか尋ねたところ、「外国人市民から出身国・地域の文化や習慣を学

びたい」「友だちになりたい」「地域のイベント活動に一緒に参加したい」の順となっ

ています。 

 

《多文化共生のまちづくりについて》 

○日本に住む外国人にかかわる内容について、これまでに学習したり知識を得たりした

ことがある人は33.4％で、「新聞・雑誌の記事を読んだ」「テレビ・ラジオの番組で知

った」「小・中学校で学習した」という人が多くみられます。 

○日本人は、外国の言語や文化を学び、外国人の背景を理解するほうがよいと「そう思

う」「どちらかといえばそう思う」を合わせて90.4％の人が回答しています。 

○日本社会は、外国人に日本の習慣やルールを押し付けないほうがよいと、64.2％の人

が回答しています。 
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○行政は、外国人が出身国・地域の言語や文化を守れるよう援助するほうがよいと、

79.1％の人が回答しています。 

○行政は、外国人が日本の言語や文化を学べるよう援助するほうがよいと、93.0％の人

が回答しています。 

○外国人は、日本の言語や文化を身につけるために努力したほうがよいと、86.7％の人

が回答しています。 

○外国人は、地域の活動に積極的に参加するほうがよいと、77.4％の人が回答しています。 

○外国人は、日本社会にとけこむよう日本の習慣やルールを学ぶほうがよいと、91.1％

の人が回答しています。 

○豊中市は、外国人市民にとって住みよいまちだと思う人は48.0％となっています。 

○外国人には、日本社会での生活のしづらさがあると思う人は66.2％を占めており、「文

化や習慣の違いが理解されない」「同じ仕事をしていても日本人より賃金が低いなど、

労働条件が悪い」「外国人であることを理由に、住宅の購入や入居を断られる」と答え

る人が多くみられます。 

○外国人市民と日本人市民の交流活動や、外国人市民への支援活動に参加したことがあ

る人は概ね１割以下にとどまっています。 

○外国人市民と日本人市民の交流活動や、外国人市民への支援活動に対して何らかの関

心を持つ人は79.1％で、「外国人との交流を目的としたイベントやお祭り・交流会」や

「外国の文化や風俗・風習などの体験（芸能、衣服、食事など）」「日本語ボランティ

アや通訳など外国人の言葉のサポート」などの順となっています。 

○「とよなか国際交流センター」を知っている人は34.1％で、「利用したことはない」人

が63.1％を占めています 

○「多文化共生のまちづくり」に向けて、豊中市が力を入れたらよいと思う取組み（施

策・事業）については、「外国人市民がいろいろな相談をしやすくする」と最も多く、

次いで「外国人市民の子どもがしっかり学べるようにする」「日本語を学ぶ外国人市民

を支援する」の順となっています。 
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１ あなたと家族について 

回答言語 

 

32.3

8.8

3.0

0.0

61.8

11.1

18.0

6.7

2.4

0.0

13.4

5.0

14.0

22.2

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70

日本語

中国語

英語

ベトナム語

ネパール語

韓国・朝鮮語

インドネシア語

スペイン語

無回答

(%)

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

 

○回答言語をみると、「日本語」が32.3％と最も多く、次いで「中国語」が22.2％、「英

語」が14.0％、「ベトナム語」が13.4％、「ネパール語」が8.8％などと続いています。 

○前回調査と比べると、「日本語」が大きく減少し、「中国語」が増加する結果となって

います。 

 

F-Q1.あなたの性別を教えてください。（１つ選んでください） 

 

44.7

36.8

54.5

51.4

0.4

0.4

11.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

男 女 いずれでもない 無回答
 

○「女」が54.5％、「男」が44.7％となっています。 

○前回調査と比べると、「男」が増加する結果となっています。 

Ⅲ 外国人市民アンケート調査の結果 
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F-Q2.あなたの年齢を教えてください。（１つ選んでください） 

 

29.1

5.6

0.2

24.5

21.4

16.3

11.8

10.1

8.7

7.2

10.0

2.6

21.2

31.3

0 5 10 15 20 25 30

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳以上

無回答

(%)

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

 

○「30歳～39歳」が31.3％と最も多く、次いで「18歳～29歳」が29.1％、「40歳～49歳」

が21.2％、以後年齢が高くなるにつれ少なくなっています。 

○前回調査と比べると、50歳以上が減少し、49歳以下が大きく増加する結果となってい

ます。 

 

 

F-Q3.生まれたところはどこですか。（１つ選んでください） 

 

10.8

29.3

87.4

64.2 6.5

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

日本で生まれ育った 日本以外で生まれた 無回答
 

○「日本以外で生まれた」が87.4％を占めています。 

○前回調査と比べると、「日本以外で生まれた」が大きく増加する結果となっています。 
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F-Q4.「豊中市多文化共生に関するアンケート － アンケート調査ご協力のお願い 

－」という二次元バーコードの付いた紙の色を教えてください。（紙の色で、みなさ

んの住んでいる地域がわかります）。（１つ選んでください） 

 

21.2

13.8

8.2

14.0

10.6

15.4

16.0

1.0

0 5 10 15 20 25

きいろ（yellow）［※北西部に住んでいる人：蛍池とか］

ぴんく（pink）［※北中部に住んでいる人：少路とか］

おれんじ（orange）［※南部に住んでいる人：庄内とか］

あお（blue）［※北東部に住んでいる人：千里中央とか］

みどり（green）［※中西部に住んでいる人：服部天神とか］

しろ（white）［※中部に住んでいる人：岡町とか］

むらさき（purple）［※中東部に住んでいる人：緑地公園とか］

無回答

(%)

今回調査(n=501)

 

○居住地域は、「北西部」が21.2％と最も多く、次いで「北中部」が16.0％、「南部」が

15.4％、「北東部」が14.0％、「中西部」が13.8％、「中部」が10.6％、「中東部」が

8.2％となっています。 

 

F-Q5.日本にこれまで合わせて何年住んでいますか。（１つ選んでください） 

 

13.2

11.4

5.0

17.9

26.4

14.6

11.6

5.2

4.6

11.2

8.6

8.8

13.2

17.0

9.8

10.1

11.7

11.1

13.4

12.9

13.8

14.2

3.8

17.1

13.0

16.9

8.7

24.4

27.1

26.3

18.9

22.6

22.0

33.3

23.4

10.6

15.8

14.3

22.5

17.9

13.2

9.8

15.9

13.0

16.8

24.3

23.8

17.0

17.0

26.8

14.5

29.9

36.3 12.0

21.6

1.4

0.9

0.6

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

北東部(n=70)

北中部(n=80)

北西部(n=106)

中部(n=53)

中東部(n=41)

中西部(n=69)

南部(n=77)

前回調査(n=416)

１年未満 １年から２年 ３年から４年 ５年から９年 10年から19年 20年以上 無回答
 

○「５年から９年」が24.4％と最も多く、次いで「20年以上」が21.6％、「10年から19

年」が15.8％などと続いています。居住地域別にみると、中部で「１年未満」が

26.4％と多くみられます。 

○前回調査と比べると、「20年以上」が減少し、「１年未満」や「５年から９年」が増加

する結果となっています。 
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F-Q6.豊中市にこれまで合わせて何年住んでいますか。（１つ選んでください） 

 

25.9

40.0

17.5

26.4

24.5

36.6

21.7

16.9

13.5

21.0

21.4

15.0

22.6

35.8

9.8

23.2

19.5

17.3

15.0

10.0

12.5

17.9

11.3

14.6

20.3

16.9

8.4

17.6

11.4

31.3

15.1

7.5

19.5

17.4

19.5

12.5

10.4

8.6

13.8

11.3

9.4

7.3

4.3

15.6

13.5

7.1

8.8

2.8

7.5

12.2

11.6

10.4

18.8

3.8

3.8

16.1

8.2

1.3

1.4

1.3

2.0

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

北東部(n=70)

北中部(n=80)

北西部(n=106)

中部(n=53)

中東部(n=41)

中西部(n=69)

南部(n=77)

前回調査(n=416)

１年未満 １年から２年 ３年から４年 ５年から９年 10年から19年 20年以上 無回答
 

○「１年未満」が25.9％と最も多く、次いで「１年から２年」が21.0％、「５年から９

年」が17.6％などと続いています。 

○居住地域別にみると、北東部と中東部で「１年未満」、中部で「１年から２年」、北中

部で「５年から９年」と答える人が多くみられます。 

○前回調査と比べると、10年以上という人が減少し、４年以下という人が大きく増加す

る結果となっています。 
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F-Q7.国籍・地域はどこですか。（１つ選んでください） 

 

32.1

3.6

2.6

1.8

0.8

0.8

12.6

0.2

21.4

39.2

1.7

1.7

4.1

3.1

2.9

1.0

19.5

5.5

9.2

2.8

14.8

16.4

2.4

0 10 20 30 40

中国

韓国・朝鮮

ベトナム

ネパール

インドネシア

アメリカ

台湾

フィリピン

インド

タイ

ブラジル

その他

無回答

(%)

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

 

○「中国」が32.1％と最も多く、次いで「韓国・朝鮮」が16.4％、「ベトナム」が14.8％、

「ネパール」が9.2％などと続いています。 

○前回調査と比べると、「韓国・朝鮮」が大きく減少し、「中国」や「ベトナム」などで

大きく増加する結果となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 ※( )内の数字は同じ記述のあった人数を意味します。 

・フランス(6)   ・香港(6)   ・マレーシア(5)   ・ミャンマー(5) 

・イギリス(5)   ・カナダ(3)  ・ドイツ(2)     ・ニュージーランド(2) 

・パキスタン(2)  ・トルコ(2)  ・イタリア      ・イラン 

・エクアドル    ・オーストリア ・オランダ      ・キューバ 

・グアテマラ    ・シンガポール ・スペイン      ・スウェーデン 

・シリア      ・ガーナ    ・ナイジェリア    ・ノルウェー 

・ハンガリー    ・ペルー    ・ボリビア      ・メキシコ 

・モンゴル     ・ロシア    ・カナダ＆オーストラリア 
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○居住地域別にみると、北西部で「中国」、中部で「ネパール」、中西部と南部で「ベト

ナム」が多くみられます。 

 

居住地域別 

（単位：％） 
全体 

(n=501) 

北東部

(n=70) 

北中部

(n=80) 

北西部

(n=106) 

中部

(n=53) 

中東部

(n=41) 

中西部

(n=69) 

南部

(n=77) 

中国 32.1 35.7 38.8 42.5 18.9 26.8 26.1 26.0 

韓国・朝鮮 16.4 22.9 16.3 14.2 11.3 19.5 13.0 18.2 

ベトナム 14.8 8.6 2.5 9.4 18.9 17.1 26.1 26.0 

ネパール 9.2 1.4 12.5 6.6 28.3 0.0 15.9 0.0 

インドネシア 3.6 1.4 6.3 4.7 1.9 2.4 4.3 2.6 

アメリカ 2.8 4.3 6.3 0.0 1.9 2.4 0.0 5.2 

台湾 2.6 4.3 3.8 0.9 1.9 2.4 1.4 3.9 

フィリピン 2.4 1.4 0.0 2.8 3.8 4.9 1.4 3.9 

インド 1.8 4.3 3.8 0.0 3.8 0.0 0.0 1.3 

タイ 0.8 1.4 1.3 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0 

ブラジル 0.8 0.0 0.0 0.9 0.0 2.4 0.0 2.6 

その他 12.6 14.3 8.8 15.1 9.4 22.0 11.6 10.4 

無回答 0.2 0.0 0.0 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 

※網かけ太字は全体構成比より10ポイント以上高いもの 
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F-Q8.在留資格＜外国人が日本でできること＞は何ですか。（１つ選んでください） 

 

22.8

9.2

5.6

3.6

2.8

2.6

1.0

2.6

1.4

0.4

29.8

7.0

18.8

2.6

12.3

0.0

21.2

5.3

3.1

0.2

6.3

10.8

6.0

11.8

15.6

4.0

0 5 10 15 20 25 30 35

永住者

技術・人文知識・国際業務

留学

家族滞在

日本人の配偶者等

研修・技能実習

特別永住者

特定技能

技能

教授、教育

定住者

特定活動

その他

わからない

無回答

(%)

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

 

○「永住者」が22.8％と最も多く、次いで「技術・人文知識・国際業務」が15.6％、「留

学」が11.8％などと続いています。 

○前回調査と比べると、「特別永住者」や「永住者」「留学」などが大きく減少し、「技

術・人文知識・国際業務」「家族滞在」が増加する結果となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・介護(3) 

・経営管理(3) 

・企業内転勤(2) 

・高度専門職(2) 

・経営管理ビザ 

・ビジネス 
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○居住地域別にみると、北西部で「留学」が28.3％と多くみられます。 

 

居住地域別 

（単位：％） 
全体 

(n=501) 

北東部

(n=70) 

北中部

(n=80) 

北西部

(n=106) 

中部

(n=53) 

中東部

(n=41) 

中西部

(n=69) 

南部

(n=77) 

永住者 22.8 22.9 28.8 23.6 15.1 24.4 13.0 28.6 

技術・人文知識・国際業務 15.6 21.4 7.5 8.5 20.8 14.6 24.6 16.9 

留学 11.8 10.0 8.8 28.3 18.9 4.9 2.9 1.3 

家族滞在 10.8 8.6 10.0 12.3 9.4 14.6 13.0 6.5 

日本人の配偶者等 9.2 4.3 16.3 4.7 9.4 9.8 8.7 11.7 

研修・技能実習 6.0 1.4 2.5 5.7 9.4 0.0 8.7 13.0 

特別永住者 5.6 8.6 5.0 2.8 5.7 7.3 4.3 7.8 

特定技能 4.0 2.9 3.8 3.8 1.9 4.9 8.7 2.6 

技能 3.6 1.4 3.8 1.9 3.8 4.9 7.2 3.9 

教授、教育 2.8 5.7 3.8 2.8 1.9 2.4 1.4 1.3 

定住者 2.6 5.7 3.8 2.8 0.0 0.0 1.4 2.6 

特定活動 1.0 1.4 1.3 0.0 0.0 7.3 0.0 0.0 

その他 2.6 5.7 3.8 0.9 1.9 2.4 1.4 2.6 

わからない 1.4 0.0 0.0 0.9 1.9 2.4 4.3 1.3 

無回答 0.4 0.0 1.3 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 

※網かけ太字は全体構成比より10ポイント以上高いもの 

 

 

F-Q9.だれと一緒に住んでいますか。（いくつでも選んでください） 

 

63.1

1.8

53.6

31.3

6.7

4.6

5.0

6.2

0.6

7.2

22.6

0 10 20 30 40 50 60

家族

ひとりで住んでいる

友だち

会社で一緒に働いている人

その他

無回答

(%)

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

 

○「家族」が63.1％と最も多く、次いで「ひとりで住んでいる」が22.6％などとなって

います。 

○前回調査と比べると、「ひとりで住んでいる」が減少し、「家族」が増加する結果とな

っています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・婚約者(2)  ・妻(2)  ・子ども(2)  ・夫  ・日本人の彼氏 
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○居住地域別にみると、「家族」は北中部と北東部、「ひとりで住んでいる」は北西部、

「友だち」が中部でそれぞれ多くみられます。 

 

居住地域別 

（単位：％） 
全体 

(n=501) 

北東部

(n=70) 

北中部

(n=80) 

北西部

(n=106) 

中部

(n=53) 

中東部

(n=41) 

中西部

(n=69) 

南部

(n=77) 

家族 63.1 74.3  76.3  54.7  47.2  61.0  65.2  59.7  

ひとりで住んで

いる 
22.6 14.3  16.3  34.0  15.1  29.3  17.4  27.3  

友だち 7.2 5.7  2.5  6.6  30.2  0.0  10.1  0.0  

会社で一緒に働

いている人 
6.2 4.3  2.5  4.7  13.2  4.9  5.8  10.4  

その他 1.8 1.4  1.3  1.9  0.0  4.9  1.4  2.6  

無回答 0.6 0.0  2.5  0.9  0.0  0.0  0.0  0.0  

※網かけ太字は全体構成比より10ポイント以上高いもの 

 

 

 

F-Q10.一緒に住んでいる人に日本語を話せる人がいますか。（１つ選んでください） 

 

87.3

65.9

12.7

15.6 18.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=385)

前回調査(n=416)

いる いない 無回答

 

○「いる」が87.3％を占めています。 

○前回調査と比べると、「いる」が大きく増加する結果となっています。 
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F-Q11.パートナーや子どもを国に残して日本に来ましたか。（１つ選んでください） 

 

9.2 44.1 41.1 5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

残してきた 一緒にきた パートナーや子どもはいない 無回答
 

○「一緒にきた」が44.1％と最も多く、「パートナーや子どもはいない」が41.1％、「残

してきた」が9.2％となっています。 

 

F-Q11-1.今後、日本にパートナーや子どもを呼び寄せる予定はありますか。（１つ選

んでください）〔F-Q11 パートナーや子どもを国に残してきた人が回答〕 

 

69.6 23.9 4.3 2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=46)

呼び寄せる予定がある 呼び寄せる予定はない その他 無回答
 

○パートナーや子どもを国に残してきた人に日本にパートナーや子どもを呼び寄せる予

定はあるか尋ねたところ、「呼び寄せる予定がある」が69.6％を占めています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・できれば遊びに呼びたいです。  ・彼らはすでにここにいます。 

・息子は日本で生まれました。  ・まだ子どもがいない。 

・まだパートナーがいない。  ・すでに日本に。 

・配偶者も子どももいないので不明。 

 

F-Q12.あなたは日本での生活を終え、出身国・地域へ帰国する予定はありますか。 

（１つ選んでください） 

 

19.6 46.5 31.9 2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

予定がある 予定はない わからない 無回答
 

○「予定はない」が46.5％、「わからない」が31.9％、「予定がある」が19.6％となって

います。 
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２ ことばと文化について 

F-Q13.あなたは、どのぐらい日本語ができますか。「話す」「聞く」「書く」「文字を読

む」「文章を読む」の一つずつ、一番あてはまるものを選んでください。 

(1)話す 

 

33.3

44.3

37.5

30.2

32.1

29.3

33.3

27.3

49.3

38.1

35.7

41.3

34.0

35.8

46.3

37.7

41.6

32.5

20.8

17.1

13.8

23.6

18.9

22.0

21.7

26.0

10.8

7.5

7.5

3.8

2.8

5.7

7.2

2.9

2.6

2.4

2.5

2.9

4.0

2.6

2.6

3.2

1.9

1.9

1.3

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

北東部(n=70)

北中部(n=80)

北西部(n=106)

中部(n=53)

中東部(n=41)

中西部(n=69)

南部(n=77)

前回調査(n=416)

日本人と同じくらいできる 日常会話ならできる あいさつや簡単な会話ならできる
単語が言える ほとんどできない 無回答

 

 

(2)聞く 

 

34.7

45.7

36.3

35.8

30.2

29.3

34.8

28.6

50.2

35.1

28.6

38.8

33.0

32.1

41.5

31.9

42.9

27.6

18.0

17.1

10.0

18.9

20.8

22.0

20.3

19.5

13.0

7.5

7.5

9.4

7.3

4.3

6.5

3.1

5.0

3.8

7.2

3.8

3.8

7.1

7.4

2.2

2.6

2.8

1.4

3.4 1.4

2.5

1.9

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

北東部(n=70)

北中部(n=80)

北西部(n=106)

中部(n=53)

中東部(n=41)

中西部(n=69)

南部(n=77)

前回調査(n=416)

日本人と同じくらいできる 日常会話ならわかる 相手がゆっくり話してくれたらわかる
単語がわかる ほとんどできない 無回答
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(3)書く 

 

32.9

47.1

41.3

33.0

18.9

34.1

31.9

23.4

48.6

42.1

38.6

31.3

42.5

49.1

51.2

39.1

48.1

32.7

12.0

8.6

8.8

12.3

15.1

12.2

11.6

16.9

9.1

3.8

4.7

7.5

5.8

5.2

15.0

7.5

9.4

11.6

6.5

5.3
2.2

2.4

5.2

4.3

7.8

1.4

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

北東部(n=70)

北中部(n=80)

北西部(n=106)

中部(n=53)

中東部(n=41)

中西部(n=69)

南部(n=77)

前回調査(n=416)

日本人と同じくらいできる 簡単な漢字・カタカナ・ひらがなが書ける カタカナ・ひらがなが書ける

ひらがなが書ける ほとんどできない 無回答
 

 

(4)文字を読む 

 

35.9

50.0

42.5

38.7

24.5

34.1

33.3

26.0

51.9

42.5

38.6

38.8

37.7

41.5

51.2

43.5

50.6

32.9

10.4

7.1

3.8

15.1

17.0

7.3

8.7

13.0

7.2

7.5

4.3

6.5

12.5

5.7

9.4

8.7

4.1

4.9

1.7

2.4

2.8

2.5

4.4

2.9

2.6

6.0

1.4

2.2

1.3

1.4

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

北東部(n=70)

北中部(n=80)

北西部(n=106)

中部(n=53)

中東部(n=41)

中西部(n=69)

南部(n=77)

前回調査(n=416)

日本人と同じくらいできる 簡単な漢字・カタカナ・ひらがなが読める カタカナ・ひらがなが読める

ひらがなが読める ほとんどできない 無回答
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(5)文章を読む 

 

35.1

47.1

37.5

41.5

22.6

34.1

33.3

26.0

49.0

38.7

40.0

31.3

33.0

47.2

48.8

39.1

41.6

28.8

12.6

7.1

12.5

16.0

9.4

7.3

8.7

19.5

9.1

18.8

9.4

13.2

7.3

17.4

11.7

7.2

7.5

5.8

5.7

12.2

1.3

1.4

2.4

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

北東部(n=70)

北中部(n=80)

北西部(n=106)

中部(n=53)

中東部(n=41)

中西部(n=69)

南部(n=77)

前回調査(n=416)

日本人と同じくらいできる 漢字がまざった簡単な文が読める

単語(店で売っているものや広告)が読める ほとんどできない

無回答
 

○各項目とも、日本人と同じ程度や日常的なレベルでの会話や読み書きができるという

人が７割前後を占めています。一方、(5)文章を読むことや(3)書くでは「ほとんどで

きない」と回答した人の割合が多くなっています。 

○居住地域別にみると、北東部で日本人と同じ程度にできるという人が多くみられます。 

○前回調査と比べると、日本人と同じ程度にできるという人が大きく減少する結果とな

っています。 

 

 

 

F-Q14.あなたは日本語を勉強したことがありますか。（１つ選んでください） 

 

84.6

83.4

14.4

13.2 3.4

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

はい いいえ 無回答
 

○「はい」が84.6％を占めています。 
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F-Q14-1.日本語はどこで学びましたか。または今も学んでいますか。（いくつでも選

んでください）〔F-Q14 日本語を勉強したことがある人が回答〕 

 

54.2

8.5

8.0

33.4

22.5

42.7

15.9

0.9

11.1

7.1

18.6

18.6

0.7

0 10 20 30 40 50 60

日本に来る前に学んだ

日本に来てから専門の日本語学校で学んだ（学んでいる）

日本に来てから地域（国際交流センターなど）の日本語教室で
学んだ（学んでいる）

日本生まれのため自然に身についた

家族から学んだ（学んでいる）

日本に来てから学校（小学校・中学校・高校など）で学んだ（学
んでいる）

その他

無回答

(%)

今回調査(n=424)

前回調査(n=347)

 

○日本語を勉強したことがある人にどこで学んだか、今も学んでいるか尋ねたところ、

「日本に来る前に学んだ」が54.2％と最も多く、次いで「日本に来てから専門の日本

語学校で学んだ（学んでいる）」「日本に来てから地域（国際交流センターなど）の日

本語教室で学んだ（学んでいる）」が18.6％、「日本生まれのため自然に身についた」

が11.1％などと続いています。 

○前回調査と比べると、「日本に来てから学校（小学校・中学校・高校など）で学んだ

（学んでいる）」が大きく減少し、「日本に来る前に学んだ」が増加する結果となって

います。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・自分で勉強している。(5)  ・友だちから。(2) 

・日本に来てから大学で。(2)  ・家庭教師から。(2) 

・職場で。(2)    ・友だちや研究室の仲間と。 

・留学先    ・ソーシャルメディアで学びました。 

・テレビを見て字幕を出して学ぶ 。 ・日本語能力試験の自習 

・帰国前にインドネシアに半年間留学、現職に就く前に日本に半年間留学。 
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F-Q14-2.あなたは日本語を勉強したいと思いますか。（１つ選んでください） 

〔F-Q14 日本語を勉強したことがない人が回答〕 

 

77.8

57.9

16.7

26.0

5.6

16.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=72)

前回調査(n=55)

はい いいえ 無回答
 

○日本語を勉強したことがない人に日本語を勉強したいと思うか尋ねたところ、「はい」

が77.8％を占めています。 

○前回調査と比べると、「はい」が大きく増加する結果となっています。 

 

F-Q15.あなたが使える言葉は何ですか。（いくつでも選んでください） 

 

73.5

12.2

3.8

3.0

2.4

1.0

0.8

0.2

8.4

1.0

11.5

26.4

2.2

32.9

1.9

3.8

1.4

3.1

1.2

2.9

0.0

12.3

6.5

14.2

8.8

37.7

49.5

3.2

0 10 20 30 40 50 60 70

日本語

英語

中国語

ベトナム語

韓国・朝鮮語

ネパール語

インドネシア語

スペイン語

フランス語

フィリピノ語(タガログ語)

ポルトガル語

タイ語

アラビア語

その他の言葉

無回答

(%)

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

 

○「日本語」が73.5％と最も多く、次いで「英語」が49.5％、「中国語」が37.7％、「ベ

トナム語」が14.2％、「韓国・朝鮮語」が12.2％などと続いています。 

○前回調査と比べると、「韓国・朝鮮語」が大きく減少し、「英語」「中国語」「ベトナム

語」などが大きく増加する結果となっています。 
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◆選択肢「その他」の記述内容 

・ヒンディー語(7)  ・ドイツ語(6)  ・マレーシア語(4)  ・広東語(4) 

・タミル語(3)    ・イタリア語(2) ・スウェーデン語(2) ・福建語(2) 

・ミャンマー語(2)  ・ノルウェー語  ・ハンガリー語    ・トルコ語 

・ペルシャ語     ・台湾語     ・モンゴル語     ・マレー語 

・ロシア語      ・ウルドゥー語  ・オディア語     ・カタロニア語 

・ジャワ語      ・パンジャブ語  ・ビルマ語      ・ヨルバ語 

 

 

F-Q16.あなたは、ふだん、一緒に住んでいる人たちと、どの言葉で話すことが多いで

すか。（１つ選んでください） 

 

34.3

50.5

31.9

23.6

30.1

20.2 5.8

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=385)

前回調査(n=416)

日本語 日本語以外の言葉 日本語と日本語以外の言葉 無回答

 

○「日本語」が34.3％と最も多く、「日本語以外の言葉」が31.9％、「日本語と日本語以

外の言葉」が30.1％となっています。 

○前回調査と比べると、「日本語」のみという人が大きく減少する結果となっています。 

 

 

F-Q17.一緒に住んでいる家族と使える言葉がちがうために、困ることがありますか。

（例：「自分の考えを家族にうまく伝えられない」「家族が何を話しているかわからな

い」など）（１つ選んでください） 

 

2.5

4.6

26.3

21.6

70.3

63.2 10.6

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=316)

前回調査(n=416)

よくある ときどきある そのようなことはない 無回答

 

○「そのようなことはない」が70.3％と最も多く、「ときどきある」が26.3％、「よくあ

る」が2.5％となっています。 

○前回調査と比べると、「ときどきある」が増加する結果となっています。 

 



27 

F-Q18.日本で生まれ育った、外国にルーツをもつ子どもたちが、おとうさん・おかあ

さんや、おじいさん・おばあさんの出身国・地域の言葉、文化などについて、学んだ

り体験したりすることを、どう思いますか。（１つ選んでください） 

 

57.7

59.6

25.5

26.0

3.0

6.0

2.2

2.8

1.4

9.2

4.8

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

とても大事だと思う どちらかというと大事だと思う どちらかというと大事だとは思わない
大事だとは思わない わからない 無回答

 

○「とても大事だと思う」が57.7％を占めています。また、「とても大事だと思う」と

「どちらかというと大事だと思う」を合計すると、83.2％の人が大事だと回答してい

ます。 

 

 

F-Q19.自分の国や出身地域の人たちが集まったり、SNS上で交流することはあります

か。（１つ選んでください） 

 

29.9 38.5 16.2 14.6 0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

よく交流することがある ときどき交流することがある ほとんど交流することはない 交流はしていない 無回答

 

○「ときどき交流することがある」が38.5％が最も多く、次いで「よく交流することが

ある」が29.9％となっており、合計すると68.4％の人が自分の国や出身地域の人たち

と交流をしていると回答しています。 
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３ 地域での暮らしについて 

F-Q20.豊中市に住んで、良いと感じることは何ですか。（いくつでも選んでください） 

 

64.9

35.7

31.5

16.0

15.4

13.8

11.2

3.6

2.6

0.6

67.5

44.0

46.9

45.7

38.9

22.6

31.3

16.8

9.6

19.5

13.7

9.4

6.3

1.7

2.2

47.1

32.7

48.5

55.1

22.8

0 10 20 30 40 50 60 70

電車やバスなどを使って、行きたい場所に行きやすい

自然環境が良い

犯罪が少なく安心

買い物がしやすい

周囲の人がやさしい

市役所のサービスが使いやすい

公共施設が多い（例：図書館・とよなか国際交流センターなど）

生活情報を手にいれやすい

相談できるところが多い

物価が安い

家賃が安い

文化活動・レジャーの機会が多い

その他

ない

無回答

(%)

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

 

○「電車やバスなどを使って、行きたい場所に行きやすい」が64.9％と最も多く、次い

で「自然環境が良い」が55.1％、「犯罪が少なく安心」が48.5％、「買い物がしやす

い」が47.1％、「周囲の人がやさしい」が35.7％、「市役所のサービスが使いやすい」

が32.7％、「公共施設が多い（例：図書館・とよなか国際交流センターなど）」が

31.5％などと続いています。 

○前回調査と比べると、「自然環境が良い」「市役所のサービスが使いやすい」「生活情報

を手にいれやすい」「相談できるところが多い」などで増加する結果となっています。 
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◆選択肢「その他」の記述内容 

・公園やハイキングコースへのアクセス。 

・きれいなまち、レンタサイクルへのアクセス。 

・大阪市内に近く、北へ向かう自然も身近に感じられる。 

・妻やその家族が住んでいる。 

・家から徒歩３分の豊中市に妻の妹が住んでいます。 

・職場まで徒歩10分 

・大学周辺 
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◆豊中市に住んで、良いと感じること（外国人市民 F-Q20、日本人市民 J-Q7） 

 

64.9

35.7

31.5

16.0

15.4

13.8

11.2

3.6

2.6

0.6

73.5

44.0

60.9

53.0

15.9

17.2

17.9

14.6

6.0

4.3

3.6

12.9

4.3

1.7

0.0

47.1

32.7

48.5

55.1

22.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

電車やバスなどを使って、行きたい場所に行きやすい

自然環境が良い

犯罪が少なく安心

買い物がしやすい

周囲の人がやさしい

市役所のサービスが使いやすい

公共施設が多い（例：図書館・とよなか国際交流センターなど）

生活情報を手にいれやすい

相談できるところが多い

物価が安い

家賃が安い

文化活動・レジャーの機会が多い

その他

ない

無回答

(%)

外国人市民(n=501)

日本人市民(n=302)

 

○外国人市民と日本人市民で比較すると、「周囲の人がやさしい」「市役所のサービスが

使いやすい」「公共施設が多い（例：図書館・とよなか国際交流センターなど）」「相談

できるところが多い」「物価が安い」「家賃が安い」などで外国人市民が多くなる結果

となっています。また、日本人市民では「電車やバスなどを使って、行きたい場所に

行きやすい」「犯罪が少なく安心」などで多くなっています。 
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F-Q21.困ったことなどがあったとき、あなたはだれ（どこ）に相談していますか。 

（いくつでも選んでください） 

 

52.9

17.6

12.0

8.0

7.8

5.6

3.6

2.4

2.8

2.2

0.8

48.6

50.7

27.9

19.2

17.8

3.4

7.0

11.1

6.5

2.9

7.2

4.1

4.8

4.3

3.1

24.4

13.4

35.1

38.3

9.8

0 10 20 30 40 50

日本にいる家族・親せき

日本人の友だち

出身国・地域にいる家族・親せき・友だち

職場の人

日本人ではない友だち

とよなか国際交流センター

同じ国や地域の人たちのコミュニティ

近くに住んでいる人

学校の先生

市の相談窓口

外国人をサポートするグループ

留学生センター

教会・お寺やモスク・宗教グループ

その他

だれ（どこ）にも相談はしない

無回答

(%)

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

 

○「日本にいる家族・親せき」が52.9％と最も多く、次いで「日本人の友だち」が

38.3％、「出身国・地域にいる家族・親せき・友だち」が35.1％、「職場の人」が

24.4％などと続いています。 

○前回調査と比べると、「日本人の友だち」が大きく減少し、「出身国・地域にいる家

族・親せき・友だち」「とよなか国際交流センター」「同じ国や地域の人たちのコミュ

ニティ」などで増加する結果となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・インターネットを検索する。(3)   ・インターネット・電話 

・大学多文化共生センター      ・家族   ・子ども   ・彼 

・本当に困ったことは一度もない。 
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F-Q22.ふだんの生活で、どんな情報が必要ですか。（いくつでも選んでください） 

 

56.1

34.1

32.3

26.5

25.5

21.8

20.6

17.0

16.2

1.6

4.8

1.2

37.3

34.4

28.6

25.5

24.5

17.3

26.0

20.2

25.2

26.2

18.8

16.8

10.3

1.7

7.7

7.9

36.7

33.1

43.1

47.1

27.1

0 10 20 30 40 50 60

税金・年金・保険のこと

仕事のこと

病院やくすりのこと

子育て・教育・学校のこと

火事や地震のときの対応

日本語の勉強のこと

病気や事故のときの連絡先

日本人との交流

ごみの出し方などの地域のルール

市役所のサービスの内容や手続きの方法

地域のイベント

新型コロナ対策に関わること

介護・福祉のこと

ボランティアや市民グループの紹介

その他

ない

無回答

(%)

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

 

○「税金・年金・保険のこと」が56.1％と最も多く、次いで「仕事のこと」が47.1％、

「病院やくすりのこと」が43.1％、「子育て・教育・学校のこと」が36.7％、「火事や

地震のときの対応」が34.1％、「日本語の勉強のこと」が33.1％、「病気や事故のとき

の連絡先」が32.3％などと続いています。 

○前回調査と比べると、ほとんどの項目で増加する結果となっていますが、「日本語の勉

強のこと」などは前回調査時から大きく増加するとともに順位も上昇する結果となっ

ています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・歯科、職場の健康診断などの英語対応スタッフ。 

・子どもの学校のこと。 
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F-Q23.どうやって、生活に必要な情報を手にいれていますか。 

(1)何から？ 

 

68.9

15.8

10.6

9.8

6.6

4.8

4.8

1.6

46.4

39.4

45.9

13.7

24.3

10.6

8.9

6.3

5.3

3.8

23.8

13.4

29.1

34.5

10.4

0 10 20 30 40 50 60 70

インターネット

市の広報紙「とよなか」

日本語のテレビ・ラジオ

豊中市のホームページ

日本語の新聞や雑誌

市役所にあるチラシ・パンフレット

豊中市のＳＮＳ

とよなか国際交流協会のホームページ

とよなか国際交流協会のＳＮＳ

日本語ではない言葉の新聞や雑誌

日本語ではない言葉のテレビ・ラジオ

その他

無回答

(%)

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

 

○「インターネット」が68.9％と最も多く、次いで「市の広報紙「とよなか」」が34.5％、

「日本語のテレビ・ラジオ」が29.1％、「豊中市のホームページ」が23.8％などと続い

ています。 

○前回調査と比べると、「日本語のテレビ・ラジオ」や「日本語の新聞や雑誌」が大きく

減少し、「インターネット」や「豊中市のホームページ」が大きく増加する結果となっ

ています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・家族より(3)          ・友人や同僚(2)   ・知り合い 

・豊中在住の日本人家族より   ・親友の口コミ    ・近所の掲示板 
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(2)だれ・どこから？ 

 

50.1

20.2

10.8

5.2

1.8

48.8

38.2

38.5

20.2

11.1

9.1

4.1

4.8

13.7

25.5

12.6

34.9

43.3

7.2

0 10 20 30 40 50

日本人の友だち

家族や一緒に住んでいる人、親せき

職場や学校

日本人ではない友だち

日本にいる同じ国・地域の人たちのコミュニティ

とよなか国際交流センターの相談窓口

市役所の相談窓口

外国人をサポートするグループ

その他

無回答

(%)

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

 

○「日本人の友だち」が50.1％と最も多く、次いで「家族や一緒に住んでいる人、親せ

き」が43.3％、「職場や学校」は34.9％などと続いています。 

○前回調査と比べると、「日本にいる同じ国・地域の人たちのコミュニティ」「日本人で

はない友だち」などが増加する結果となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・インターネット(3) 

・日本の医師から。 

・配布してくれているチラシと地域紙。 
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F-Q24.あなたや家族は、病気やけが、出産のとき、日本の病院に行ったことがありま

すか。（１つ選んでください） 

 

76.4

83.2

22.0

12.3 4.6

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

行ったことがある 行ったことはない 無回答
 

○「行ったことがある」が76.4％を占めています。 

○前回調査と比べると、「行ったことはない」が増加し２割を占める結果となっています。 

 

 

F-Q24-1.病院の医者や看護師が説明するとき、言葉がわかりましたか。（１つ選んで

ください）〔F-Q24 日本の病院に行ったことがある人が回答〕 

 

85.6 14.1 0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=383)

わかる わからない 無回答
 

○日本の病院に行ったことがある人に病院の医者や看護師が説明するとき、言葉がわか

ったか尋ねたところ、「わかる」が85.6％を占めています。 

 



36 

Q24-1-1.わからないときどのようにしますか。（いくつでも選んでください） 

〔F-Q24-1 病院での説明がわからなかった人が回答〕 

 

88.9 7.4 18.5 14.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=54)

日本語のできる家族・友だちに通訳してもらう お金を払って通訳を連れていく
通訳のいる病院へいく その他

無回答
 

○病院での説明がわからなかった人にそのときにどのようにしたか尋ねたところ、「日本

語のできる家族・友だちに通訳してもらう」が88.9％を占めており、次いで「通訳の

いる病院へいく」が18.5％となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・グーグル翻訳 

・インターネットを利用する。 

・担当医２人とも英語の知識は十分。 

・その人に意味を尋ねる。たいていは言い直されれば理解できる。 

・家族がいないときは、わかったふりをするしかない。 

・エイリアンズ・エクスチェンジには医療ボランティアがいて、病院に行きたいとき

に超助かった！」と感謝された。 

 

 

F-Q25.病院やくすりのことなどで困っていることがありますか。 

（１つ選んでください） 

 

22.4

36.8

76.2

47.6 15.6

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

困っていることがある 困っていることはない 無回答
 

○22.4％の人が病院やくすりのことなどで「困っている」と回答しています。 

○前回調査と比べると、「困っていることはない」が大きく増加する結果となっています。 
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F-Q25-1.困っていることは何ですか。（いくつでも選んでください） 

〔F-Q25 病院やくすりのことで困っている人が回答〕 

 

46.4

28.6

7.1

2.7

36.6

32.0

24.8

23.5

9.2

13.1

9.2

17.0

0.0

32.1

19.6

42.0

42.9

15.2

0 10 20 30 40 50

病気やけがを治せる病院がどこにあるかわからない

わかることばで書かれた病院やくすりなどの情報が少ない

自分や家族の話す言葉を使える病院がどこにあるかわからない

病気を治す方法が出身国・地域とちがうので不安

通訳をしてくれる人を見つけるのがむずかしい

薬局で売っているくすりの説明（飲み方など）がわからない

健康保険に入りたいが、保険料が高いから入れない

その他

無回答

(%)

今回調査(n=112)

前回調査(n=153)

 

○病院やくすりのことで困っている人に困っていることは何か尋ねたところ、「病気やけ

がを治せる病院がどこにあるかわからない」が46.4％と最も多く、次いで「わかるこ

とばで書かれた病院やくすりなどの情報が少ない」が42.9％、「自分や家族の話す言葉

を使える病院がどこにあるかわからない」が42.0％などと続いています。 

○前回調査と比べると、ほぼすべての項目で増加しており、特に「自分や家族の話す言

葉を使える病院がどこにあるかわからない」や「通訳をしてくれる人を見つけるのが

むずかしい」が大きく増加する結果となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・どこの病院、クリニックに行けばよいのか。かかりつけ医がわからない。 

・言葉の壁 

・ことばの配慮はなく、すべて口頭で専門的な情報を伝えてちゃんと理解しているか

どうかを確認しない。 

・通訳なしではみてもらえない。 

・コロナの関係で、普通の風邪を診てもらえないことが多い。 

・日本の医療システムがあまり良くない（対応できる時間など）。 

・予約しても待ち時間が長すぎる。 
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・文化の違いで普段ではないことを説明しても理解してもらえない。 

・医師は基本的な質問をすると、しばしば攻撃的になり、また血液検査で異常がなけ

れば私の心配をよそに、抗生物質を投与するだけで根本的な問題や今後の方針につ

いて議論することはない。 

・高い。また、健康保険が高すぎて払えないので、病院に行くのが怖い。しかも、ど

の医者にかかればいいのかわからない。 

・治療や検査をお願いする文化が違うので、無力感を感じることがある。 

・語学！？日本語をもっと早く覚えたい。問題は私。病院の人はみんな親切で助かる。

早く日本語を勉強したい。 

 

 

 

F-Q26.あなたは仕事をしていますか。（１つ選んでください） 

 

33.3

20.0

36.3

26.4

45.3

19.5

46.4

40.3

21.4

35.7

55.7

35.0

28.3

24.5

46.3

34.8

31.2

25.2

10.6

8.6

13.8

11.3

15.1

19.5

7.8

10.3

8.8

17.9

5.7

4.9

4.3

14.3

22.8

6.3

16.0

3.8

9.8

11.6

5.2

10.6

5.7

9.6

2.9

8.6

10.6

7.1

9.0

1.3

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

北東部(n=70)

北中部(n=80)

北西部(n=106)

中部(n=53)

中東部(n=41)

中西部(n=69)

南部(n=77)

前回調査(n=416)

豊中市内で働いている 他の市町村で働いている 仕事を探している

働いていないし、働く予定もない その他 無回答
 

○69.0％の人が就労しており、「豊中市内で働いている」という人は33.3％となっていま

す。 

○居住地域別にみると、「豊中市内で働いている」は中西部や中部、南部で、「他の市町

村で働いている」は北東部や中東部でそれぞれ多くみられます。 

○前回調査と比べると、就労している人が大きく増加しており、就労先も市内、市外共

に増加する結果となっています。 
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◆選択肢「その他」の記述内容 

・留学(3)       ・アルバイト(3)    ・パートタイム(2) 

・専業主婦(2)     ・学生(2)       ・働く予定がない。(2) 

・高齢(2)       ・外資系企業でのリモートワーク 

・日本企業ではない会社で働いている。    ・オンラインでの仕事 

・来年から働く予定。 ・豊中市だけでなく、大阪や兵庫県にも勤務している。 

・仕事がない、日本語が下手。   ・育児休業中 

・働いておらず、再就職先も探していないが、その後働く予定がある。 

・子どもが小さく幼稚園に入れないから働きたいけど働けない。 

・米国連邦政府を退職した。連邦政府の年金と米国の社会保障を受けており、バンガ

ードへの投資からの収入がある。 

・生活保護  ・年金生活  ・自宅  ・養生中  ・たまに仕事 

 

 

 

F-Q26-1.仕事のことで困っていることがありますか。（１つ選んでください） 

〔F-Q26 働いている人や仕事を探している人が回答〕 

 

20.8

37.6

78.2

50.6 11.8

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=399)

前回調査(n=237)

困っていることがある 困っていることはない 無回答
 

○働いている人や仕事を探している人に困っていることがあるか尋ねたところ、20.8％

の人が仕事のことで「困っている」と回答しています。 

○前回調査と比べると、「困っていることはない」が大きく増加する結果となっています。 
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F-Q26-1-1.困っていることは何ですか。（いくつでも選んでください） 

〔F-Q26-1 仕事のことで困っていることがある人が回答〕 

 

38.6

15.7

15.7

7.2

1.2

18.1

2.4

51.7

23.6

12.4

11.2

18.0

9.0

22.5

19.1

18.1

15.7

22.9

26.5

12.0

0 10 20 30 40 50

仕事のさがし方についての情報が少ない

使える言葉で相談できない

資格のとり方がわからない

日本人と給料や扱いがちがう

給料など働くときの約束が守られない

失業保険のしくみがわからない

職場の人とうまくいっていない

職場でのトラブルについて、どこに相談したらいいかわからない

契約書や仕事のルールがわからない

給与明細をもらえない

その他

無回答

(%)

今回調査(n=83)

前回調査(n=89)

 

○仕事のことで困っていることがある人に困っていることは何か尋ねたところ、「仕事の

さがし方についての情報が少ない」が38.6％と最も多く、次いで「使える言葉で相談

できない」が26.5％、「資格のとり方がわからない」が22.9％などと続いています。 

○前回調査と比べると、「仕事のさがし方についての情報が少ない」「職場でのトラブル

について、どこに相談したらいいかわからない」などで大きく減少する一方、「資格の

とり方がわからない」などで増加する結果となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・言葉の問題がある。 

・日本語レベル 

・自営したい。 

・聞き取れない時にパニックになりやすい。 

・定年制度がある。 

・同僚と有意義なつながりを築くのは難しい。 

・前の会社は有給の使用を許可しなかった。 
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F-Q27.あなたは、地震や台風などの災害がおきたときに、どこに逃げたらいいか（＝

ひなん場所）を知っていますか。（１つ選んでください） 

 

52.3

52.9

51.3

58.5

60.4

51.2

40.6

49.4

45.9

46.7

47.1

47.5

40.6

34.0

48.8

59.4

50.6

49.0

5.7

5.0

0.9

1.3

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

北東部(n=70)

北中部(n=80)

北西部(n=106)

中部(n=53)

中東部(n=41)

中西部(n=69)

南部(n=77)

前回調査(n=416)

知っている 知らない 無回答
 

○災害時の避難場所を「知っている」という人は52.3％となっています。 

○居住地域別にみると、中部や北西部で「知っている」、中西部で「知らない」という人

が多くみられます。 

○前回調査と比べると、「知っている」が増加する結果となっています。 

 

F-Q28.あなたは、ひなん場所を知るための、次のような役立つものがあることを知っ

ていますか。（いくつでも選んでください） 

 

51.3

3.0

1.6

22.0

21.6

23.6

32.1

0 10 20 30 40 50

ひなん場所をわかりやすくするための看板

豊中市のホームページ

災害の内容やひなん場所が書かれた本

防災訓練（地震や火事などがおきたときの練習）

その他

知らない

無回答

(%)

今回調査(n=501)

 

○「ひなん場所をわかりやすくするための看板」が51.3％と最も多く、次いで「豊中市

のホームページ」が32.1％、「災害の内容やひなん場所が書かれた本」が23.6％などと

続いています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・スマートフォンで避難所を探す。地震が来たらアラームを鳴らす。 



42 

F-Q29.あなたは、あなたが住んでいるまちの人たちと、つきあいがありますか。 

（１つ選んでください） 

 

57.9

48.6

62.5

61.3

58.5

56.1

59.4

54.5

66.1

40.9

51.4

36.3

37.7

35.8

43.9

40.6

44.2

29.8

5.7

4.1

1.3

0.9

1.3

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

北東部(n=70)

北中部(n=80)

北西部(n=106)

中部(n=53)

中東部(n=41)

中西部(n=69)

南部(n=77)

前回調査(n=416)

ある ない 無回答
 

○つきあいが「ある」という人が57.9％を占めています。居住地域別にみると、北東部

で「ない」という人が多くみられます。 

○前回調査と比べると、「ある」という人が減少する結果となっています。 

 

 

F-Q29-1.つきあいがあるのは、どんな人たちですか。（いくつでも選んでください） 

〔F-Q29 住んでいるまちの人とつきあいがある人が回答〕 

 

68.6

52.0

62.5

12.7

2.1

64.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

同じ言葉や文化をもつ人たち

同じ言葉や文化ではない人たち

無回答

(%)

今回調査(n=290)

前回調査(n=275)
 

○住んでいるまちの人とつきあいがある人に、つきあいがあるのはどんな人たちか尋ね

たところ、「同じ言葉や文化をもつ人たち」が68.6％、「同じ言葉や文化ではない人た

ち」が64.1％となっています。 

○前回調査と比べると、「同じ言葉や文化をもつ人たち」が増加する結果となっています。 
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F-Q29-2.つきあいがあるのは、どういうときですか。（いくつでも選んでください） 

〔F-Q29 住んでいるまちの人とつきあいがある人が回答〕 

 

73.8

22.8

2.4

67.6

50.9

18.5

27.3

11.3

11.6

7.3

1.5

27.9

16.2

28.6

55.2

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

家の近くに住んでいる人とのあいさつや会話などで

仕事や職場で

自分や家族が通っている学校の活動やイベントで

住んでいる地域の活動やイベントで

子育て中の親の集まりなどで

日本語教室や、外国人市民によるグループ活動などで

その他

無回答

(%)

今回調査(n=290)

前回調査(n=275)

 

○住んでいるまちの人とつきあいがある人に、つきあいがあるのはどういうときか尋ね

たところ、「家の近くに住んでいる人とのあいさつや会話などで」が73.8％と最も多く、

次いで「仕事や職場で」が55.2％、「自分や家族が通っている学校の活動やイベント

で」が28.6％などと続いています。 

○前回調査と比べると、「自分や家族が通っている学校の活動やイベントで」や「子育て

中の親の集まりなどで」などで大きく増加する結果となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・スーパーマーケットで。 

・レストラン 

・ママとも 

・挨拶だけ。 

・上記のどれでもない。 

・誰とも接する機会がない。誰も私に挨拶してくれたことはない。誰も私をイベント

や懇親会に招待してくれたことはない。 
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F-Q30.住んでいるまちの人とのつきあいで困っていることがありますか。 

（１つ選んでください） 

 

18.0

63.7

79.2

28.1 8.2

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

困っていることがある 困っていることはない 無回答
 

○地域での人づきあいで「困っていることがある」という人は18.0％となっています。 

○前回調査と比べると、「困っていることがある」という人は大きく減少する結果となっ

ています。 

 

F-Q30-1.困っていることは何ですか。（いくつでも選んでください） 

〔F-Q30 住んでいるまちの人とのつきあいで困っていることがある人が回答〕 

 

54.4

21.1

0.0

64.5

17.0

37.0

14.3

4.9

0.0

27.8

13.3

33.3

43.3

0 10 20 30 40 50 60 70

つきあう機会が少ない

言葉がわからず、仲良くなれない

忙しくて、つきあう時間がない

避けられている感じがする

生活のしかたや文化が違うことを、理解されにくい

その他

無回答

(%)

今回調査(n=90)

前回調査(n=265)

 

○住んでいるまちの人とのつきあいで困っていることがある人に困っていることは何か

尋ねたところ、「つきあう機会が少ない」が54.4％と最も多く、次いで「言葉がわから

ず、仲良くなれない」が43.3％、「忙しくて、つきあう時間がない」が33.3％などと続

いています。 

○前回調査と比べると、「言葉がわからず、仲良くなれない」が大きく増加する結果とな

っています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・マナーを守らない人が多い。 

・町内会に入りたいが、日本語が下手なので参加していない。 

・日本国籍の保証人がいないと家が借りられない。家賃滞納時のための保険に無理や

り加入されている。 
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・職場ですでに何人かの友人がいる。しかし、日本語がわからない人と話すことを避

ける傾向があるようだ。 

・「国へ帰れ！」「ここは日本だよ！」「死ね！」など人種差別的なコメントを路上でオ

ジチャンからたくさんもらう。何も言わないのに意地悪なコメントをされることも

ある。最近は少なくなったが、去年の冬はほぼ毎日。だから人と接するのも怖いし

外で人を見るのも怖い。 

・私が日本人に見えないからと、英語と日本語で怒鳴られる。私が流暢に話し、日本

語ではっきりと答えているにもかかわらず、日本語の文法が崩れていたり、「英語が

話せない」と言ったり、「私を心地よくさせる」ために間違った、あるいは崩れた英

語を使ったりするのだそうです。また、「どこから来たのか」「髪や目の色は自然か」

「いつ国を出るのか」「両親とその国籍」、そしてもちろん、多くの人が不適切な時

間私を見つめ、指差したりもします。 

・周りの男性が気持ち悪い。ストーカーされたことがある。 

・多文化の方の食文化（スパイス、ニンニク等の匂い）。 

 

 

F-Q31.あなたは、住んでいるまちの人たちと積極的に交流したいと思いますか。 

（１つ選んでください） 

 

68.5

65.7

73.8

67.9

66.0

73.2

75.4

57.1

74.0

27.5

34.3

23.8

30.2

22.6

22.0

18.8

37.7

9.6

11.3

4.9

5.8

5.2

16.3

1.9

2.5

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

北東部(n=70)

北中部(n=80)

北西部(n=106)

中部(n=53)

中東部(n=41)

中西部(n=69)

南部(n=77)

前回調査(n=416)

交流したい 交流したいとは思わない 無回答
 

○「交流したい」が68.5％を占めています。居住地域別にみると、中西部や北中部、中

東部で「交流したい」という人が多くみられます。 

○前回調査と比べると、「交流したいとは思わない」が大きく増加する結果となっていま

す。 
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◆交流をしたいかどうか（外国人市民 F-Q31、日本人市民 J-Q16） 

 

68.5

69.2

27.5

30.1 0.7

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

外国人市民(n=501)

日本人市民(n=302)

交流したい 交流したいとは思わない 無回答
 

○外国人市民と日本人市民を比較すると、ともに「交流したい」が７割弱を占めていま

すが、日本人市民では「交流したいと思わない」がやや多い結果となっています。 

 

 

F-Q31-1.どのような交流をしたいと思いますか。（いくつでも選んでください） 

〔F-Q31 住んでいるまちの人たちと交流したいという人が回答〕 

 

59.5

32.4

27.1

0.9

43.2

50.0

34.1

27.3

19.2

21.4

18.5

6.2

0.0

37.3

27.7

47.2

56.3

2.9

0 10 20 30 40 50 60

日本の文化や習慣を学びたい

友だちになりたい

住んでいるまちのイベントに一緒に参加したい

みんなが住みやすいまちになるように、一緒に考えたり活動したり
したい

一緒に、ボランティア活動をしたい

出身国・地域のことを紹介したい

家庭や子育てについての相談・話をしたい

その他

無回答

(%)

今回調査(n=343)

前回調査(n=308)

 

○住んでいるまちの人たちと交流したいという人にどのような交流をしたいと思うか尋

ねたところ、「日本の文化や習慣を学びたい」が59.5％と最も多く、次いで「友だちに

なりたい」が56.3％、「住んでいるまちのイベントに一緒に参加したい」が47.2％など

と続いています。 

○前回調査と比べると、ほぼすべての項目で増加する結果となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・私とコミュニケーションをとり、日本語の会話力を高めてくれる日本人の友だちを

見つけたい。 

・役に立つ、良き隣人になる。 

・交際相手や結婚相手を見つけるため。 
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◆どのような交流をしたいか（外国人市民 F-Q31-1、日本人市民 J-Q16-1） 

 

59.5

32.4

27.1

0.9

65.1

44.5

38.3

33.5

17.7

34.4

26.3

1.4

1.4

37.3

27.7

47.2

56.3

2.9

0 10 20 30 40 50 60 70

日本の文化や習慣を学びたい
(外国人市民から出身国・地域の文化や習慣を学びたい)

友だちになりたい

住んでいるまちのイベントに一緒に参加したい
(地域のイベント活動に一緒に参加したい)

みんなが住みやすいまちになるように、一緒に考えたり活動したり
したい

(住みよいまちづくりのための活動を一緒にしたい)

一緒に、ボランティア活動をしたい
(ボランティア活動を一緒にしたい)

出身国・地域のことを紹介したい
(外国人市民に日本の文化や習慣を紹介したい)

家庭や子育てについての相談・話をしたい
(家庭のことや子育てについての相談や情報交換をしたい)

その他

無回答

(%)

外国人市民(n=343)

日本人市民(n=209)

 

○外国人市民と日本人市民を比較すると、「友だちになりたい」や「ボランティア活動を

一緒にしたい」などでは外国人市民が多くなっています。 

○外国人市民の「日本の文化や習慣を学びたい」は59.5％であるのに対し、日本人市民

の「外国人市民に日本の文化や習慣を紹介したい」は34.4％と少なく、また、日本人

市民の「外国人市民から出身国・地域の文化や習慣を学びたい」が65.1％であるのに

対し、外国人市民の「出身国・地域のことを紹介したい」は27.7％にとどまる結果と

なっています。 
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F-Q32.次のうち、あなたがやってみたいものを選んでください。 

（いくつでも選んでください） 

 

39.7

25.0

6.2

3.6

21.4

25.2

30.0

27.2

21.4

9.9

3.8

21.6

12.0

27.1

13.0

34.7

35.9

19.8

0 10 20 30 40

外国人を支援する活動

住んでいるまちの人と一緒に、まちのために活動すること（そうじ、
おまつりなど）

通訳・翻訳などをして、困っている人を助けること

自分が先生になって、出身国・地域の文化、言葉、料理などを
紹介すること

学校などで、自分の国や地域についての授業や、交流活動を手
伝うこと

外国人市民の代表として、審議会など、市の会議の委員になる
こと

その他

ない

無回答

(%)

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

 

○「外国人を支援する活動」が39.7％と最も多く、次いで「住んでいるまちの人と一緒

に、まちのために活動すること（そうじ、おまつりなど）」が35.9％、「通訳・翻訳な

どをして、困っている人を助けること」が34.7％などと続いています。 

○前回調査と比べると、「外国人を支援する活動」や「住んでいるまちの人と一緒に、ま

ちのために活動すること（そうじ、おまつりなど）」などで大きく増加する結果となっ

ています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・大学などでの留学生の支援や交流の仕事。 

・英語レッスンの提供（私は教育学士号を持つ教師です） 

・商売 

・夫が持病があるので人と関わらず家でできることを探しています。 

・このようなアンケートを求められていること自体に違和感がある。 
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F-Q33.あなたは日本でのくらしで次のようなことがありますか。 

（いくつでも選んでください） 

 

20.4

11.0

8.8

4.4

3.6

2.0

5.4

37.3

4.4

11.5

13.9

20.4

6.5

8.9

8.7

12.7

9.9

3.1

4.8

6.7

32.2

12.7

11.6

9.0

12.6

18.2

7.0

0 10 20 30 40

文化や習慣のちがいを理解されない

外国人であることを理由に、家を買うことや借りることをことわられ
る

外国人市民の意見が、政治に生かされていない

同じ仕事をしているが日本人より賃金が低い

公の場で外国人に対するヘイトスピーチやヘイトデモが行われる

肌の色や服装、宗教、国籍などのちがいを理由にひどいことを言
われる

地域や職場で仲間はずれや無視されたりする

外国人であることを理由に、仕事につけない

年金や保険などで不利に扱われる

日本人のような名前（通名）を使うことを求められる

外国人であることを理由に、結婚をことわられる

その他

ない

無回答

(%)

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

 

○「ない」と無回答を除くと、回答者の58.3％が何らかのことがあったと答えており、

内容別には「文化や習慣のちがいを理解されない」が20.4％と最も多く、次いで「外

国人であることを理由に、家を買うことや借りることをことわられる」が18.2％、「外

国人市民の意見が、政治に生かされていない」が12.6％などと続いています。 

○前回調査と比べると、「外国人市民の意見が、政治に生かされていない」や「外国人で

あることを理由に、仕事につけない」などが減少する一方、「文化や習慣のちがいを理

解されない」「外国人であることを理由に、家を買うことや借りることをことわられ

る」「同じ仕事をしているが日本人より賃金が低い」などで増加する結果となっていま

す。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・クレジットカードを作れない。 
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・外国人であるため、仕事がない。ビザの変更にお金を払うのは高すぎる。 

・外国人向けアルバイトに関する情報がない。 

・住宅契約時の差別や、生活中に発生した問題に対する管理会社の対応不備。 

・選挙権がない。税金は払っているのに。 

・手続き等…日本の方より手間が多い。 

・外国人は身分が低い。 

・若いためか、お店とかでタメ口で話されることがあります。 

 

◆日本社会での生活のしづらさ（外国人市民 F-Q33、日本人市民 J-Q21-1） 

 

20.4

11.0

8.8

4.4

3.6

2.0

5.4

37.3

4.4

76.0

35.5

28.0

44.5

22.5

35.0

17.0

33.0

17.0

4.5

16.5

1.5

1.5

0.0

11.6

9.0

12.6

18.2

7.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

文化や習慣のちがいを理解されない

外国人であることを理由に、家を買うことや借りることをことわられ
る

外国人市民の意見が、政治に生かされていない

同じ仕事をしているが日本人より賃金が低い

公の場で外国人に対するヘイトスピーチやヘイトデモが行われる

肌の色や服装、宗教、国籍などのちがいを理由にひどいことを言
われる

地域や職場で仲間はずれや無視されたりする

外国人であることを理由に、仕事につけない

年金や保険などで不利に扱われる

日本人のような名前（通名）を使うことを求められる

外国人であることを理由に、結婚をことわられる

その他

ない

無回答

(%)

外国人市民(n=501)

日本人市民(n=200)

 

○外国人市民と日本人市民（日本人市民では前の設問で「外国人には、日本社会での生

活のしづらさがあるか」を問い、あると思う人だけが回答）を比較すると、全体的に

日本人市民の方が非常に多くなる結果となっていますが、「文化や習慣のちがいを理解

されない」「同じ仕事をしているが日本人より賃金が低い」「肌の色や服装、宗教、国

籍などのちがいを理由にひどいことを言われる」「外国人であることを理由に、仕事に

つけない」などで特に乖離が大きくなっています。 
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F-Q34.豊中市は、外国人市民にとって住みよいまちだと思いますか。 

（１つ選んでください） 

 

56.5

52.9

56.3

66.0

60.4

43.9

55.1

51.9

38.0

29.7

37.1

28.8

25.5

26.4

39.0

29.0

28.6

30.8

5.0

20.2

8.8

3.8

3.8

17.1

11.6

16.9

7.5

6.3

1.3

1.4

2.8

1.9

2.0

2.9

1.3

1.9

1.3

1.4

1.0

1.9

8.6

9.4

2.9

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

北東部(n=70)

北中部(n=80)

北西部(n=106)

中部(n=53)

中東部(n=41)

中西部(n=69)

南部(n=77)

前回調査(n=416)

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そう思わない わからない 無回答

 

○「そう思う」が56.5％を占めており、「そう思う」と「どちらかというとそう思う」を

合計すると、86.2％の人が住みよいまちだと回答しています。 

○居住地域別にみると、「そう思う」は北西部や中部で、「どちらかというとそう思う」

は中東部や北東部でそれぞれ多くみられます。 

○前回調査と比べると、「そう思う」が大きく増加する結果となっています。 

 

◆豊中市は、外国人市民にとって住みよいまちか 

（外国人市民 F-Q34、日本人市民 J-Q20） 

 

56.5

7.6

29.7

40.4 9.9

2.0

1.7

1.0

40.1

9.4

0.3

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

外国人市民(n=501)

日本人市民(n=302)

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そう思わない わからない 無回答

 

○外国人市民と日本人市民を比較すると、外国人市民では「そう思う」と「どちらかと

いうとそう思う」が86.2％、日本人市民では「そう思う」と「どちらかというとそう

思う」が48.0％という結果となっています。 
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４ 市のサービスについて 

F-Q35.豊中市で、外国人市民が使えるサービスのなかで、あなたや家族が使ったこと

があるものは何ですか。（いくつでも選んでください） 

 

62.7

24.2

16.4

5.8

5.4

7.8

25.7

32.5

25.5

23.6

14.7

11.3

10.6

26.1

21.6

35.1

62.7

11.4

0 10 20 30 40 50 60

マイナンバーカードをもらう

予防接種をうける

国民健康保険によるサービスをうける

市民健康診査をうける

母子健康手帳をもらう

乳幼児健診をうける

こども園などに入る

生活保護をうける

市営住宅にすむ

介護保険によるサービスをうける

無回答

(%)

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

 

○「マイナンバーカードをもらう」「予防接種をうける」がともに62.7％と最も多く、

「国民健康保険によるサービスをうける」が35.1％、「市民健康診査をうける」が

26.1％、「母子健康手帳をもらう」が24.2％、「乳幼児健診をうける」が21.6％などと

続いています。 

○前回調査と比べると、「予防接種をうける」が大きく増加する結果となっています。 
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F-Q35-1.外国人市民が使えるサービスを使ったことがない人はその理由を答えてくだ

さい。（いくつでも選んでください） 

〔F-Q35 いずれのサービスも利用経験のない人が回答〕 

(1)マイナンバーカードをもらう 

 

18.2

25.1

18.7

39.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

知らなかったから

必要なかったから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=187)

 

○「必要なかったから」が25.1％、「知らなかったから」が18.2％となっています。 

 

(2)母子健康手帳をもらう 

 

9.2
9.3

85.8

4.9

0.0

49.7

11.3

31.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

知らなかったから

必要なかったから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=380)

前回調査(n=183)

 

○「必要なかったから」が49.7％、「知らなかったから」が9.2％となっています。 

○前回調査と比べると、「必要なかったから」が大きく減少する結果となっています。 

 

(3)乳幼児健診をうける 

 

9.7

47.1

11.5

33.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

知らなかったから

必要なかったから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=393)

 

○「必要なかったから」が47.1％、「知らなかったから」が9.7％となっています。 
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(4)予防接種をうける 

 

18.2
28.4

64.5

7.1

0.0

23.5

15.0

43.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

知らなかったから

必要なかったから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=187)

前回調査(n=183)

 

○「必要なかったから」が23.5％、「知らなかったから」が18.2％となっています。 

○前回調査と比べると、「必要なかったから」「知らなかったから」ともに大きく減少す

る結果となっています。 

 

(5)こども園などに入る 

 

10.2
9.3

87.9

2.8

0.0

51.8

13.9

25.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

知らなかったから

必要なかったから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=361)

前回調査(n=214)

 

○「必要なかったから」が51.8％、「知らなかったから」が10.2％となっています。 

○前回調査と比べると、「必要なかったから」が大きく減少する結果となっています。 

 

(6)市民健康診査をうける 

 

29.5
36.1

54.1

9.8

0.0

24.1

14.9

32.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

知らなかったから

必要なかったから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=370)

前回調査(n=194)

 

○「知らなかったから」が29.5％、「必要なかったから」が24.1％となっています。 

○前回調査と比べると、「必要なかったから」が大きく減少する結果となっています。 
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(7)国民健康保険によるサービスをうける 

 

24.9
24.7

63.3

12.0

0.0

25.5

15.1

34.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

知らなかったから

必要なかったから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=325)

前回調査(n=158)

 

○「必要なかったから」が25.5％、「知らなかったから」が24.9％となっています。 

○前回調査と比べると、「必要なかったから」が大きく減少する結果となっています。 

 

(8)介護保険によるサービスをうける 

 

19.2

41.4

10.3

29.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

知らなかったから

必要なかったから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=474)

 

○「必要なかったから」が41.4％、「知らなかったから」が19.2％となっています。 

 

(9)市営住宅にすむ 

 

21.0
20.5

71.6

7.9

0.0

40.7

11.0

28.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

知らなかったから

必要なかったから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=472)

前回調査(n=229)

 

○「必要なかったから」が40.7％、「知らなかったから」が21.0％となっています。 

○前回調査と比べると、「必要なかったから」が大きく減少する結果となっています。 
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(10)生活保護をうける 

 

21.2
20.9

75.3

3.8

0.0

41.2

8.1

30.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

知らなかったから

必要なかったから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=444)

前回調査(n=235)

 

○「必要なかったから」が41.2％、「知らなかったから」が21.2％となっています。 

○前回調査と比べると、「必要なかったから」が大きく減少する結果となっています。 

 

 

 

F-Q36.あなたや家族は、豊中市が提供している日本語ではない言葉で書かれた資料

（本やパンフレットなど）のうち、使ったことがあるものは何ですか。（いくつでも

選んでください） 

 

47.1

38.0

35.6

26.9

26.9

34.9

0 10 20 30 40 50

ごみの分け方・出し方早わかりガイド

生活情報冊子「とよなか生活ガイドブック」

広報紙「とよなかし からの おしらせ」

無回答

(%)

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

 

○「ごみの分け方・出し方早わかりガイド」が47.1％と最も多く、次いで「生活情報冊

子「とよなか生活ガイドブック」が34.9％、「広報紙「とよなかし からの おしら

せ」」が26.9％となっています。 

 



57 

F-Q36-1.日本語ではない言葉で書かれた資料を使ったことがある人は、その情報は役

に立ちましたか。（１つ選んでください） 

〔F-Q36 日本語ではない言葉で書かれた資料を使ったことがある人が回答〕 

(1)生活情報冊子「とよなか生活ガイドブック」 

 

89.1

93.0

6.9

6.9

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=175)

前回調査(n=158)

役に立った 役に立たなかった 無回答
 

○「役に立った」が89.1％を占めています。 

○前回調査と比べると、「役に立った」がやや減少する結果となっています。 

 

(2)広報紙「とよなかし からの おしらせ」 

 

83.0

86.5

8.9

13.5

8.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=135)

前回調査(n=148)

役に立った 役に立たなかった 無回答
 

○「役に立った」が83.0％を占めています。 

○前回調査と比べると、「役に立った」が減少する結果となっています。 

 

(3)ごみの分け方・出し方早わかりガイド 

 

92.4 3.8 3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=236)

役に立った 役に立たなかった 無回答
 

○「役に立った」が92.4％を占めています。 
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F-Q36-2.日本語ではない言葉で書かれた資料を使ったことがない人は、なぜ使ったこ

とがないのか、理由を教えてください。（いくつでも選んでください） 

〔F-Q36 日本語ではない言葉で書かれた資料を使ったことがない人が回答〕 

(1)生活情報冊子「とよなか生活ガイドブック」 

 

24.2
38.5

51.3

10.2

0.0

18.1

9.8

48.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

知らなかったから

必要なかったから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=326)

前回調査(n=187)
 

○「知らなかったから」が24.2％、「必要なかったから」が18.1％となっています。 

○前回調査と比べると、「知らなかったから」「必要なかったから」ともに大きく減少す

る結果となっています。 

 

(2)広報紙「とよなかし からの おしらせ」 

 

27.9
43.8

45.8

10.4

0.0

17.8

11.7

43.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

知らなかったから

必要なかったから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=366)

前回調査(n=201)

 

○「知らなかったから」が27.9％、「必要なかったから」が17.8％となっています。 

○前回調査と比べると、「知らなかったから」「必要なかったから」ともに大きく減少す

る結果となっています。 

 

(3)ごみの分け方・出し方早わかりガイド 

 

10.9

19.2

9.8

60.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

知らなかったから

必要なかったから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=265)

 

○「必要なかったから」が19.2％「知らなかったから」が10.9％となっています。 
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F-Q37.あなたが豊中市役所へ行ったときに、困ったことがありますか。 

（１つ選んでください） 

 

14.8

41.1

83.0

44.7 14.2

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

前回調査(n=416)

困ったことがある 困ったことはない 無回答
 

○「困ったことがある」という人が14.8％となっています。 

○前回調査と比べると、「困ったことはない」という人が大きく増加する結果となってい

ます。 
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F-Q37-1.困ったことは何ですか。（いくつでも選んでください） 

〔F-Q37 市役所へ行って困ったことがある人が回答〕 

 

47.3

24.3

21.6

16.2

10.8

6.8

12.2

2.7

32.7

14.6

21.6

15.2

8.8

31.6

17.5

21.6

8.8

12.9

12.9

8.8

0.0

27.0

24.3

28.4

37.8

20.3

0 10 20 30 40 50

どの窓口に行けばいいかわからない

自分が使える言葉の通訳がいない

手続きのしかたがわからない

自分が使える言葉で書かれた書類がない

通訳が少ない

窓口が開いている時間に行けない

自分が使える言葉の資料（パンフレットや本など）が少ない

手続きが１回で終わらない

ホームページに、自分が使える言葉の情報が少ない

市役所で何ができるかわからない

窓口の人が親切ではない

その他

無回答

(%)

今回調査(n=74)

前回調査(n=171)

 

○市役所へ行って困ったことがある人に困ったことは何か尋ねたところ、「どの窓口に行

けばいいかわからない」が47.3％、次いで「自分が使える言葉の通訳がいない」が

37.8％、「手続きのしかたがわからない」が28.4％、「自分が使える言葉で書かれた書

類がない」が27.0％、「通訳が少ない」と「窓口が開いている時間に行けない」がとも

に24.3％などと続いています。 

○前回調査と比べると、ほとんどの項目で増加していますが、「自分が使える言葉の通訳

がいない」「自分が使える言葉で書かれた書類がない」「通訳が少ない」などで大きく

増加する結果となっています。一方、「窓口が開いている時間に行けない」「窓口の人

が親切ではない」などで減少しています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・待ち時間がとても長い。  ・アクセスしにくい。 

・あるとき、問題を解決するために30分ほど待ったが、解決できなかった（コンピュ

ーターの調子が悪かったのだろう）。長い時間待たされたあげく、「家に帰れば郵送
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してくれる」と言われたのは悔しかった。また、書類には何が必要なのかが書かれ

ていないことが多いのですが、誰かが必ず答えを教えてくれます。 

・翻訳サービスもありません。少しでも日本語が話せると、書類を押しつけられ、サ

インする場所を指さされるだけです。私は日本語をたくさん話せますが、市役所で

の手続きは特殊な語彙を使うので、状況が違います。通訳がいればよかったのにと

思います。そういう選択肢もあるんですね。失業対策課では、ある職員が非常に無

礼で、学術的な言葉ではなく、簡単な日本語を思い浮かべることができない。例え

ば、「採用通知への回答」。私は自分の端末でその言葉を翻訳したのですが、彼がも

っと簡単な言葉を使うことができたことにショックを受けました。そこで、今後は

"answer"や"did you say yes or no?"といった単語を使うことを提案しました。と

ても簡単なことなのに、彼はオープンマインドになれなかったのです。 

※豊中市には失業対策課はありませんが、掲載させていただきました。 

 

 

F-Q38.あなたは、豊中駅前にある「とよなか国際交流センター」に行ったり、サービ

スを使ったことがありますか。（１つ選んでください） 

 

27.5

12.9

38.8

33.0

24.5

31.7

31.9

15.6

26.5

37.1

27.5

27.4

18.9

26.8

18.8

27.3

43.3

50.0

31.3

38.7

49.1

41.5

47.8

50.6

7.5

6.5

1.4

0.9

2.5

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

北東部(n=70)

北中部(n=80)

北西部(n=106)

中部(n=53)

中東部(n=41)

中西部(n=69)

南部(n=77)

センターへ行ったり、センターの事業に参加したり、サービスを使ったことがある

センターのことは知っているが、特にかかわりはない

知らない

無回答
 

○「知らない」が43.3％と最も多く、次いで「センターへ行ったり、センターの事業に

参加したり、サービスを使ったことがある」が27.5％、「センターのことは知っている

が、特にかかわりはない」が26.5％となっています。 

○居住地域別にみると、「センターへ行ったり、センターの事業に参加したり、サービス

を使ったことがある」という人は北中部で、「センターのことは知っているが、特にか

かわりはない」という人は北東部でそれぞれ多くみられます。 
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F-Q38-1.「とよなか国際交流センター」のサービスで参加したり、使ったりしたいも

のは何ですか。（いくつでも選んでください） 

〔F-Q38 「とよなか国際交流センター」を知っている人が回答〕 

 

41.7

19.9

18.1

10.7

22.5

18.8

29.9

37.6

9.2

0 10 20 30 40

にほんごの教室

相談サービス

その他のイベント（国流フェスタなど）

外国人向けのセミナーなどのイベント（確定申告、シニア世代の暮
らし方など）

イベントの案内やおしらせ

外国にルーツをもつ子どもの活動(サンプレイス、母語教室など)

センターにおいてある新聞、雑誌、パンフレットなど

その他

無回答

(%)

今回調査(n=271)

 

○「とよなか国際交流センター」を知っている人にセンターのサービスで参加したり、

使ったりしたいものは何か尋ねたところ、「にほんごの教室」が41.7％と最も多く、次

いで「相談サービス」が37.6％、「その他のイベント（国流フェスタなど）」が29.9％

などと続いています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・子どもの日本語教室   ・夏季学校   ・COVIDワクチン接種 

 

 

F-Q38-1-1.「とよなか国際交流センター」のサービスで利用を希望しない理由を教え

てください。（いくつでも選んでください） 

〔F-Q38-1 いずれのサービスも利用希望しない人が回答〕 

(1)にほんごの教室 

 

13.9

37.3

19.0

30.4

0 10 20 30 40 50 60

内容がわからないから

興味がないから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=158)

 

○「興味がないから」が30.4％、「内容がわからないから」が13.9％となっています。 
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◆選択肢「その他」の記述内容 

・参加する時間がないから。(8)  ・日本語教室の情報がわからない。(7) 

・必要がないから。(7)   ・日常生活に困っていない。(5) 

・家から遠いから。(4)   ・日本で生まれ育ったから。(4) 

・オンラインクラスに参加する。(2) ・自宅で勉強(2) 

・すでに職場で授業を受けている 。 ・Koraboで日本語を学ぶ。 

・初級クラスはレベルが低すぎる 。 ・駐車場がないため。 

・吹田市で日本語教室をしている 。 ・日本語が下手 

・交流センターで何の活動があるのかわからない。 ・利用しない。 

 

(2)相談サービス 

 

31.4

27.8

16.0

26.0

0 10 20 30 40 50 60

内容がわからないから

興味がないから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=169)

 

○「内容がわからないから」が31.4％、「興味がないから」が26.0％となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・必要ないから。(13)   ・知らなかったから。(4) 

・相談する相手がいる。(2)  ・家から遠いから。(2) 

・日本語が下手なので。   ・必要な時に相談する。 

・自分で必要なサービスを探すことができる。 

・家族は日本語が話せるので、特に不自由はない。 

・忙しくてなかなか行けない。 

 

(3)外国にルーツをもつ子どもの活動 

 

17.7

37.3

17.3

28.2

0 10 20 30 40 50 60

内容がわからないから

興味がないから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=220)

 

○「興味がないから」が28.2％、「内容がわからないから」が17.7％となっています。 
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◆選択肢「その他」の記述内容 

・子どもはいない。(9)  ・知らなかったから。(6) 

・必要がないから。(5)  ・家から遠いから。(3) 

・忙しくて時間がないから。(3) 

・できるだけ普通の日本人の子どものように育てたい。(2) 

・子どもが母国語でオンライン学習に参加できる年齢になったから。 

・日本で生まれ育ったので、逆に自分の国籍の方に興味がない。 

・子どもらがあまり興味がない。 ・妻が活動している。 

・娘と妻は日本語を話したり書いたりする。 

・孫が勉強を始めたり保育園に入ったら活動にも参加したい。 

・カンビットゲームを行う。 ・チャットルーム ・市外に知り合いがいる。 

 

(4)外国人向けのセミナーなどのイベント 

 

28.6

33.3

17.6

21.4

0 10 20 30 40 50 60

内容がわからないから

興味がないから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=210)

 

○「内容がわからないから」が28.6％、「興味がないから」が21.4％となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・忙しくて時間がないから。(8)  ・必要がないから。(8) 

・知らなかったから。(7)  ・家から遠いから。(4) 

・参加している。(2)   ・いずれは必ず行くつもり。 

・人見知り    ・自分で調べるのが好き。 

・必要な時だけ。   ・あまり気にしない。 

・COVID-19の影響でグループでの集まりは避けている。 

・コラボセンターで提供するサービス。 

 

(5)その他のイベント 

 

25.8

41.1

15.8

18.4

0 10 20 30 40 50 60

内容がわからないから

興味がないから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=190)

 

○「内容がわからないから」が25.8％、「興味がないから」が18.4％となっています。 
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◆選択肢「その他」の記述内容 

・忙しくて時間がないから。(9)  ・知らなかったから。(6) 

・必要がないから。(5)   ・家から遠いから。(4) 

・千里中央から遠い。   ・機会はない。 

・お祭りに参加できたら嬉しい。とても興味がある。 

 

(6)イベントの案内やおしらせ 

 

27.2

36.9

17.5

19.4

0 10 20 30 40 50 60

内容がわからないから

興味がないから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=217)

 

○「内容がわからないから」が27.2％、「興味がないから」が19.4％となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・忙しくて時間がないから。(7)  ・知らなかったから。(5) 

・必要がないから。(5)   ・家から遠いから。(4) 

・子どもの学校からもらうから。  ・インターネットで見ることができるから。 

・行かない。    ・別にいらない。 

・もらったことがない。   ・外国人活動 

・通りすがりの看板で常にイベントをチェック。 

 

(7)センターにおいてある新聞、雑誌、パンフレットなど 

 

24.8

36.5

14.4

25.2

0 10 20 30 40 50 60

内容がわからないから

興味がないから

その他

無回答

(%)

今回調査(n=222)

 

○「興味がないから」が25.2％、「内容がわからないから」が24.8％となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・知らなかったから。(6)  ・必要がないから。(4) 

・家から遠いから。(4)   ・忙しくて時間がないから。(3) 

・日本語が下手なので。(2)  ・インターネットで見ることができるから。(2) 

・他から日本語の情報を得られるから。 ・豊中市の広報が自宅に届く。 

・センターに行ったことがないから。 ・ふだんは行かない。 



66 

５ 子育て・教育・学校について 

F-Q39.あなたは一緒に住んでいる家族に18歳までの子どもがいますか。 

（１つ選んでください） 

 

22.2

35.7

27.5

17.0

13.2

17.1

21.7

22.1

14.2

13.8

4.3

23.8

14.2

11.3

14.6

18.8

5.2

8.7

3.6

4.7

3.8

4.3

6.5

2.9

53.9

57.1

37.5

59.4

62.3

63.4

47.8

57.1

73.8

8.8

4.7

9.4

7.2

7.8

2.5

2.4

1.3

0.5

1.4

0.4

2.4

1.4

6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=501)

北東部(n=70)

北中部(n=80)

北西部(n=106)

中部(n=53)

中東部(n=41)

中西部(n=69)

南部(n=77)

前回調査(n=416)

１人いる ２人いる ３人いる ４人以上いる 子どもはいない 無回答
 

○18歳までの子どもがいる人は40.0％で、「１人いる」が22.2％、「２人いる」が13.8％

などとなっています。 

○居住地域別にみると、子どもがいる人が多い地域は、北中部（53.8％）や中西部

（44.8％）、少ない地域は中部（28.3％）などとなっています。 

○前回調査と比べると、18歳までの「子どもはいない」が大きく減少し、子どものいる

家庭が増加する結果となっています。 
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F-Q39-1.子ども（２人以上いる場合は一番上の子ども）について、それぞれあてはま

るものを１つ選んでください。 

〔F-Q39 一緒に住んでいる家族に18歳までの子どもがいる人が回答〕 

(1)何歳ですか 

■１人目の子ども 

 

30.5

30.3

37.5

33.0

30.5

36.7

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=200)

前回調査(n=109)

０歳から５歳 ６歳から11歳 12歳から18歳 無回答

 

■２人目の子ども 

 

43.8

38.0

39.3

20.0

16.9

42.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=89)

前回調査(n=50)

０歳から５歳 ６歳から11歳 12歳から18歳 無回答

 

■３人目の子ども 

 

45.0

50.0

15.0

7.1

40.0

42.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=20)

前回調査(n=14)

０歳から５歳 ６歳から11歳 12歳から18歳 無回答

 
※４人目の子どもは２件のみのため割愛 

○１番上の子どもの年齢については、各年代ほぼ均等になっています。２人以上子ども

がいる家庭でも概ね11歳以下の年齢が７割ほどを占めています。 

○前回調査と比べると、上から２番目の子どもで、「０歳から５歳」「６歳から11歳」の

占める割合が増加し、若年化の傾向がうかがえます。 
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(2)今どこへ通っていますか 

■１人目の子ども 

 

16.5

22.9

61.0

40.4

6.0 11.0

13.8 11.911.0

3.5 2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=200)

前回調査(n=109)

こども園等 日本の学校 民族系・国際系の学校 その他の学校 どこにも通っていない 無回答

 

■２人目の子ども 

 

29.2

12.0

47.2

40.0

15.7

26.0 14.0

3.4

2.2

8.0

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=89)

前回調査(n=50)

こども園等 日本の学校 民族系・国際系の学校 その他の学校 どこにも通っていない 無回答

 

■３人目の子ども 

 

30.0

21.4

35.0

35.7

5.0 25.0

28.6 14.3

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=20)

前回調査(n=14)

こども園等 日本の学校 民族系・国際系の学校 その他の学校 どこにも通っていない 無回答

 
※４人目の子どもは２件のみのため割愛 

○１番上の子どもの通い先については、「日本の学校」が61.0％と最も多く、次いで「こ

ども園等」が16.5％、「どこにも通っていない」が11.0％などとなっています。上から

２番目以降の子どもについても概ね傾向は変わりません。 

○前回調査と比べると、「日本の学校」の占める割合が増加しており、上から２番目の子

どもでは「こども園等」が大きく増加する結果となっています。 
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(3)子どもは日本語ができますか 

■１人目の子ども 

 

67.5

72.5

13.0

10.1

14.0

6.410.1
0.9

3.5
2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=200)

前回調査(n=109)

できる 少しできる ほとんどできない どのくらいできるかわからない 無回答

 

■２人目の子ども 

 

58.4

74.0

14.6 22.5

8.0
2.0

16.0

3.4
1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=89)

前回調査(n=50)

できる 少しできる ほとんどできない どのくらいできるかわからない 無回答

 

■３人目の子ども 

 

60.0

50.0

10.0 25.0

21.428.6

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=20)

前回調査(n=14)

できる 少しできる ほとんどできない どのくらいできるかわからない 無回答

 
※４人目の子どもは２件のみのため割愛 

○１番上の子どもが日本語ができるかについては、「できる」が67.5％と最も多く、次い

で「ほとんどできない」が14.0％、「少しできる」が13.0％などとなっています。上か

ら２番目以降の子どもについては「ほとんどできない」の占める割合が多くなってい

ます。 

○前回調査と比べると、日本語ができる割合が減少しており、上から２番目の子どもで

は「できる」が大きく減少する結果となっています。 
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(4)子どもは母語ができますか 

■１人目の子ども 

 

45.5 27.0 19.5 5.5 2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=200)

できる 少しできる ほとんどできない どのくらいできるかわからない 無回答

 

■２人目の子ども 

 

44.9 24.7 25.8 4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=89)

できる 少しできる ほとんどできない どのくらいできるかわからない 無回答

 

■３人目の子ども 

 

40.0 20.0 30.0 10.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=20)

できる 少しできる ほとんどできない どのくらいできるかわからない 無回答

 

※４人目の子どもは２件のみのため割愛 

○１番上の子どもが母語ができるかについては、「できる」が45.5％と最も多く、次いで

「少しできる」が27.0％、「ほとんどできない」が19.5％などとなっています。上から

２番目以降の子どもについても概ね傾向は変わりません。 

 

 

F-Q39-5.子ども自身が学校のことで何か困っていることはありますか。（１つ選んで

ください）〔F-Q39 一緒に住んでいる家族に18歳までの子どもがいる人が回答〕 

 

17.0

16.1

69.5

57.1

11.5

26.8

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=200)

前回調査(n=112)

困ったことがある 困ったことはない わからない 無回答

 

○家族に18歳までの子どもがいる人に尋ねたところ、17.0％の子どもが学校のことで

「困ったことがある」と回答しています。 

○前回調査と比べると、「困ったことはない」が増加する結果となっています。 
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F-Q39-5-1.子ども自身が困っていることは何ですか。（いくつでも選んでください） 

〔F-Q39-5 子ども自身が学校のことで困っていることがある人が回答〕 

 

44.1

5.9

5.9

2.9

17.6

5.9

44.4

38.9

22.2

5.6

22.2

5.6

22.2

22.2

0.0

8.8

5.9

11.8

38.2

5.9

0 10 20 30 40 50

先生と言葉が通じない（うまくコミュニケーションがとれない）

日本語があまりできないので、授業がわからない

言葉や文化の違いを理解してもらえない

宗教上の理由や生活のしかたがちがうから、給食で食べられない
ものがある

外国にルーツがあることを言えない

学校に行きたくない

いじめられる（仲間はずれにされる）

学校に行きたいが、入学できる学校がない

勉強のしかたが出身国・地域とちがうので、授業についていけない

その他

無回答

(%)

今回調査(n=34)

前回調査(n=18)

 

○子ども自身が学校のことで困っていることがある人に子ども自身が困っていることは

何か尋ねたところ、「先生と言葉が通じない（うまくコミュニケーションがとれな

い）」が44.1％と最も多く、次いで「日本語があまりできないので、授業がわからな

い」が38.2％、「言葉や文化の違いを理解してもらえない」が11.8％などと続いていま

す。 

○前回調査と比べると、「宗教上の理由や生活のしかたがちがうから、給食で食べられな

いものがある」「いじめられる（仲間はずれにされる）」「勉強のしかたが出身国・地域

とちがうので、授業についていけない」などで大きく減少する結果となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・先生が特別視する。 

・日本人と同じ宿題をやらないと成績表をもらえない。 

・まだ子どもたちに慣れていないため少し難しい。 

・自閉症の疑いあり。 
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F-Q40.あなたは、子どもの次の進路について、どのように考えていますか。 

（いくつでも選んでください） 

 

66.0

13.0

1.5

2.0

53.6

13.4

12.5

7.1

2.7

2.7

16.1

15.5

9.0

17.0

21.5

2.5

0 10 20 30 40 50 60 70

日本の教育を大学まで受けさせたい

日本の教育を高校まで受けさせたい

日本の教育を中学まで受けさせたい

外国人学校やインターナショナルスクール（国際学校）などに行か
せたい

まだわからない

出身国・地域の教育を受けさせたい

進学させないで、働かせたい

その他

無回答

(%)

今回調査(n=200)

前回調査(n=112)

 

○「日本の教育を大学まで受けさせたい」が66.0％と最も多く、次いで「日本の教育を

高校まで受けさせたい」が21.5％、「日本の教育を中学まで受けさせたい」が17.0％な

どと続いています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・自分（子ども）が決定 
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F-Q41.子育てや教育・学校のことで、困る（困った）こと、心配する（心配した）こ

とがありますか。（１つ選んでください） 

 

43.0

61.2

54.5

25.6 13.2

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=200)

前回調査(n=121)

ある ない 無回答
 

○43.0％の人が子育てや教育・学校のことで困りごとが「ある」と回答しています。 

○前回調査と比べると、「ない」が大きく増加する結果となっています。 

 

 

F-Q41-1.困ったことや心配したことは何ですか。（いくつでも選んでください） 

〔F-Q41 子育てや教育・学校のことで困りごとがある人が回答〕 
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子どものことを相談できる人や場所がない

子どもに家族や子ども自身の出身国・地域の言葉や文化を伝え
ることがむずかしい

こども園や学校などに入るための手続きがわからない

出産や子育て、教育・学校にかかるお金が高い

働きたいが、子どもをあずけられない

こども園や学校などからの連絡の内容がよくわからない

母子健康手帳や予防接種のしくみがよくわからない

子どもが家族や子ども自身の出身国・地域の言葉や文化に良い
感情をもっていない

理由もなく、子どもをきびしくおこったり、たたいたりしてしまう

その他

無回答

(%)

今回調査(n=86)

前回調査(n=74)

 

○子育てや教育・学校のことで困りごとがある人に困ったことや心配したことは何か尋

ねたところ、「子どものことを相談できる人や場所がない」が38.4％と最も多く、次い

で「子どもに家族や子ども自身の出身国・地域の言葉や文化を伝えることがむずかし

い」が25.6％、「こども園や学校などに入るための手続きがわからない」が24.4％、

「働きたいが、子どもをあずけられない」が20.9％などと続いています。 
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○前回調査と比べると、「子どものことを相談できる人や場所がない」「こども園や学校

などに入るための手続きがわからない」「働きたいが、子どもをあずけられない」「こ

ども園や学校などからの連絡の内容がよくわからない」などが大きく増加する結果と

なっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・進路に関する情報がない。(2) 

・子どもの学校のことを相談しても何もしてもらえない。 

・進学や教育のシステムが詳しくわからない。 

・共働きだが一時でも預けられる相手がいない。 

・徒歩40分の保育園に通っている。園も職員もとても気に入っているが、なぜもっと

近い園に入れなかったのか。 

・本名を使うことで北朝鮮の人に見られて名前でいじめられる。 

・中学の時に一部の子に韓国人キモいなどと発言している人がいた。小学校に行く前の

就学通知のようなものは届かず市役所に申請しに行ったのは寂しい気持ちになった。 

・歴史の勉強で子どものことの配慮を頼むべきかいつも悩む。 

・子どもが日本語についていけるか心配。 

・日本語がうまく話せないので子どもの宿題を手伝うことができない。 
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６ 自由記述意見 

F-Q42.豊中市に住む、いろいろな国籍・文化・生活習慣をもつすべての市民が、暮ら

しやすいまちをつくることについて、あなたがふだん考えていることを自由に書いて

ください。 

○回答フォーム末尾の自由回答意見には179人の方から記述がありました。 

 

【多文化共生への意識について】 

・日本人も外国人も垣根なく自由に安心して暮らせるまちを望んでいます。 

・日本の文化や伝統を尊敬しながら国籍関係なし、だれでも暮らしやすいまちをつくる

こと。 

・異文化間の理解は、直接影響を受ける人たちだけでなく、すべての人にとって重要だ

と思います。 

・お互いの尊重 

・自然を大切し、周りの人たちと仲良くして永遠に平和な生活を送りたい。 

・耳を傾け、可能であれば妥協する。 

・良き隣人、良き市民であること、日本文化のおもてなしの心を大切にすること。 

・豊中は多くの外国人が住んでいる都市であるため、文化は非常に多様です。快適な生

活環境を持つためには、各人が地元の規則と規制に従う必要があり、同時に他者の文

化を尊重し、築き上げ、友好的 - 連帯 - 愛を築く必要があります。 

・日本人と外国人がうまく共存していくことは、いくつかの要素で双方にメリットをも

たらすのではないかと考えています。 

・人の容姿を持てはやすのではなく、世界に存在する文化の違いを知ること。 

・非常にありがたい考えです。機会があればぜひ協力したいと思います。 

・私は引っ越ししてきたばかりで、まだまち街や背景をよく知らないのですが、日本語

を第一言語としない友人たちが、どんな場面でもそれなりに助けられるようになれば

いいなと思います。 

・このプロジェクトはいいアイデアだと思う。豊中に住んでいる外国人はみんなハッピ

ーになるし、地域の良いサポーターになれると思う。 

・自由に暮らしていく。 

 

【偏見・差別について】 

・オールドカマーの外国人の人権が脅かされることがあり、これに対して取組みをして

ほしい。 

・好きで日本に韓国人として生まれてきたわけではないのに、やはりいつまでも韓国と

いう国籍で人柄や決めつけをする方が多いのが現状だと思います。生きづらいと私は

思うので通称名で韓国人ということを隠して生きてます。そんな方も多いと思うので、

国籍や文化の違いで生きづらい世の中でなくなると良いなと思います。 
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・差別をしないこと。どこの国とかの前に一人の人間です。一人の人間としてみんなが

気持ちよく暮らせることは理想ですがいろんな考えの人がいます。考えの押し付けも

良くないかなとも思う。 

・外国人への偏見をなくしたい。 

・いじめなかったらいいですね。仕事でもいじわるする人とやっているとつらいですね。 

・どんどん国籍を超えてるように感じるが、自分から外国籍だというのはまだまだはば

かれる、人によっては無意識に差別すると思うから、もっと時間が経つと良いと思う。 

・差別をすることが自分を否定することだと思います。 

・豊中市のすべての学校が、差別や学校いじめのない、すべての生徒を平等に扱うよう

になり、そのための行政の取組みが強化されることを期待します。 

・差別がないといいのですが。 

・外国人を差別することをやめてください。日本の国づくりや発展のために働きに来た

から。 

・私や外国人のみんなが日本人から差別されないように、偏見なしで尊重してほしい。 

・いい人も悪い人もどこにでもいるし，最近悪い人が増えたけど外国人を差別しないで

ほしい。 

・誰もが平等に扱われるべき。 

・豊中市に限った問題ではないですが、非常識な外国人が多いです。私自身中国出身で

すが、真面目に日本で働いていますし、頑張って日本に適応しようとしています。そ

のような方たちと同じ目で見られるのが非常に不愉快です。何かしらの措置を求めま

す。 

 

【外国人向け情報提供について】 

・国際交流や地域のイベントなどすぐ参加できる活動があれば、わかりやすい案内チラ

シがあれば、都合に合わせて参加できると思います。また、日本は地震や台風が多く

て避難情報や防災情報について、もっと知らせていただければ助かると思います。 

・日本の小中高校に通ったことがないので、日本の学校のことは詳しくわからないこと

が多いです。子どもが小学入学の時期、日本人の親にとって当たり前のことですが

（例えば、子どもが授業で使う制作材料の準備（やり方）、入学用品の準備など）、外

国人の親には、学校のお知らせははっきり説明や案内してくれないと、用意できませ

ん。または、間違えます。そうすると、子どもが恥ずかしくなります。子どもの進学

や進路について、情報が少ないです（内申点などのことはあまりわかりません）。そう

いう情報を手に入れるのも苦労しました。 

・豊中市は日本人や外国人への情報発信にとても積極的です。豊中市は英語・外国語の

ガイドラインもあり、とても助かります。 

・学生時代の子どもたちにとって一番大切なのは、教育に関わるあらゆる情報です。し

かし、その情報がほとんどない、あるいは入手方法がわからない。私自身は、雇用、

税金、医療、年金について最も関心があるが、これらの情報はどこで知ることができ

るのだろうか。外向的な人間でなければ、情報にアクセスできないようです。 
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・日本文化と外国文化の架け橋となる試みは、とても良いことだと思います。私の母国

では、外国の習慣や文化を受け入れることに多くの不安がありますが、私たちは皆、

同じように心を開く必要があると思います。 

・まずは外国人を支援するグループのことを外国人に知らせる必要があると思う。ほと

んどの人がそれを知っていない状態だと思うので。 

・ご質問ありがとうございます。豊中には外国人が多く住んでいると聞いていますが、

私の個人的な経験では、普段は外国人に会うことはありません。国際交流センターに

興味はあるが、その機能や活動に関する情報を知らないので、まだ出会っていない。

今後は、より多様で広範囲な活動が行われ、その情報が本当に外国人コミュニティに

届くようになることを期待しています。 

・豊中市は外国人のためのサービスがたくさんありますが、お知らせは日本語だけです。

できれば英語でお知らせがあればよいと思います。無駄にはなりません。 

・交流センターからお知らせをもらっています。 

・国際交流センターからのお知らせが来るので便利です。 

・交流センターのお知らせがもっとあればよい。 

 

【多言語での対応について】 

・市役所の英語対応、とても助かります。 

・市役所で英語でコミュニケーションをとるのは素晴らしいことです。 

・国際色豊かな環境で、市役所には毎日通訳がいます。 

・全体的に良い。お祭りなどのイベントをもっと英語で案内してほしい。日本語が不自

由なため、話しかけられない（話しかけようともしない）ことがあります。日本人と

の距離を感じることはよくありますが、全体的には問題ありません。 

・市内に外国語の看板や案内板を増やすと良いと思う。 

・外国人に開かれたまちであることは評価できる。街は安全です。英語の看板をもっと

増やしてほしい。 

・外国人向けの情報をもっとわかりやすく。 

・英語でのガイドラインや英語版の書式（税金、健康保険、年金など）があると助かる。 

・市役所などの公共サービスの場で、外国語を話せるスタッフを導入してほしい。スタ

ッフは、日本語が話せる外国人であれば、外国人の雇用にもつながると思う。 

・基本的な英語、韓国語、中国語とかだけでなく、もっといろんな国の言葉を増やして

ほしい。 

・ポルトガル語で書かれたものを増やしてほしい。 

・豊中市の情報などについてベトナム語の冊子をもらいたいです。 

・出入国管理局や市役所などでベトナム（語）専門の部署があったら助かります。私た

ちにとってありがたいことです。 

・確定申告、保険、年金の計算が心配です。日本語以外の言語での情報が少ない。それ

が今の悩みです。 

・広東語を話せるスタッフの通訳を増やす、繁体字の漢字を増やす、外国人向けのアク



78 

ティビティを充実させるなどしてほしい。 

・香港や台湾の人たちのために、もっと繁体字を増やしてほしいです。そして、香港と

中国が同じではないことを明確にするために。 

・通訳もつけてほしい。 

・日本は素晴らしいところです。英語がもっと普及すれば、アジアで一番住みやすい国

になると思います。リタイアメントビザを導入して富裕層を呼び込めば、日本の経済

にも良い影響があるはずです。 

・日本語で書かれているので、市役所からどのような書類が届くのかわからない。 

・母国で見せてもわかるように、市役所などでも英文証明書を出してもらいたい。 

・役所や公共施設、銀行などのパンフレットに多言語で翻訳してもらえると助かります。 

・英語の学校、ヒンディー語（インド語）が必要。 

・外国語図書をもっと充実させるべき。さらに、電子書籍や電子オーディオブックを提

供することで、開館時間内に来館する時間がない外国人コミュニティを適切にサポー

トすることができる。すべての公務員に国際・異文化研修を義務付け、ハラスメント

行為を行った者には、正当な不利益を与えるようにすべきです。また、英語は義務教

育の必須言語であることから、公務員には英語のスピーキング、リスニング、リーデ

ィング、ライティングの能力試験を義務づけるべきではないでしょうか。日本語が通

じない相手には、語彙や文法が乏しくても、第二言語であることがわかるまで、日本

語しか使いません。そのうえで、他の言語が好きかどうか聞いてください。英語と決

めつけないでください。それは嫌な人種差別的な考えです。もし、その言語で手助け

ができないのであれば、日本語で、子供に話すように簡略化して、身振り手振りを交

えて話し続けましょう。怒鳴ったり、声を荒げたりしない。もっとゆっくり話して、

文法は崩さない。シンプルな文法で。違いがあります。アメリカ、イギリス、オース

トラリア、カナダの非白人によって書かれたあらゆるものを読んでみてください。世

界には人種差別と偏見の長い歴史があり、多くの人々が権力者である民族や言語集団

の教育のために多くの仕事をしてきました。彼らから学んでください。 

・以前は姫路市に住んでおりました。私の両親は日本語ができないので通訳として学校

を休みがちになり、在日２世の子どもたちがそのようなことで学校を休まなくても良

いように通訳の方がいらっしゃれば良いなと思っておりました。現実問題なかなか難

しいですが、今の時代ですと翻訳機能などを使用したりもできるので、市役所職員の

方々にも柔軟に対応いただけたらと思います。 

 

【日本語学習について】 

・外国人が日本語を学ぶ方法がもっとあればいいと思います。 

・学校で日本語がわからない生徒が毎日勉強できるように、簡単な日本語や英語でのク

ラスを作ってほしい。 

・外国人が気軽に参加できる日本語教室・日本文化教室があれば、もっと良くなると思

います。 

・日本語を勉強できるクラスのことはどこへ連絡したらいいですか。 
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・外国人のための日本語教室を開く。 

・子どもが来日して１年ほど経ちますが、日本語があまり上手ではないので、希望する

高校に入れるかどうか心配です。 

・日本語を話せるようになりたいので、とよなか国際交流センターの日本語教室に通い

たいのですが、子どもがまだ６か月なのです。日本語の授業に参加することは可能で

すか？ 

・長期で働ける適切な仕事を見つけたいです。より良い生活をするため、日本語をがん

ばります。 

・日本語を知らない子どもたちにホームステイの機会を提供し、一日も早く言葉を習得

してもらいたい。 

・日本語を勉強したくても保育園に預けられない小さな幼児を持つ子育て中の親への支

援は、もっとあってもいいと思います。保育所に入る前の数年間を、日本語を本格的

に学び、保育所に子どもを預けて良い仕事に就くために効率的に使うことができれば

最高だと思います。読んでくださって、本当にありがとうございます。 

・文化やライフスタイルの面で、さまざまな国籍の人たちが集まってくるという企画は、

とても良いことだと感じています。資料が届くまでこの国際交流センターのことは知

りませんでしたが、とても良いところなので、ぜひ参加したいと思います。早く先生

の日本語教室に参加して、自分の能力を必要としている人たちのために役立てたいで

す。 

・日本語でコミュニケーションが取れること。 

・日本語でコミュニケーションをとるためのリラックスできる活動をしたい。 

・日本語が必要です。(2) 

・日本語に困っています。 

・日本語で話したいです。 

・日本語学校が必要 

 

【交流活動について】 

・国際交流センターは、とても思慮深く、よく運営されていると思います。 

・国際交流センターの相談やサービスを長く受けています。ありがとうございます。 

・日本には多くの文化や言語の交流活動があります。 

・外国人同士が情報交換や学習体験をするためのグループや活動もある。 

・皆が参加しやすいイベントの開催。 

・交流会に参加してみたいです。 

・現地の活動などに参加したい。たくさんの友だちができてほしいです。 

・幅広い交流活動により、温かい地域をつくることが何よりも大事。 

・無料のものをたくさん増やしてほしいです。例えば、世界各地の文化のものです。 

・豊中市にはたくさんの外国人が住んでるからこそ、その国の文化を理解し合い、助け

あい、情報を共有し、みんながハッピーに楽に過ごせたらいいなと考えてます。 

・もう少し多文化に触れる機会がもっと増えて異文化交流が盛んになるといいなと思っ
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ています。他者理解は直接な交流を通じてできることかなと思います。学校での多文

化交流はこれからの子どもたちにとっても視野を広げる機会をつくってくれるので重

要だと思います。コロナが落ち着いたら市民同士でふれあう機会がもっと増えると良

いですね。 

・仕事があるので、土曜日の活動があれば、嬉しいです。 

・日本人の生活習慣やルールなどを紹介していただければ、外国人はもっと早く日本で

の生活に馴染むと思います。 

・豊中市には、宗教的な意味でのモスクのようなコミュニティセンターがあるといいと

思います。 

・豊中に住む外国人の方で、私と同じような趣味を持つ方や、私と同じような新米ママ

に出会えればいいなと思います。子どもはまだ２歳ですが、豊中で子育てをする上で、

地域のコミュニティはとても大切だと思います。ご近所さんや周りの方ともっとつな

がれたらいいなと思います。今はまだ言葉の壁もあり、なかなか難しいですが。 

・地域のイベントやボランティアに参加することで、お互いに交流が生まれ、住みやす

いまちになると思います。 

・豊中市でも外国人と地元の人が交流し、お互いの文化を知ることができるような集ま

りを開催してほしい。 

・今後、市役所や国際交流センターに登録されている方々と連携し、文化イベントを随

時開催していきたいと考えています。 

・日本人と外国人が自由に交流し、さまざまなトピックについて話すことができるお祭

りやイベントのような多文化的な活動をもっと増やしてほしい。外国人向けの豊中市

のイベント情報をもっと発信してほしい。 

・近隣住民と交流し、信頼しあい、支えあう。地域のイベントなど、人と人とのつなが

りを大切にする。 

・交流のためのイベントがあればいいと思う。 

・もっとイベントが増えれば、共通の人生を歩む人たちの交流の場、機会が増えるのに

と思います。ありがとうございました。 

・もっと多くの集まりを企画し、より多くの国の人たちと出会いたいと思います。異国

の地で孤独にならないよう、もっと多くの集まりを持ち、より多くの国の人と出会い

たいと考えています。 

・もっと異文化との交流イベントを仕掛けていきたいですね。 

・コロナが一段落したら、生活や教育、就職についてもっと話をしたり、交流したりす

ることを期待しています。 

・外国人向けのグループ活動、一緒に料理を作ったり、外出したりすることがあるとい

いなと思います。 

・若い日本の外国人が多くの活動をするのは良いことだと思います。 

・日本人とたくさん交流したい。 

・外国人に関係なく、または外国人を差別して、常に他の人を助けるために社交的に。 

・みんなで地域活動に参加し、知りあい、交流し、支えあう。 
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・豊中市に住む外国人へのおもてなし。 

・2017年３月から住んでいます。もうすぐ６年、人生の１割を占めます。これまで誰と

も会う機会がありませんでした。近所に挨拶してくれる人がいない。私の住んでいる

マンションでも誰も私とコミュニケーションを取ったことがありません。イベントや

社会活動に誘われたことがない。2020年１月にCovid-19が始まって以来、家にいるか、

会社に行くかしかしていません。Covid-19に感染するのが怖いので、レストランやバ

ーにも行きません。私もひきこもりと同じなのか、豊中では誰も私に声をかけてくれ

ません。豊中市は住むにも働くにもとても寂しい街です。デートや結婚の機会も、友

達を作る機会さえもないのです。 

・文化交流は国家間で行われるべきです。 

・フレンドリーな先生のアクティブな生徒。 

・ライブチャット 

 

【行政からの通知や手続きについて】 

・市からの郵便を本名で送ってほしいと言ったのにシステム上できないと言われ、通名

で送ってくる。家族との関係もあるので通名を残している。本名で送ってほしくない

人もたくさんいるだろうが、希望者には本名で郵便を出せるようにシステムや市の考

えを変えてほしい。 

・日本で生まれ育った永住者です。手続きに手間や時間がかかります。親切、丁寧だな

と感じるのですが…家に届く市の案内は日本語のみ、ふりがななしで大丈夫です。読

みづらく、外国語での案内も不要です。 

・外国人扱いは仕方ないにしても、外国籍のせいで日本籍の人より小学校入学の通知案

内が１か月以上遅れて届き、放課後学級の申し込みが後手に回って非常に迷惑だった。

また、入学手続きのためにわざわざ市役所に出向かされる屈辱もあった。働いている

から平日に時間を割きたくないのに、市役所に出向かざるを得ない。目的を聞くと、

窓口の人は、日本語のわからない人を基準とした対応であり、外国籍で生きてる私た

ちは窓口に出頭する責任が生じるとの見解で、何十年もこのシステムだと言い放った。

市役所の一辺倒の対応に付き合わされる現状は、いつになれば変わりますか。多文化

共生アンケートに、永住権者の不自由も知ってもらいたい。入学手続きに日本語案内

が不要な人については、不要で同意するなどの書類を作成し、市役所に出向かずとも

良いシステムの構築を望む。窓口に出てきた、眼鏡の50代前後の女性の、共感する姿

勢のない態度を一生、忘れない。 

・24時間対応の緊急連絡窓口を設けてほしい。できれば大使館へのリンクがあるとよい。 

・外国人が日本人と同じように給付金などをもらえるかどうかがわからず、しょっちゅ

う思案しています。 

・豊中市からたくさん書類を送らないでください。 

 

【参政権について】 

・外国籍の市会議員待遇の人材の登用。議会での質疑応答権を持ち議員と同様資格を持
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つ人材の採用。 

・選挙権を持つ権利。 

・多文化共生をより豊かなものにするため、地方参政権の実現を願っています。 

 

【国籍や帰化について】 

・帰化の手続きの簡素化。 

・在日で生まれ育ち、私自身ルーツを知りたい思いもありハギハッキョへの参加を中学

までしてきました。同胞の友だちもでき、今もおつきあいがあります。生活していく

中で、韓国人としての肩書きが重く感じることもあり、今は子どものために帰化も考

えています。子どもは日本国籍の選択をしています。私が韓国籍なことも伝えていま

せん。学校、社会人として韓国籍である負担は持たせたくないし、選挙権がないこと、

本名で記入させられる書類を見るたびに憂鬱になるからです。学生時代とその後の今

の感覚では韓国籍に対して想いが変わりました。韓国語も話せないので、メリットも

なく、なんとなく親から受けた文化を否定してしまいます。日本で生まれ育ちこれか

らも生きていきます。私には韓国籍はメリットもなく不要です。 

 

【医療や保険について】 

・もっと遅い時間まで受診できるクリニックや病院があれば、休みを取らずに子どもの

医療対応ができるじゃないかと思っています。 

・セキュリティシステムや医療制度をよりよく整備してほしい。 

・covid-19の２回目の助成が受けられなかったのはなぜですか。 

 

【経済的な支援について】 

・豊中地区に住む外国人が生活しやすいように、少しでも経済的な支援をする。新社会

人として新生活を始めるには少しのお金が必要だからです。ありがとうございました。 

・すべての外国人が経済的な支援を受けることはできないのでしょうか？ 

・私たちのビジネスの成長を助けてください。 

・日本円の価値を上げてほしい。円安で貯金もできていないし、毎日の生活も困ってい

ます。 

・日本がインフレを克服し、税金を削減し、円の価値を高めることができることを願っ

ています。 

・政府には技能実習生の税金や保険料を減らしてほしい。 

・仕事がみつからない。 

・物価が高い。 

・外国のレストランにも来てほしい。 

 

【豊中市の住みやすさについて】 

・住みやすい街だと思う。 

・住みやすい都市でよかったです。 
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・豊中市は住みやすいまちだと思う。 

・豊中暮らしは住みやすいと思う。都会ではないけれど、田舎でもない。交通の便も良い。 

・豊中市はとても住みやすく、多文化交流されていることは本当に困っている方々にと

っては救いの手であると感じています。皆様の活動を応援しています。豊中市民で良

かったです。これからもよろしくお願い致します。 

・豊中市はとても住みやすいところです。引っ越した後も、皆さんとても親切に対応し

てくださいました。家族も私もとても楽しく暮らしているので、親しみやすく利用し

やすい場所になるよう、いろいろと工夫してくださってありがとうございました。 

・豊中はとても親しみやすく、住みやすいまちで、まだ来て間もないですが、多くのこ

とを感じています。私たちはここが好きだし、子どもたちもここが好きです。私たち

の目標は、しっかり働いて、ここで生活し、勉強しようとすることであり、これから

先もずっとここにいたいということなのです。 

・私にとって豊中は住みやすいまちだと思います。周囲も優しい日本人の方が多くて、

静かで治安がいいです。 

・私はまだ半年しか住んでいませんが、豊中の人たちは東京の人たちよりもずっと話し

やすく、親しみやすいと思います。ですから、豊中は外国人にとっても住みやすいま

ちなのではないでしょうか。 

・豊中市はとてもいいところです。 

・今のところ豊中市の暮らしに満足しています。 

・豊中は完璧です。 

・豊中市は好きです。 

・非常に良い。 

・とても良い。(3) 

・みんなフレンドリー 

・私はほとんどすべてとここの人々がとても良いと思います。 

・すでにすべてがかなり良いと思います。 

・とても便利で、何の問題もありません。 

・清潔で快適 

・快適な生活 

・豊中市は治安が良く、公共施設も充実しており、住みやすい街です。役所のサービス

も非常に充実しています。 

・大丈夫 

・現在、外国人として豊中で快適に暮らしています。 

・以前は大阪市内に住んでいましたが、豊中市の方が市役所などのサービスが充実して

いると感じているので、大方満足しています。 

・周りの人が優しくて生活が便利だから。 

・外国人に対する理解や関心が多いことで、過ごしやすい。 

・多国籍の人々と生活してとても国際化のイメージがある。これはとても大切だと思い

ます。 
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・豊中市には大変お世話になりました。みんなとても親切でフレンドリーでした。私た

ちは新しい家に本当に歓迎されています！ 皆様お疲れ様でした！ 

・豊中市は日本で一番安心して暮らせるまちだと思います。市役所の職員、医者、商店

など、みんなとても親切です。豊中市は他の都市に比べて、すでに多くの外国人を助

けていると思うので、ここに住んでいて本当によかったと思います。他の外国人を助

けたり、市の活動にボランティアで参加できるなんて知りませんでしたが、これから

は積極的に参加したいと思います。いろいろとありがとうございました。そして何よ

り、私たちのことを思ってくれてありがとうございました。 

・日本人の妻と一緒に住んでいますが、とても快適です。 

・豊中市は安全な街です。しかし、唯一、ヒンズー教の寺院がないのが残念です。 

・1987年に来日して以来、35年が経ちました。私の家族は全員日本におり、人生の半分

を日本で過ごしてきました。日本は私の故郷であり、中国以上に大切な国です。日本

が私に与えてくれた快適な生活にとても感謝しています。 

・豊中市は静かで美しく、とても気に入っています。また、交流センターの便利さと心

遣いにとても助けられています。 

・豊中に住んで１年になりますが、豊中のまちや人、自然が大好きで、市役所や交流セ

ンター、学校など、周りの多くの人にお世話になり、本当に感謝しています。 私は豊

中が大好きで、日本が大好きです。 

・わりと平和で生活できると思われる。 

・住民のみなさんと仲良く暮らしていますので、何も言うことはないです。(3) 

・これからもっと発展的な場所になると思います。 

・みんなが住みやすい地域社会を目指すことは、とても大切なことだと思います。私は

南カリフォルニア出身ですが、南カリフォルニアにはいろいろな人がいて、その人た

ち同士がうまくいっているわけではありません。豊中市は、そして日本全体が、今の

アメリカよりもずっと平和な社会を実現していると思います。私は1980年から10回ほ

ど日本を訪れましたが、いつも人々を楽しませてくれました。日本の人々がいるから

こそ、日本は住みやすい国になっているのです。もちろん、私は外国人なので、日本

の多くの問題は見えませんが、私が見て知っている限りでは、母国アメリカを含むこ

れまで訪れた40か国のどの国よりも、日本が快適だと感じています。 

・文明都市 

・良くなることを祈っています。 

・福岡県から引っ越してきてまだ１年も経っておらず、わからないことが多いので言え

ません。道をわからないとかのことではなく住んでみないとわからないことですね。

あ！少し馴れ馴れしいしゃべり方が多くて、少し無礼に感じ違和感はあります。でも、

これも住んでみて判断することなのかなと思っています。それ以外は静かで犯罪もな

くて良いのかなと思って過ごしています。 

・皆さんが暮らしやすいまちにしたいと思います。 

・もっと自然がほしい。 

・豊中市内にインターナショナルスクールがあればいいです。 
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・豊中市民のレベルは思ったより低くくてびっくりです。 

・子どもが生まれてからは、子どもにとって快適な環境を提供することが難しくなりま

した。子どものために遊んでくれる人がいないので、いつも場違いに感じます。 

 

【日常生活や困りごとについて】 

・私が一番願っていることは、日本人のように楽に生活できることです。私自身が外国

人なので、適切な家を見つけるのは難しいです（家賃高すぎる、または住みたい場所

から遠すぎる）。 

・家の価格は、私が住んでいた多くの場所に比べてかなり高いです。外国人向けの格安

住宅の情報をもっと知りたい。 

・公園などに大人でも自由に体を鍛える機械を（吊り輪、雲梯など）設置していただけ

ればと思います。 

・豊中駅前に大型複合商業施設があれば、もっと生活が便利になると思います。 

・まとめて買い物できる場所がない。 

・大きな公園や遊ぶところがあるショッピングモールを増やしてほしい。 

・バスの便が少ない。 

・年齢的に車は持っていませんが日々の買い物、梅田に行くのはとても便利で快適に過

ごし感謝しております。でも住んでいる庄内から豊中方面へのバスの本数が減り市役

所へ行くのも１時間１本と往復するのに不便になりました。 

・道が狭すぎて車道を自転車で走るのは危険だと思います。 

・自転車専用道路を整備してほしい、交通量の多い道路で遊ぶことの危険性をもっと教

えてほしい。豊中市は、電話やインターネット詐欺を避ける方法や、一般的なサイバ

ーセキュリティの意識を高めるなど、セキュリティ意識の向上にもっと力を入れるべ

き。 

・引っ越してきて最初の週に、車が荒らされ、中身を盗まれた。治安はあまりよくあり

ません。 

・可燃ゴミを週２回しか捨てられないのは、ちょっと少ない気がします。 

・ゴミ分別なしにしてほしい。 

・ゴミの分類方法をもっと詳しく説明してほしい。 

・私の故郷にある「学園都市」のような地域がほしいです。若者がたくさんいて、おい

しいレストランがあって、ライブなどのイベントがあって、夜道を歩いている人たち

がいて、楽しい。日本は断片的で、あっちへ行ったりこっちへ行ったりするのに時間

がかかる。石橋界隈もそうなのですが、学生は関西を離れてバラバラに暮らしている

ので、24時間365日活気のあるコミュニティという感じではありません。豊中駅周辺も

そうですが、歩道が狭くてぶらぶらしにくい。地上は車と通行人のための荒れ地とい

う感じで、コミュニティという実感がない。もっと自然があればと思う。小さな緑地

がどんどんなくなっている。今は春日にホタルの生息地がありますが、徒歩圏内には

そこしかありません。そうでなければ、箕面まで行かないと本当の自然は見られませ

ん。川は、ロマンチック街道から171号線、コーナンまでが良いのですが、それ以外の
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方向は、徒歩や自転車での移動が不便なのと、水辺に行く手段がないのが残念です。

ありがとうございました。また、他の豊中市民がどのような感想を持つか、レポート

を楽しみにしています。 

・ビザが難しい。困っています。(2) 

 

【アンケートについて、その他】 

・市民の声を聞く絶好の機会です。 

・永住権のある人は、こういうアンケートを除外してほしい。質問内容が、日本で生ま

れ育った永住権の人に不適切、かつ、回答したところで豊中市が得たいデータの濃度

が薄くなると考える。 

・このアンケートについて、日本で生まれ育ち日本人の妻を持ち、この地域に住む子ど

もたちの同級生の親たちと交流したりする私には選択肢に回答のないものがいくつも

あった。このアンケートを作った方たちの中には一生懸命やってくれている方もたく

さんいるだろうが、適当にやっている方もおられるのではないだろうか。また、自分

たちの意図や思い込みなどで選択肢が偏っているものがあるのではないだろうか。外

国人のことを考えてくださっている多くの日本人の方にはありがたいと思えるが、も

っと広い視野やニュートラルな視点を持って貰いたいと思ってしまったのも現実です。 

・このような調査は国籍や出身に関係なく、すべての住民を対象に平等に行うべきでは

ないかと思う。外国人の声だけ聞くだけでは単に困っている人たちという前提で扱わ

れている気分になり、快適ではない。 

・ふりがなをもっと入れる。 

・アンケートについて、漢字の後ろに振り仮名をしてあり非常に読みにくい、普通の文

章より読む時間が倍以上かかります。また、回答に当てにはまらない選択肢がない質

問が多いです。 

・質問の横のかっこでふりがながついて読みにくい。 

・このアンケートの質問11は問題です。配偶者はいるが、日本人であり、日本で知り合

った。そのような選択肢はない。 

・ありがとうございました。 

・頑張れ。 
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１ 基本項目 

J-Q1.あなたの性別を教えてください。（１つ選んでください） 

 

37.1

46.0

61.9

51.4

1.0

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

男 女 いずれでもない 無回答
 

○「女性」が61.9％、「男性」が37.1％となっています。 

○前回調査と比べると、女性の回答が増加しています。 

 

 

J-Q2.あなたの年齢を教えてください。（１つ選んでください） 

 

9.9

17.5

0.0

6.4

16.1

17.0

15.1

20.6

22.8

1.9

24.5

10.6

22.2

15.2

0 5 10 15 20 25 30

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳以上

無回答

(%)

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

 

○「50歳～59歳」が24.5％と最も多く、次いで「40歳～49歳」が22.2％、「60歳～69歳」

が17.5％となっています。 

○前回調査と比べると、「70歳以上」が大きく減少し、「50歳～59歳」「40歳～49歳」が増

加する結果となっています。 

Ⅳ 日本人市民アンケート調査の結果 
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J-Q3.生まれたところはどこですか。（１つ選んでください） 

 

98.3

98.1
0.6

0.3

1.3

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

日本で生まれ育った 日本以外で生まれた 無回答
 

○「日本で生まれ育った」が98.3％となっています。 

 

 

J-Q4.現在、お住まいの地域はどこですか。（１つ選んでください） 

 

22.5

11.9

9.3

1.0

14.2

9.9

14.6

14.9

1.7

0 5 10 15 20 25

北中部（野畑・北緑丘・少路・上野・東豊中・東豊台小学校区）

中部（克明・桜塚・南桜塚・熊野田・泉丘小学校区）

北東部（北丘・東丘・西丘・南丘・新田・新田南・東泉丘小学校区）

北西部（桜井谷・桜井谷東・刀根山・大池・蛍池・箕輪小学校区）

中東部（緑地・寺内・北条・小曽根・高川・豊南小学校区）

南部（野田・島田・庄内・庄内南・庄内西・千成小学校区）

中西部（原田・豊島・豊島北・豊島西・中豊島小学校区）

わからない

無回答

(%)

今回調査(n=302)

 

○「北中部」が22.5％と最も多く、次いで「中部」が14.9％、「北東部」が14.6％、「北

西部」が14.2％となっています。 
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J-Q5.豊中市に何年住んでいますか。（１つ選んでください） 

 

3.3

3.9

6.3

8.0

6.0

3.5

10.3

10.0

22.5

14.1 57.9

51.3 0.3

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満 ５年以上10年未満
10年以上20年未満 20年以上 無回答

 

○「20年以上」が51.3％と最も多く、次いで「10年以上20年未満」が22.5％、「５年以上

10年未満」が10.3％などと続いています。 

○前回調査と比べると、「20年以上」が減少し、「10年以上20年未満」が増加する結果と

なっています。 

 

 

J-Q6.職業は何ですか。（１つ選んでください） 

 

61.6

14.6

0.0

45.7

7.1

1.0

15.8

28.0

1.0

1.6

11.3

1.0

4.6

7.0

0 10 20 30 40 50 60

勤労者（公務員・会社役員・内職・アルバイトを含む）

自営業・自由業

学生（専修学校・各種学校などを含む）

家事専業

無職（年金生活者を含む）

その他

無回答

(%)

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

 

○「勤労者（公務員・会社役員・内職・アルバイトを含む）」が61.6％と最も多く、男性

では67.0％となっています。これに次いで「無職（年金生活者を含む）」が14.6％、

「家事専業」が11.3％となっています。 

○前回調査と比べると、「無職（年金生活者を含む）」「家事専業」などが減少し、「勤労

者（公務員・会社役員・内職・アルバイトを含む）」が増加しています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・歯科医師   ・育児休暇中 
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２ あなたのことについて 

J-Q7.豊中市に住んで、良いと感じることは何ですか。（いくつでも選んでください） 

 

73.5

17.9

15.9

12.9

6.0

4.3

3.6

4.3

1.7

0.0

82.3

46.9

55.6

40.8

30.9

16.4

21.9

12.5

13.8

4.5

10.9

6.1

1.9

3.2

1.6

44.0

17.2

53.0

60.9

14.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

交通の便が良い

治安が良い

買い物がしやすい

自然環境が良い

公共施設が多い

市役所のサービスを利用しやすい

周囲の人が親切

生活情報を手に入れやすい

文化活動・レジャーの機会が多い

相談できるところが多い

物価が安い

家賃が安い

その他

良いと感じることはない

無回答

(%)

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

 

○「交通の便が良い」が73.5％と最も多く、次いで「治安が良い」が60.9％、「買い物が

しやすい」が53.0％、「自然環境が良い」が44.0％などとなっています。 

○前回調査と比べると、「治安が良い」が増加している一方で、「交通の便が良い」「公共

施設が多い」などで減少しています。 
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◆選択肢「その他」の記述内容 

・医療施設 

・学習環境(塾等)が充実している。 

・医療施設が多い。 

・教育環境が良い。 

・生活環境がよい。 

・行政サービスがまあまあ良い。 

・広報の情報などがわかりやすい 。 

・レベルの高い飲食店が多い。 

・大阪なので人情味はある。 

・生まれた場所だから。 

・産まれてからずっと。 

・風の通りが良い。 

・蛍池というと聞こえがいい。 

・移動図書館 
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J-Q8.あなたは、日本語以外の言語を使う（理解する、話すなど）ことができますか。

（いくつでも選んでください） 

 

66.2

1.0

0.7

0.3

0.3

0.3

0.0

0.0

0.0

0.7

2.0

70.1

26.7

1.3

1.6

1.6

0.3

0.6

0.0

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

2.6

1.7

1.0

3.0

29.1

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70

どの言語も使えない

英語

韓国・朝鮮語

中国語

フランス語

ドイツ語

スペイン語

インドネシア語

ポルトガル語

タイ語

ネパール語

フィリピノ語（タガログ語）

ベトナム語

ロシア語

その他の言語

無回答

(%)

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

 

○「どの言語も使えない」が66.2％と最も多く、次いで「英語」が29.1％となっていま

す。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・広東語を少し。 
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J-Q9.仕事や旅行で海外（国外）に行ったことや、海外で生活をしたことがあります

か。（いくつでも選んでください） 

 

76.2

6.3

15.2

69.5

14.1

9.3

4.8

3.9

1.6

21.9

1.3

7.9

1.3

10.9

16.6

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

海外へ観光を目的とした旅行をしたことがある

海外へ出張したことや、海外で滞在勤務をしたことがある

海外へ語学研修や留学をしたことがある

海外での生活・文化体験などを目的に滞在したことがある

家族が海外で滞在勤務したときに、一緒に滞在したことがある

その他

海外に行ったことはない

無回答

(%)

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)
 

○海外への渡航経験について、「海外へ観光を目的とした旅行をしたことがある」が

76.2％と最も多く、次いで「海外へ出張したことや、海外で滞在勤務をしたことがあ

る」が16.6％、「海外へ語学研修や留学をしたことがある」が10.9％などとなっていま

す。一方、「海外に行ったことはない」が15.2％となっています。 

○前回調査と比べると、「海外に行ったことはない」が減少し、何らかの渡航経験のある

人が増加しています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・親戚が海外在住で遊びに行った。 

・慰安旅行 
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３ 外国人とのかかわりについて 

J-Q10.外国人とのつきあいがありますか。（１つ選んでください） 

 

37.1

34.1

62.6

64.0 1.9

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

ある ない 無回答
 

○「ない」と答えた人が62.6％を占めています。 

 

 

J-Q10-1.つきあいがあるのはどういうときですか。（いくつでも選んでください） 

〔J-Q10 外国人とつきあいがある人が回答〕 

 

59.8

10.7

5.4

0.9

4.5

0.0

48.1

41.5

4.7

7.5

3.8

3.8

2.8

1.9

15.1

0.9

12.5

6.3

14.3

39.3

1.8

0 10 20 30 40 50 60

仕事や職場で

友だちとして

近所づきあいで

外国人への支援活動などで

家族や親せきにいる

自分や家族が通っている学校で

子育て中の保護者の集まりなどで

地域のイベントで

自治会などの地域の活動で

その他

無回答

(%)

今回調査(n=112)

前回調査(n=106)

 

○外国人とつきあいがある人につきあいがあるのはどういうときか尋ねたところ、「仕事

や職場で」が59.8％と最も多く、次いで「友だちとして」が39.3％、「近所づきあい

で」が14.3％などとなっています。 

○前回調査と比べると、「仕事や職場で」「近所づきあいで」などで大きく増加する結果

となっています。 
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◆選択肢「その他」の記述内容 

・短期留学児のホスト 

・カトリック教徒としてミサなどで神父様やしんじゃさんとのかかわりがある。 

・仕事上同じマンションに暮らしており、子どものような存在（学生）。 

 

 

J-Q10-2.外国人とのつきあいでは、どの言葉を使っていますか。（いくつでも選んで

ください）〔Q10 外国人とつきあいがある人が回答〕 

 

85.7

0.9

68.9

41.5

22.6

6.6

1.9

1.9

9.8

0.0

19.6

31.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

日本語

英語（相手の母語）

英語（相手の非母語）

相手の母語

その他

無回答

(%)

今回調査(n=112)

前回調査(n=106)

 

○外国人とつきあいがある人に外国人とのつきあいでどの言葉を使っているか尋ねたと

ころ、「日本語」が85.7％と最も多く、次いで「英語（相手の母語）」が31.3％、「英語

（相手の非母語）」が19.6％などと続いています。 

○前回調査と比べると、「英語（相手の母語）」が減少し、「日本語」が大きく増加する結

果となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・韓国語 
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J-Q10-3.外国人が困っているときに、相談にのったり、助けたりしたことがあります

か。（１つ選んでください）〔Q10 外国人とつきあいがある人が回答〕 

 

64.3

60.4

35.7

35.8 3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=112)

前回調査(n=106)

相談にのったり、助けたりしたことがある そのようなことはない 無回答

 

○外国人とつきあいがある人に外国人が困っているときに、相談にのったり、助けたり

したことがあるか尋ねたところ、「相談にのったり、助けたりしたことがある」が

64.3％を占めています。 

○前回調査と比べると、「相談にのったり、助けたりしたことがある」が増加する結果と

なっています。 

 

 

 

J-Q11.あなたの地域や職場などでの外国人とのかかわりで、困った経験などがありま

すか。（１つ選んでください） 

 

23.2

10.9

73.8

80.7 8.4

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

ある ない 無回答
 

○「ない」という人が73.8％を占めています。 

○前回調査と比べると、「ある」という人が大きく増加する結果となっています。 
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Q11-1.どのようなことでしたか。差し支えなければ書いてください。 

〔Q11 外国人とのかかわりで、困った経験がある人が回答〕 

【言葉の問題】 

・コミュニケーションが取れない。(2) 

・言葉の壁(2) 

・言葉がうまく通じない。(2) 

・言葉が伝わりにくかったり、伝えてもニュアンスが伝わらなかったりした。 

・ニュアンスが伝わりにくかった。 

・微妙なニュアンスが通じない。政治や思想の話がしにくい。 

・詳細をなかなか伝えられない。 

・伝えたいことが的確に伝えれない。 

・コミュニケーションに壁があった。 

・言葉によるコミュニケーション 

・言葉が通じないため、意思疎通が難しい。 

・仕事内容で専門的なことに対する意志疎通が難しい。 

・難しい日本語が通じない。 

・言葉がわからない。 

・英語がしゃべれなくて、話が上手く伝わらなかった。 

・言ってることが理解できないことがある。 

・お話をするのに言語が通じず、苦労した。 

・相手の言葉がわからなくてもどかしい思いをした。 

・言葉が伝わらない。伝わっているのかがわからない。 

・完全な意思が伝わらない。 

・その人が言っていることが、きちんと理解できない。こんなことを言っているんだろ

うなぁ～くらいしかわからなかった。コミュニケーションを深く取れなかった。 

・英語での会話ができなくて説明ができなかった。 

・店出しの仕事をしていて外国人のお客様が商品をお探しで英語で話されたことはある。 

・インド人との会話に困った。 

・販売の仕事をしていますが、欲しいものとか質問とかのコミュニケーションがとりに

くいです。 

・アルバイト中、英語でしか話せない外国人の方が来店した。言葉が通じず苦労した。 

・飲食店のメニューの説明。 

・患者さんで日本語、英語でコミュニケーションが取れないことがあった。 

・伝えたいことがすぐに伝わらずどのような表現で話せば良いか考えることがあった。 

・日本語が話せない方が職場に来られて英語以外の言語が母国語の方だったのでまった

く理解できず困った。 

・調剤薬局勤務中に英語圏の患者が来局された際、英語の医薬用語がわからず、説明す

るのに困った。 

・外国人が困っているのに、うまく解決策を出せない時。例えば、仕事を探している、
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病院でコミュニケーションができない、子どもが母語を忘れてしまう、親子でコミュ

ニケーションをするときに共通の言葉がない、学校とのやり取りで通訳を入れてもら

えないときがある、ご近所さんが仲良くしてくれないなど。 

・私があまり英語やフランス語が話したり理解したりできないことで。ただ、翻訳機能

を使って、手紙やメールで伝えています。 

・職場に韓国人の女性がいたが、仕事中は翻訳機などを使えないので、上司は日本語で

指示を出すだけで、彼女は理解できていなかった。私が単語くらいならわかるので、

教えることはできましたが、雇うなら会社自体がきちんと彼女の面倒をみるべきだ。

外国人の受け入れだけして、後はほったらかし…というような会社は受け入れるべき

ではない。 

・ボランティアで学生の日本語の書類を翻訳、会話を通訳した。 

 

【文化・生活習慣などの違い】 

・文化性の違い。仕事に対する想い。 

・文化の違い。時間感覚が異なる。 

・文化の違いが理解してもらえない。 

・文化の違いで約束の時間に少し遅れる。手洗いうがいなどの衛生管理が雑。 

・文化の違いがありそれぞれ「常識」が違うこと。 

・文化の違いで、喧嘩になった。 

・職場で食事を提供する時に、イスラム教徒の方の食事に困った。豊中市にはハラール

の店があるのか。 

・日本人よりはマナーがよくない。食べた後のゴミなど、そのままにしてある。 

・日常生活で、習慣が違う。物の考え方が違う。 

・生活環境。国ごとに違うから。 

・香水がきつい。集団でいて恐怖を感じる。コロナ禍の中、マスクをつけていない。 

・深夜、寝ている時間に大きな声を上げたり、大音量で音楽を流すことがあり、起こさ

れてしまう。 

・どうしても日本語がカタコトの子もおり、会話が成り立たない時がある。文化の違い

か日本人では普通のことが違う場合がある。(常識がないなど) 

・宗教 

 

【ものの考え方の違い】 

・我が強い。 

・我を通そうとする 自己主張が強すぎる。 

・中国人は（世界が中国を中心に回っている）と思っているフシがある人種であること

がよくわかった。①何時であろうと外で、大きな声で人と話をしてウルサイ。②皆の

道であるにもかかわらず、平然と他人の家の前に車を駐車してる。③迷惑をかけても、

謝ることがない。④挨拶をしない  上げたらきりがない。 

・時間を守らない マイペース。 
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・職場で日本の働き方が通じない。 

・価値観の違いで困った。インド人との育ち方の違いで幼稚だと言われたことがある。

作業を確認するのに質問しただけなんだけど、自力で解決しないと、そう受け取られ

た。インド人は自分で考えて行動することを美徳としている。日本人は、仕事がわか

らない時は、勝手なことをしてはいけないと言われて育つので。 

・中国人の方でしたが、厚かましさを感じました。 

・未払い（診療所）会計前にトイレを行くふりで帰ってこなかった。体調不良で来てい

るので疑いもしなかった。 

 

【その他】 

・子どもの勉強のことなど。 

・息子は年中から小学２年まで米国で育ち、行儀作法から言語の基礎も米国で習得した

ために、ほぼアメリカ人だった。けれど国籍が日本で両親も日本人だったためになん

のサポートも得られず、英語を日本人が使うことはおかしいことだと学校で教えられ、

２年目には、学習障害呼ばわりされた。 

・子どもの学校の役員のシステムのこと。子どもの学校で配布されるお便りがわからな

い。文化や価値観の違いによるしんどさ。見た目等による排除差別。 
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J-Q12.あなたは、地域や職場などに外国人が増えることで、地域社会にどのような影

響があると思いますか。（あなたの考えに近いものを５つまで選んでください） 

 

74.8

22.8

13.9

3.0

3.0

0.7

55.9

55.3

19.0

19.6

24.4

11.3

13.8

12.2

2.9

3.9

6.8

23.2

19.9

29.1

73.5

7.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

外国の言葉や文化に触れる機会が増える

社会に多様性が生まれる

地域の生活ルールを見直す機会となる

ユニバーサルデザイン化がすすむ

住環境や治安が悪くなる

地域の活動や助けあいが活発になる

日本固有の文化が変容する

日本人の仕事が減る

その他

影響はないと思う

無回答

(%)

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

 

○「外国の言葉や文化に触れる機会が増える」が74.8％と最も多く、次いで「社会に多

様性が生まれる」が73.5％、「地域の生活ルールを見直す機会となる」が29.1％などと

続いています。 

○前回調査と比べると、「外国の言葉や文化に触れる機会が増える」「社会に多様性が生

まれる」「地域の生活ルールを見直す機会となる」「地域の活動や助けあいが活発にな

る」などで大きく増加する結果となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・外国人に対する差別が増えると思う。 

・海外の人も日本人と同じで、その人による。日本人より日本人らしい方もいれば逆

もいる。 

・難民や移民を家族ぐるみで受け入れたら、少子化や地方の活性化が期待できると思う。 

・研究職は外国人が多い。日本人を増やすべき。 

・治安が悪くなる。 

・分裂が激しくなると思う。 

・住む外国人の目的によって住環境は変わるというイメージがある。 

・世界基準は言いすぎですが、成人までに育った環境により基礎的な判断材料を持つ

ので、日本だからといった考え方では交流できない。 



101 

J-Q13.次のようなかたちでの外国人とのかかわりに対して、(1)から(6)のそれぞれに

ついて、もっともあてはまるものを１つ選んでください。 

(1)外国人と友だちづきあいをする 

 

38.1

32.2

49.7

42.1

9.6

11.6 4.5 9.6

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

積極的に受容できる まあ受容できる あまり受容できない 受容できない 無回答
 

 

(2)外国人と一緒に学ぶ、働く 

 

44.0

33.1

48.7

42.8

5.0

10.0 4.5 9.6

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

積極的に受容できる まあ受容できる あまり受容できない 受容できない 無回答
 

 

(3)外国人が隣近所に住む 

 

34.4

20.6

52.0

53.1

8.3

12.9

4.6

4.5 9.0

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

積極的に受容できる まあ受容できる あまり受容できない 受容できない 無回答
 

 

(4)家族の誰かが外国人と結婚する 

 

30.8

15.8

49.7

43.7

15.9

21.2 9.3 10.0

3.3 0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

積極的に受容できる まあ受容できる あまり受容できない 受容できない 無回答
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(5)外国人から医療や介護を受ける 

 

28.8

13.2

56.3

47.9

10.9

19.6 9.3 10.0

3.6 0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

積極的に受容できる まあ受容できる あまり受容できない 受容できない 無回答
 

 

(6)外国人と一緒に自治会活動や地域のイベントに参加する 

 

45.0 49.0 3.6

1.7

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

積極的に受容できる まあ受容できる あまり受容できない 受容できない 無回答
 

○「積極的に受容できる」と「まあ受容できる」を合計すると、各項目とも８割以上の

人が受容できると回答しています。個別にみると、(4)家族の誰かが外国人と結婚する

ことや(5)外国人から医療や介護を受けるなどでは「あまり受容できない」の割合が多

くなっています。 

○前回調査と比べると、各項目とも「積極的に受容できる」が大きく増加する結果とな

っています。 
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J-Q14.あなたが、外国人とつきあうにあたり、壁になっていると感じるものがありま

すか。（いくつでも選んでください） 

 

74.5

1.3

3.3

65.0

45.3

42.4

36.7

1.0

1.3

6.8

4.2

24.5

2.0

49.7

57.3

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

言葉の違い

宗教や文化・生活習慣などの違い

ものの考え方・価値観の違い

そもそも外国人とつきあう機会が少ない

肌の色や服装などの違い

その他

壁を感じることはない

無回答

(%)

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

 

○「言葉の違い」が74.5％と最も多く、次いで「宗教や文化・生活習慣などの違い」が

57.3％、「ものの考え方・価値観の違い」が49.7％などと続いています。 

○前回調査と比べると、「そもそも外国人とつきあう機会が少ない」が減少し、上位３項

目が増加する結果となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・国籍により適用される法も変わるため、それに伴うリスクも日本人とは異なる。よ

って上記のほとんどが該当し、その目的が自分の価値観と違った場合のみ障壁とな

る。 

・自分は何とでもなると思っているが、友だちや知り合いは、結構壁を感じている人

が多いと思っている。そもそもわかろうとしないこと、わかりあえると思っていな

いこと。言葉が話せないとコミュニケーションができないと思っていること。日本

は外国人がいないと回らない分野がたくさんあるのに外国人が日本に合わせるべき

だとしか思っていない人が多くいること。アジアの人が多いので、近くにいるのに

気づいていないこと。 

・人種に関わらずパーソナリティによる。 

・日本人が宗教そのものや異文化への理解に壁を作っているように感じる。 

・日本人同士でも地域差や年齢、価値観などの差異によるトラブルがあるので外国人

とのコミュニケーションはさらに難しいことも多くなるのでは。 

・犯罪に対する抵抗感。 
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J-Q15.あなたが住んでいる地域では、今後、外国人市民とのかかわりをどのようにし

たらよいと思いますか。（１つ選んでください） 

 

19.9

25.4

63.6

34.4

8.9

33.1 3.2

3.6

2.3

3.6

1.6

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

かかわりをもっと深めていく

他の日本人市民と同じように関わっていく(前回：今のままでよい）

かかわりを深めるべきではない

その他

わからない

無回答
 

○「他の日本人市民と同じように関わっていく」が63.6％を占めています。 

○前回調査と比べると、「わからない」「かかわりをもっと深めていく」が減少し、「他の

日本人市民と同じように関わっていく」が大きく増加する結果となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・お互いが文化の違い等を理解しようと歩み寄る何か機会が必要。 

・お互い寛容に。 

・日本人とまったく同じという感覚は少し難しいが適度な距離感を維持しつつ交流を

深められればよいと思う。 

・外国人に対してポジティブもしくは経験者（帰国子女）などが先頭に活動すると気

持ちがわかり、相手も相談しやすい環境が作られると思う。 

・特別扱いする必要はない（海外で日本人が特別扱いされることがないのと同じ）。 

・今まで通り。 

・特に変わらず過ごしていくべきだと思う。 

・国籍によりけり。 

・英語が話せないと関わりあいを持つことができない。 

・知るだけなのか、認めるのか、受容するのかで変わってくるが、この設問の関わり

とは何を指すのかわからない。単に顧客として見るというのも関わることになるか

と思います。 
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J-Q16.あなたは、地域の外国人市民と交流したいと思いますか。（１つ選んでくださ

い） 

 

69.2

59.1

75.0

69.8

68.9

77.8

67.9

70.0

40.0

77.5

30.1

38.6

25.0

30.2

31.1

22.2

32.1

30.0

60.0

16.4 6.1

2.3

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

北東部(n=44)

北中部(n=68)

北西部(n=43)

中部(n=45)

中東部(n=36)

中西部(n=28)

南部(n=30)

わからない(n=5)

前回調査(n=311)

そう思う そう思わない 無回答
 

○「そう思う」が69.2％を占めています。 

○居住地域別にみると、「そう思う」は中東部で77.8％、北中部で75.0％と多くなってい

ます。「そう思わない」は70歳以上で43.8％と多くなっています。 

○前回調査と比べると、「そう思わない」が大きく増加する結果となっています。 
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J-Q16-1.地域の外国人市民と今後どのような交流をしたいと思いますか。（いくつで

も選んでください）〔Q16 地域の外国人市民と交流したいと思う人が回答〕 

 

65.1

33.5

17.7

1.4

53.5

38.2

24.9

32.4

24.5

10.0

9.5

10.8

0.0

34.4

26.3

38.3

44.5

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70

外国人市民から出身国・地域の文化や習慣を学びたい

友だちになりたい

地域のイベント活動に一緒に参加したい

外国人市民に日本の文化や習慣を紹介したい

住みよいまちづくりのための活動を一緒にしたい

家庭のことや子育てについての相談や情報交換をしたい

ボランティア活動を一緒にしたい

その他

無回答

(%)

今回調査(n=209)

前回調査(n=241)

 

○地域の外国人市民と交流したいと思う人に今後どのような交流をしたいと思うか尋ね

たところ、「外国人市民から出身国・地域の文化や習慣を学びたい」が65.1％と最も多

く、次いで「友だちになりたい」が44.5％、「地域のイベント活動に一緒に参加した

い」が38.3％などと続いています。 

○前回調査と比べると、ほぼすべての項目で増加する結果となっていますが、「家庭のこ

とや子育てについての相談や情報交換をしたい」や「地域のイベント活動に一緒に参

加したい」などは特に大きく増加しています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・困ったことがあった時に助けたり助けられたりしたい。 

・今後、ワールドワイドになるなかで、彼らが何を考えているのかは知っておかなく

てはならないので。 

・地域の防災訓練に一緒に参加したい。外国人市民のお祭りを地域でやってみる。外

国人市民が中心になって企画、実施を行うフェスティバル、国際交流キャラバンを

作って地域の自治会をあちこち回って交流する機会を増やす。地域住民だけでなく

行政の中でも国際交流、理解が深まるように外国人の職員を増やす。 
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J-Q17.あなたは、豊中市内に多くの外国人市民が暮らしていることを知っていました

か。（１つ選んでください） 

 

20.2

11.9

54.3

60.5

23.8

26.4

0.3

1.3

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

よく知っている 外国人市民がいることはわかっていたが、くわしくは知らなかった

知らなかった（そのようなことは意識したことがなかった） その他

無回答
 

○「外国人市民がいることはわかっていたが、くわしくは知らなかった」が54.3％と最

も多く、次いで「知らなかった（そのようなことは意識したことがなかった）」が

23.8％、「よく知っている」が20.2％となっています。 

○前回調査と比べると、「よく知っている」が増加しています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・マナーの悪いアジアの女性の人たちが一部いて目立つ。 
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４ 多文化共生のまちづくりについて 

J-Q18.あなたは、日本に住む外国人にかかわる内容について、これまでに学習したり

知識を得たりしたことがありますか。（１つ選んでください） 

 

33.4

70.1

66.2

24.8

0.3

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

ある ない 無回答

 

○「ない」という人が66.2％を占めています。 

○前回調査と比べると、前回は過半数を占めていた「ある」という人が大きく減少し逆

転する結果となっています。 
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J-Q18-1.どのような学習したり知識を得たりしたことがありますか。 

（いくつでも選んでください） 

〔Q16 日本に住む外国人について学習したり知識を得たことがある人が回答〕 

 

35.6

22.8

21.8

16.8

13.9

12.9

6.9

10.9

2.0

0.0

53.7

45.9

26.6

22.0

11.0

11.9

7.8

16.1

1.8

19.3

2.8

6.4

35.3

7.3

23.8

21.8

26.7

27.7

17.8

0 10 20 30 40 50 60

新聞・雑誌の記事を読んだ

テレビ・ラジオの番組で知った

小・中学校で学習した

本・映画・ビデオで知った

インターネットなどで調べた

大学・専門学校などで学習した

職場の研修で学習した

高等学校で学習した

一般市民対象の講座などで学習した

外国人と交流するイベントに参加した

「広報とよなか」の記事を読んだ

外国人に対する情報サービスなどで知った

その他

学習したこと、または知識を得たことはない

無回答

(%)

今回調査(n=101)

前回調査(n=218)

 

○日本に住む外国人について学習したり知識を得たことがある人にどのような学習した

り知識を得たりしたことがあるか尋ねたところ、「新聞・雑誌の記事を読んだ」が

35.6％と最も多く、次いで「テレビ・ラジオの番組で知った」が27.7％、「小・中学校

で学習した」が26.7％などと続いています。 

○前回調査と比べると、「新聞・雑誌の記事を読んだ」や「テレビ・ラジオの番組で知っ

た」が減少し、「インターネットなどで調べた」「大学・専門学校などで学習した」「職

場の研修で学習した」「一般市民対象の講座などで学習した」などで増加する結果とな

っています。 
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◆選択肢「その他」の記述内容 

・帰国子女で経験者でもある。 

・外資系会社で働いていた。 

・仕事で。 

・職場での交流 

・職場の上司だった。 

・実際に関わって体験から学んだ。 

・学生マンションなので複数人の海外留学生がいる。 

・小学校が生野区で韓国人が多く、日頃から交流の中で学んだ。 

・身内に外国人と婚姻関係にあった人物がいた。 

・SMSで流れてくる情報の中に面白いものがあると見る。 

・日頃のお付き合いで。 

・友人を通じて。 

・自ら 

 

 

 

J-Q19.日本に住む外国人に関する次の意見について、あなたはどう思いますか。 

（(1)から(7)のそれぞれについて、１つ選んでください） 

(1)日本人は、外国の言語や文化を学び、外国人の背景を理解するほうがよい 

 

43.4

37.3

47.0

46.9

7.3

7.4 5.1
3.2

2.0

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
 

○「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合計すると、90.4％の人が理解する

ほうがよいと回答しています。 

○前回調査と比べると、「そう思う」が増加する結果となっています。 
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(2)日本社会は、外国人に日本の習慣やルールを押し付けないほうがよい 

 

22.5

17.4

41.7

32.8

24.2

33.4 6.410.0

10.9 0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
 

○「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合計すると、64.2％の人が押し付け

ないほうがよいと回答しています。 

○前回調査と比べると、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」ともに増加する結果

となっています。 

 

 

(3)行政は、外国人が出身国・地域の言語や文化を守れるよう援助するほうがよい 

 

32.1

15.4

47.0

38.9

12.6

31.2 7.4

7.6

7.1

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
 

○「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合計すると、79.1％の人が援助する

ほうがよいと回答しています。 

○前回調査と比べると、「そう思う」が大きく増加する結果となっています。 

 

 

(4)行政は、外国人が日本の言語や文化を学べるよう援助するほうがよい 

 

55.6

32.8

37.4

47.6 10.0 5.5

2.3

4.2

3.3 1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
 

○「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合計すると、93.0％の人が援助する

ほうがよいと回答しています。 

○前回調査と比べると、「そう思う」が大きく増加する結果となっています。 
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(5)外国人は、日本の言語や文化を身につけるために努力したほうがよい 

 

30.1

28.6

56.6

51.8

10.3

11.6 5.1

2.9

2.0
1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
 

○「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合計すると、86.7％の人が努力した

ほうがよいと回答しています。 

○前回調査と比べると、「どちらかといえばそう思う」が増加する結果となっています。 

 

 

(6)外国人は、地域の活動に積極的に参加するほうがよい 

 

13.2

14.8

64.2

56.6

16.2

15.1 7.16.4

5.0 1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
 

○「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合計すると、77.4％の人が参加する

ほうがよいと回答しています。 

○前回調査と比べると、「どちらかといえばそう思う」が増加する結果となっています。 

 

 

(7)外国人は、日本社会にとけこむよう日本の習慣やルールを学ぶほうがよい 

 

29.5

30.9

61.6

54.7

6.0

5.1 6.4
2.9

2.3

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
 

○「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合計すると、91.1％の人が学ぶほう

がよいと回答しています。 

○前回調査と比べると、「どちらかといえばそう思う」が増加する結果となっています。 
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J-Q20.豊中市は、外国人市民にとって住みよいまちだと思いますか。 

（１つ選んでください） 

 

7.6

9.6

40.4

28.6

9.9 40.1

57.6
0.6

0.6

1.7

2.9

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない 無回答

 

○「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合計すると、48.0％の人が住みよい

まちだと回答しています。 

○前回調査と比べると、「わからない」が大きく減少し、「どちらかといえばそう思う」

が増加する結果となっています。 

 

 

 

J-Q21.あなたは、外国人には、日本社会での生活のしづらさがあると思いますか。 

（１つ選んでください） 

 

66.2

56.3

10.3

14.1

21.9

27.0 2.6

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

そう思う そうは思わない わからない 無回答

 

○「そう思う」という人が66.2％を占めています。 

○前回調査と比べると、「そう思う」が増加する結果となっています。 
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J-Q21-1.あなたは、外国人が日本でのくらしで次のようなことがあると思いますか。

（お考えに近いものを５つまで選んでください） 

〔Q21 外国人には日本社会での生活のしづらさがあると思う人が回答〕 

 

76.0

33.0

22.5

17.0

16.5

4.5

1.5

1.5

0.0

71.4

29.1

29.7

39.4

32.0

24.0

21.7

17.1

5.7

5.7

1.1

35.0

28.0

35.5

44.5

17.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

文化や習慣の違いが理解されない

同じ仕事をしていても日本人より賃金が低いなど、労働条件が
悪い

外国人であることを理由に、住宅の購入や入居を断られる

肌の色や服装、宗教、国籍などのちがいを理由にひどいことを言
われる

外国人であることを理由に、就職活動をしても採用されない

外国人の意見が政治に反映されていない

公の場で外国人に対するヘイトスピーチやヘイトデモが行われる

地域や職場で仲間外れや無視されたりする

外国人であることを理由に、年金や保険などで不利益を受けて
いる

外国人であることを理由に、結婚を断られる

生活や仕事をするうえで、日本人のような名前（通名）を使うこと
を求められる

その他

ない

無回答

(%)

今回調査(n=200)

前回調査(n=175)

 

○外国人には日本社会での生活のしづらさがあると思う人にどのようなことがあると思う

か尋ねたところ、「文化や習慣の違いが理解されない」が76.0％と最も多く、次いで「同

じ仕事をしていても日本人より賃金が低いなど、労働条件が悪い」が44.5％、「外国人で

あることを理由に、住宅の購入や入居を断られる」が35.5％などと続いています。 

○前回調査と比べると、「同じ仕事をしていても日本人より賃金が低いなど、労働条件が

悪い」が大きく増加しています。一方、「肌の色や服装、宗教、国籍などのちがいを理

由にひどいことを言われる」や「外国人であることを理由に、年金や保険などで不利

益を受けている」などでは減少する結果となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・海外というよりはその人自身によるところが大きい。 

・日本に住むなら日本のルールに従うべき。 
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J-Q22.豊中市では、行政や市民活動団体が、外国人市民と日本人市民の交流活動や、

外国人市民への支援活動を実施しています。あなたは、次にあげる活動に参加したこ

とがありますか。（(1)～(6)についてそれぞれ１つ選んでください） 

(1)多文化共生や国際理解・国際交流をテーマとする講座・学習会・セミナー 

 

7.3

3.2

26.5

23.8

65.2

67.2 5.8

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

参加したことがある 知っているが参加したことはない 活動のことを知らない 無回答
 

 

(2)外国人との交流を目的としたイベントやお祭り・交流会 

 

8.9

4.8

26.2

24.4

64.2

63.7 7.1

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

参加したことがある 知っているが参加したことはない 活動のことを知らない 無回答
 

 

(3)外国の文化や風俗・風習などの体験（芸能、衣服、食事など） 

 

8.6 23.8

21.5

66.6

67.5
2.9

8.0

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

参加したことがある 知っているが参加したことはない 活動のことを知らない 無回答
 

 

(4)学校教育での多文化共生や国際理解・国際交流をテーマとする授業 

 

10.3 26.2

16.4

62.9

71.7
3.2

8.7

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

参加したことがある 知っているが参加したことはない 活動のことを知らない 無回答
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(5)日本語ボランティアや通訳など外国人の言葉のサポート 

 

5.3 27.2

22.8

66.6

67.5
1.0

8.7

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

参加したことがある 知っているが参加したことはない 活動のことを知らない 無回答
 

 

(6)外国人の生活上の悩みごとに対する相談などの支援活動 

 

25.8

20.6

71.2

69.1
1.6

2.6

8.7

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

参加したことがある 知っているが参加したことはない 活動のことを知らない 無回答
 

○各項目とも「参加したことがある」と回答した人は概ね１割以下にとどまっており、

「参加したことがある」と「知っているが参加したことはない」を合計した周知度も、

３割前後という結果となっています。(6)外国人の生活上の悩みごとに対する相談など

の支援活動では、「参加したことがある」は2.6％、周知度も28.4％にとどまっていま

す。 

○前回調査と比べると、「参加したことがある」「知っているが参加したことはない」と

もに増加し、参加経験も周知度も増加する結果となっています。 
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J-Q23.外国人市民と日本人市民の交流活動や、外国人市民への支援活動で、あなたが

今後、関心のあるものはありますか。（いくつでも選んでください） 

 

43.4

23.5

1.0

1.0

40.8

40.2

32.2

30.9

30.9

31.5

34.4

13.2

26.2

23.2

27.5

41.1

19.9

0 10 20 30 40 50 60

外国人との交流を目的としたイベントやお祭り・交流会

外国の文化や風俗・風習などの体験（芸能、衣服、食事など）

日本語ボランティアや通訳など外国人の言葉のサポート

外国人の生活上の悩みごとに対する相談などの支援活動

多文化共生や国際理解・国際交流をテーマとする講座・学習
会・セミナー

学校教育での多文化共生や国際理解・国際交流をテーマとす
る授業

その他

関心のあるものはない

無回答

(%)

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

 

○「外国人との交流を目的としたイベントやお祭り・交流会」が43.3％と最も多く、次

いで「外国の文化や風俗・風習などの体験（芸能、衣服、食事など）」が41.1％、「日

本語ボランティアや通訳など外国人の言葉のサポート」が27.5％などと続いています。 

○前回調査と比べると、「関心のあるものはない」は大きく減少していますが、同時に

「日本語ボランティアや通訳など外国人の言葉のサポート」「外国人の生活上の悩みご

とに対する相談などの支援活動」「多文化共生や国際理解・国際交流をテーマとする講

座・学習会・セミナー」「学校教育での多文化共生や国際理解・国際交流をテーマとす

る授業」などへの関心も減少する結果となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・子どもたちの学習サポート 
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J-Q24.豊中市では、世界の多様な文化や人々との相互理解を深め、人権尊重を基調と

した住民主体の国際交流活動をすすめるため、「とよなか国際交流センター」（豊中駅

前）を設置していますが、あなたはこの施設を知っていますか。（１つ選んでくださ

い） 

 

34.1

18.2

32.4

51.2

48.9

38.9

25.0

23.3

28.0

65.2

79.5

67.6

48.8

51.1

58.3

75.0

76.7

100.0

68.5 3.5

2.8

2.3

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

北東部(n=44)

北中部(n=68)

北西部(n=43)

中部(n=45)

中東部(n=36)

中西部(n=28)

南部(n=30)

わからない(n=5)

前回調査(n=311)

知っている 知らない 無回答

 

○「知らない」が65.2％を占め、認知度は34.1％となっています。 

○居住地域別にみると、「知っている」人は女性で43.3％、北西部で51.2％、中部で

48.9％、外国人とのつきあいのある人で44.6％と多くなっています。また、「知らな

い」人は男性で79.5％と多くみられます。 

○前回調査と比べると、「知っている」が増加しています。 
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J-Q24-1.「とよなか国際交流センター」が行っている交流イベントや講座などへ参加

したり、貸し館の利用をしたことがありますか。（いくつでも選んでください） 

〔Q24 「とよなか国際交流センター」を知っている人が回答〕 

 

24.3

12.6

63.1

9.2

6.9

6.9

17.2

6.9

3.4

69.0

4.6

14.6

0.0

16.5

18.4

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

国際交流に関する情報提供について（お知らせ・ニュースレター、
ホームページによる情報提供、書籍・新聞・雑誌のコーナーなど）

在住外国人支援および相談事業（多文化子ども保育事業、外
国にルーツをもつ子どもたちの母語・学習支援事業、韓国・朝鮮

ことばとあそびのつどい、日本語活動事業など）

国際理解のための講座など（ボランティア研修事業、国際理解
講座・セミナー、学習会、講演会、ワークショップなど）

会議室などの貸出し

国際交流活動への住民参加の促進（市民活動中間支援組織
共同デスク、留学生・ホストファミリー事業など）

その他

利用したことはない

無回答

(%)

今回調査(n=103)

前回調査(n=87)

 

○「とよなか国際交流センター」を知っている人に交流イベントや講座などへ参加した

り、貸し館の利用をしたことがあるか尋ねたところ、「利用したことはない」が63.1％

を占める結果となっています。利用経験としては、「国際交流に関する情報提供につい

て」が24.3％と最も多く、次いで「在住外国人支援および相談事業」が18.4％、「国際

理解のための講座など」が16.5％などと続いています。 

○前回調査と比べると、上位の３項目とも大きく増加する結果となっています。 

 

 



120 

J-Q25.異なる文化や価値観を認めあい、支えあって、ともに地域で暮らす「多文化共

生のまちづくり」に向けて、豊中市は、今後どのような取組み（施策・事業）に力を

入れたらよいと思いますか。（お考えに近いものを５つまで選んでください） 

 

61.3

28.8

25.8

22.2

19.9

14.6

12.6

11.9

5.6

2.0

4.6

0.3

51.1

41.5

44.4

27.3

31.5

15.4

28.0

31.8

28.3

27.7

26.0

11.9

12.9

1.6

4.2

6.4

30.8

27.8

43.0

49.7

23.5

0 10 20 30 40 50 60

外国人市民がいろいろな相談をしやすくする

外国人市民の子どもがしっかり学べるようにする

日本語を学ぶ外国人市民を支援する

市役所や道路・建物などの日本語以外の言語による案内を増
やす

外国人市民が病院や福祉サービスを利用しやすくする

外国人市民が働く場を増やしたり、働きやすくしたりする

印刷物やSNSなど、日本語以外のいろいろな言語による案内を
増やす

日本の文化や生活習慣を教える教室などを開く

いろんな国の人や文化、習慣の違いについて、日本人市民の理
解を深める

外国人市民へのいじめや差別などをなくすための取組みをしっかり
行う

異なる文化、国籍をもつ市民同士が交流する機会を増やす

外国人市民に関わる施策や制度を改善したり、手続きをしやす
くしたりする

外国人市民が意見を言ったり、まちづくりに参加したりできるよう
にする

外国人市民が自国の文化やことばを保持できるようにする

その他

特に力を入れるべき取組みはない

無回答

(%)

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

 

○「外国人市民がいろいろな相談をしやすくする」が61.3％と最も多く、次いで「外国

人市民の子どもがしっかり学べるようにする」が49.7％、「日本語を学ぶ外国人市民を

支援する」が43.0％などと続いています。 

○前回調査と比べると、「外国人市民がいろいろな相談をしやすくする」「外国人市民の

子どもがしっかり学べるようにする」「外国人市民が働く場を増やしたり、働きやすく

したりする」などで増加している一方、「日本の文化や生活習慣を教える教室などを開

く」「いろんな国の人や文化、習慣の違いについて、日本人市民の理解を深める」「外
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国人市民へのいじめや差別などをなくすための取組みをしっかり行う」「異なる文化、

国籍をもつ市民同士が交流する機会を増やす」などといった項目では大きく減少する

結果となっています。 

 

◆選択肢「その他」の記述内容 

・日本人も外国人も共に相談しやすい環境を作る必要がある。 

・コミュニケーションの手段としての英会話教育を全世代に対して行う。 

・海外の方で日本に来たい方は自ずと渡航するだろうが、来たくても来れないウクラ

イナなどの女性や子どもを受け入れる体制や姿勢がまったく見えない。 

・外国籍の方の本国での日本人の扱いと同様で良い。日本人が海外での医療費が高い

国は日本でも高く、国家間で差があるのであれば、そのまま適用すれば良い。よっ

て国籍ごとに規則を決めるべき。 

・他国はそのような取組みしているのか。 

・共に暮らす必要はない。 
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５ 自由記述意見 

J-Q26.「多文化共生のまちづくり」に向けて、あなたが日ごろ感じていること、取り

組む必要があると思うことを自由に書いてください。（外国人市民に取り組んでほし

いこと、日本人市民や企業などが取り組むべきだと思われることなど） 

○回答フォーム末尾の自由回答意見には111人の方から記述がありました。 

 

【多文化共生への意識について】 

・日本の文化や習慣、考え方をよく知ってもらい、また日本人側も外国の方の国や文化

のことを理解し、お互いを尊重しながらもそれぞれが守るべき自尊心を保てるよう、

どちらかに偏らないようバランスよく共生できる環境を整えられることを望みます。 

・外国の方へだけでなく、日本人同士にも言えることですが、お互いに相手を思いやる

気持ちを持って接することが大切ではないかなと思います。 

・大人も子どももいろいろな国の文化を理解して、尊重できる意識をかんようする取組

みが必要。 

・お互いの言語、文化、風習などを学びあう場を設けて、市民と外国の方々に参加を促

す。早いうちに知識を得るために学校で授業を行う。 

・お互いの文化の違いの理解を深める場へ気軽に参加できればよいと思う。それでわか

りあえることが増えるとお互いにとって良いことだと思う。 

・まずは事実を知ることから始める。一方だけでなく相互理解を深める。 

・互いのリスペクト 

・子どもたちが幼少期から多様な文化や価値観に触れることは大切だと思います。学校

教育の中でもっと多文化共生教育の取組みを進めていただきたいです。その中でも最

近の状況だけでなく、在日コリアンに関する学習もしっかり進めていくべきだと感じ

ています。せっかく国際交流協会があるので、学校や地域のさまざまな団体とつなが

ってより良い活動を展開し、多文化共生のまちづくりを進めてほしいと感じています。 

・自分のすぐ近所に外国人が住んでいることを地域に住む皆が知る必要がある。『見えな

い者』として扱わず、共に市民活動を行う仲間として協力できるつながり（システ

ム）を作っていかなければならない。「多様な考え方や価値観があるのが当たり前」と

いうことや、「メディアリテラシー」など…を、将来を担う子どもたちにはしっかりと

学校で体系的に学べるようにしてほしい。 

・共生は仲良くすることではなく矛盾や対立、相違があるままに共存することだと思い

ます。 

・多文化共生と日本文化の良さを、共存させることが重要。安易に取り入れることには

リスクを感じる。 

・外国人や日本人とか大げさに考えず人間対人間で困っている人がいれば助けようとす

るだろうし、また助けてもらうだろうし、わからないことは教えあえばいいだけで国

籍は関係ない。 
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・みんな仲良く 

・最近外国人の姿を見ることが、多くなってきました。ご近所さんとしてのおつきあい

ができるようにサポートを積極的に行うこと、学校でも見落とされがちな子どもたち

の学習サポートや居場所づくりを地域の中で行っていきたいです。市民の力のみに頼

るのではなく、行政との協働が必要だと思っています。 

・日本人の思考をもっとインターナショナル化する教育や活動を広める。 

・日本人も外国人も互いの文化や習慣を理解しあうことが大切である。日本の人口減の

問題に対しては外国人を受け入れていくしかないと思う。 

・日本人同士でも違うことをまず受け入れた方がいい。 

 

【偏見・差別について】 

・国籍によっても、偏見が生まれがちなところがあると思う。そういう考え方がなくな

ればよいと思う。 

・日本にすんでいる外国人が不当な扱いを受けないよう社会制度を整える。医療保険や

労働において。 

・学校は外国人に対する差別にしっかりと取り組む。学校は外国人に対する差別につい

て、子ども同士の言い争いといった感じでうやむやにするのではなく、何がいけない

のか、子どもたちが理解できるようにしっかりと取り組む。学校の先生に対して、外

国人に対する差別をスルーしないための研修をしっかりと行う。行政が中心となって、

多様性を大事にできるようになってはじめて、日本人も含めて一人ひとりの違いを大

切にできること、自己肯定感を大事にできることを広く地域社会に伝えていく。 

・外国人もどうぞ平等に扱ってください。 

・ヘイトスピーチの取り締まりや異文化理解の深め方の周知。 

・日本企業、社会。家族は、差別をなくすこと。 

・私自身帰国子女で中学から日本に住み始め、最初は日本語も喋れませんでした。文化

の違いもあり電車や公の場でジロジロと白い目で見られたりするのがたまらなく嫌で、

他にもいろいろと苦しかった。今は外国人も増えてたまに電車で外国語を話している

人がいると嬉しくなります。私は溶け込もうと必死で外国語も喋らなくなり本当にも

ったいないことしたな～と後悔しています。今から住む人には嫌な思いせず暮らして

ほしいなと思います。 

 

【日本の文化や習慣を尊重すべき】 

・日本の文化、習慣を理解してほしい。 

・日本の文化やルールの理解をしてほしい。 

・日本で生きていくなら、日本の文化や生活習慣を知り、合わせる努力も必要。一方、

日本人は、外国人を理解し、生活しやすいような社会の仕組みをつくる。日本のマナ

ーをきちんと伝える。日本人は外国人に遠慮しがちなので、やっていいこと、悪いこ

とはきちんと伝えるべき。マナーのない外国人とはつきあいたくない。 

・外国人市民は日本の文化を学び、尊重すべきです。自国の文化ばかりを押し付けるの
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はだめだと思います。日本人市民は外国人市民の困っていることや解決策を一緒に考

えてあげることが大事だと思います。 

・日本に住む外国人も、郷に入れば郷に従え、英語のことわざにもあることからこのこ

とは万国共通だと思う。お互いが住みやすい生活を送るには、日本の習慣、ルールを

教える機会が必要だと思う。 

・外国人でも日本に住むからには日本のルール（法律も含む）を知って、それを尊重す

るべき。 

・間違った文化を当たり前と思わない、日本の文化、ルールを受け入れてもらうこと。 

・外国人は日本文化、言語に慣れること。 

・外国人は日本に住む以上、日本の文化を学ぶべき。 

・日本語で過ごす以上、勉強しようと思う気持ちを持ってほしい。そのような支援があ

ると役に立つ。 

・各自治会には強制加入とし、定期的に新規転入者に対して説明会などを開くことで地

域に慣れてもらう。 

 

【多言語での対応について】 

・お互いに尊重する姿勢でお互いを受け入れる環境、災害など緊急時に安心してもらえ

る多言語での対応や施策をわかりやすく発信したら良いと思います、賃金や生活水準

を最低限守ってあげてほしい。 

・言語の壁をもっとなくすためのシステムを広く導入すべき。 

・英語圏の人でなくても英語を理解できる人は多いと思うので、英語表示だけでも多く、

いろいろな案内・アナウンスのを増やすと良いと思います。 

・病院、健診、予防接種などのサポートがまだまだ手薄で困ってる方を見受けるが自分

は喋れないので歯痒さがある。通訳やボランティアを活用できるようにしてほしい。 

・食料の禁忌を見分けられるような表記の案内。 

 

【日本語学習について】 

・言葉の壁をなくす取組みが先決では。外国人市民は日本社会や日本の風習に早く溶け

込むことが先決ではと思う。 

・外国ルーツの子どものための日本語学習の保障、母語保持の保障。 

・外国人の日本語クラスだけでなく、日本人が外国語を学ぶ場所が多くなると、自然と

共生のまちづくりになるのではないか。 

・まだ日本語が不得意な子どもに対して、日本語の習得や勉強の支援、ならびにヤング

ケアラー（小さい妹弟の面倒を見ていたり、子ども以上に日本語が不得意な親のケア

をしていたりする）への支援をお願いしたいです。 

 

【日本人の外国語習得について】 

・日本人はもっと外国語を話せるように教育すべきです。 

・やはり言葉の壁が１番の問題だと思うので、お互いが言葉を学べる環境がほしい。 
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・困っている時に、言葉が話せないため、声をかけることを躊躇ってしまう 

・ボランティア活動でいっしょに活動したことがあるが、コミュニケーションに苦労し

た。子育てで苦労している方へのフォローは自分ではできなかった。 

・英語の授業は会話できるようになることを最優先すべきだ。 

 

【交流活動について】 

・日本人と外国人が、お互いの文化を認めあえるようにコミュニケーションがとれる場

所や機会を作る。 

・お互いを理解する機会があればいいのかなと思いますが、イベントなどあっても参加

するのにハードルが高いように感じてしまうので、気楽にできるものがあるといいで

す。 

・多文化の人と接する機会の入口を行政を通して広げてほしい。 

・日本人、外国人関係なく人として交流できることに取り組んでほしい。 

・外国人も日本人も、互いに理解しあえるように、様々な交流の機会を増やす（特に子

ども同士）。 

・交流する機会が必要。 

・いまはスマートフォンもあるので…SNSを利用して、情報を発信し海外の方との気軽な

交流ができるようになればいいと思う。とくに若い世代にどんどん取り組んでほしい。 

・大々的な国際交流のお祭りなどをして、日本人が外国の文化に触れ、より身近な存在

と感じることができればいいと思います。 

・各国の料理を用意した会場などに、日本人も外国人も呼んで一緒にご飯を食べる食事

会をする。交流を深める。 

・お互いの垣根を低くするため、お祭りやイベントを通して、直接会話する機会を増や

す努力！ 

・カジュアルな交流 

・外国人市民も日本人市民も互いに言葉が通じないだろうとまず敬遠してしまうのをや

め、些細なことでも協力できるような環境になることが好ましいと思います。海外出

張の経験から、自分の要求などを満足に外国語で表現することの難しさや不安を実感

しました。日本に住む外国の方も同じような感覚をお持ちではないかと考えます。海

外出張の折、その国の方々が何とか私のつたない言葉を理解しようとしてくれたお陰

で助かった場面が多くあったので外国人市民に対しても日本語話者である我々がしっ

かりとその言葉を受け理解しようとする姿勢で接することで互いの理解も深めていけ

るのではないかと思います。 

・私自身は海外留学経験もあり、外国人に対してあまり壁を感じることがないです。日

常では、今のところ外国人と接する機会はほぼないですが、あれば交流したいです。

外国人も住みやすいまちだと感じてほしいし、子どもたちも自然に外国人を受け入れ

られるように育ってほしいです。日本はまだ外国人と接する機会が少ないので、その

ような機会が増えればよいと思います。 

・交流センターなどの施設が１か所だけでは、使用しにくい。（特に北部からは遠い）海
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外の方の料理教室などあれば、面白いと思います。 

・街中や乗り物の中などで、外国人に積極的に話しかける。 

・初めて取り組んでいる、内容がわかり社会全体があれこれ取り組むことが多いと思い

ます。日本人は、コミュニケーション能力がどちらかというと苦手な人たちが多いと

思います。上手な交流を、日本人が知らない文化を、興味を引くやり方があればと思

います。 

・外国人でも日本人でも老若男女あいさつする習慣や、助けあえる環境の輪を広げたい

と考えます。あいさつは近所でしかしないのが少し寂しい。近所の方以外は余所者感

があるので、外国人ならなおさらだと思う。 

・コロナもあり学校、職場、近所の人とのつきあいなどが余計に少なくなっているので、

外国籍の方たちは余計に住みづらくなっていると想像します。取組みや出会いの場が

あっても興味のある人しか探さないと思うので、誰もが気軽に取り組める仕組みがで

きたらいいなと思います(何か思いつくわけでもないですが…)。 

 

【情報提供について】 

・情報が少なく届いていないと感じます。 

・豊中市のホームページは外国人にとってとても見づらいと感じます。トップページか

ら外国人向けの情報をすぐに見つけることができず、知人の外国人が情報を得るのに

とても苦労していました。とよなか国際交流協会はいろいろな取組みをしていて頑張

っていると思います。もっと市の方もバックアップをしたり、とよなか国際交流協会

の宣伝を積極的にしてもいいのではないでしょうか。 

・行政の窓口で外国人に対してしっかりと情報提供をする。千里や庄内の出張所でも外

国人に対してしっかりと情報提供をする。 

・ある特定の施設や窓口などに問い合わせて初めて知りたい情報を得ることができるので

はなく、行政のWeb上で知りたい情報にアクセスでき、相談予約や意見を伝えることが可

能なシステム（多言語に対応）があれば、より日本人との交流機会が増え、相互理解が

深まると考えます。そのようなシステム開発に取り組むべきではないでしょうか。 

 

【相談窓口について】 

・外国人市民が気軽に相談できるような窓口を作る。 

・人種に分け隔てなくて共生するためにお互いに認めあえたらと思ってます。困った時

に相談できるところをもっと、アピールする必要があるのかなと思います。 

・知らない国で生活するのは大変なことだと思うので、きちんと支援してくれる場所、

連絡できる窓口などを増やすなどがいいと思います。まだまだ外国人に偏見を持たれ

る方が多いと思うので残念です。 

・以前、子どもの友人が外国人の子どもと誤解が生じ、いじめたみたいに受け取られて

傷ついたことがありました。先生も入って話しあっても、なかなか外国人保護者に理

解してもらえず、大変だったようでした。個人的にも相談できる場所等を周知したり

して、お互いの理解が進んで行くと良いと思います。 
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【日常生活の困りごとについて】 

・治安の良さを維持することが重要と感じます（日本人、外国人問わず）。 

・犯罪の抑止、仕事外での行動の規制。 

・外国人専用の施設を増やす。 

・個人のアイディンティティとして母国の文化、ルールは大事だと思いますが住んでい

る所のルール（交通やゴミ捨てなど）は守ってほしい。 

 

【労働環境について】 

・外国人労働者の賃金を上げた方が良いと思う。 

・外国人市民が仕事をしやすい環境を作るべき。 

・賃金の改善、差別の改善。 

・単に労働力不足を補うために外国の人たちを利用するのは反対です。 

・外国人を雇用している企業がちゃんと支援をする。外国人を雇用している企業がちゃ

んと支援ができるように行政がサポート・情報提供をする。外国人だけが頑張るので

はなく、学校全体で多文化理解・国際理解の取組みを進める。 

 

【市の取組みについて】 

・外国市民が、日本人同様生活できるよう取り組むべき。 

・市が外国の方々へのどのような活動、支援を行っているか知らなかった。自分にも手

伝えることがあれば参加させていただきたいが、そのような募集など目にすることも

なかった。市も外国の方々へのボランティア支援など、もっとアピールすべきだと思

う。日本は島国であるため、外国人を受け入れづらいところがまだまだあると思うが、

私たちが関わる姿勢を見せていけば、特別視する人たちの考え方も変わっていくので

はないかと思う。 

・「多文化共生のまちづくり」というスローガンを行政が本質から理解し、政策に取り込

んでほしい（豊中市は相対的に頑張ってくれてるとは思うが）。 

・行政が行っている支援や取組みが、広く市民に知られるようにすることや、一緒に何

かに取り組む機会の創出をお願いしたいです。 

・外国人市民の意見をより反映しやすい市政づくり。 

・大勢の豊中市民が多文化共生のまちづくりについて知らないと思うので、やるならど

の地域もわかるように取り組んでほしい。 

・外国人も日本人も、差別なく楽しく暮らせる豊中市に期待します。周りに、外国人の

知り合いはないですが、頑張ってほしいです。 

・外国人の子どもが楽しく安心して学校に通えるように、親に対する支援を充実させて

ほしい。 

・海外の方はその人自身の資質によるところが大きく、日本人より日本人らしい素晴ら

しい人も多く（逆も然り）、共存を望む人は必然と周りと協調して生活しているので問

題がないように思う（当マンションでは）それよりも日本に来たくても来れない人

（ウクライナの方）などの受け入れ支援を厚くするなどの方が、まちが明るくなるよ
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うに思います。また日本文化のアニメがきっかけで留学する方も多いので、その分野

で何か企画やイベントで交流した方が言語の壁を越えられると感じます。 

・行政がすべきことはその根底である人権保障を整え推進することです。その法整備と

予算を付けること。交流と人権保障の観点が混同する質問項目が散見されます。今一

度根本を整理されてはいかがでしょうか。 

・まず、難民や移民をもっと受け入れてほしいと思います。申請が通る前でも、働くこ

とができるようにしてあげてほしい。日本が好きで来てるのだから。暮らせるように

してあげるのは日本人として、当たり前のことです。優しくしてあげてほしいです。 

・豊中市に外国人の方がお一人で住む印象がありませんでした。日本人と国際結婚して

住んでる人の方が多いというイメージです。北摂エリア豊中市というブランドがあり

ますが、やはり生活や子育てがしやすいからだと思います。国際結婚ではなく外国人

ファミリーにも豊中市は住みやすいと思ってもらいたいです。ただ、なぜ多文化共生

が必要なのか。良いと思えば住んでるだろうし、わざわざ呼びこまなくても良いと思

う。必要な人に必要なことをサポートできる行政であってほしいし、そういう人であ

りたい。 

・自然と交流できれば仕事で来日、小学生だけでなく家族のサポートも必要だが。 

・いろんな人々がある中で豊中市は頑張っていると思う。 

・医療関係、学校関係の充実 

・日本国籍を取得しなくて選挙権が持てること！ 

・移民受け入れ拡充や外国人参政権につながるような動きはまったく歓迎しない。外国

人の生活向上のために税金を投じる余裕があるのなら、自国内で生活に苦しんでる日

本人のために使うことを優先すべき。多文化共生とか、個人的にはどうでもいい。 

・市役所から遠いところにも手を出して。 

 

【その他】 

・豊中市が取り組んでいることで自分自身が知らないことが多いので、もっと関心を持

つことが必要だと感じました。 

・普段の生活で外国人市民に接することがあまりなくよくわからない。 

・多文化共生のまちづくりに関しては特にない。ただ、豊中市民（日本人）に関して取

り組んでほしい。 

・外国人が必要とすることを手助けすることは必要だと思いますが、合う、合わないは

どの国にもあると思います。無理やり、押し付けは良くないと思います。 

・あまり近所で海外の人を見かけたことがない。 

・日頃、豊中市では特に外国人市民と出会うことがないため、何も感じていません。 

・外国の人と接しないので特に多文化共生に関心がありません。 

・無理に多文化共生のまちづくりに取り組まなくても良い。私が納めた税金を無駄に使

わないでほしい。 

・日本人の雇用をしっかり守る。その上でないと、他国は受け入れられない。外国語は

話さないと身につかないから、交流は増やせばいいが、働かない外国人は国へ帰って
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もらう方がいい。福祉や雇用を外国人のために分配するのは間違っている。 

・日本人同士でもそうですが、互いに迷惑をかけないようにすれば、共生のまちづくり

は可能だと思います。仲が悪くなるようなことをしないのが肝要で、仲良くする必要

があるとは思いません。 

・日本が外国人ではなく、外国籍の方を受け入れるのが、国益なのであれば受け入れる

べき。外国籍の方が日本での利益だけを求めるので有ればWINWINではないので、何も

しなくてもいい。結論、日本の利益が外国籍の方を受け入れるリスクと等々か上回ら

なければ、受け入れる必要はない。共生なので、どちらかだけが得するのは共生では

ないので。 

・日本をもっとわかろうとする人以外は来るべきではない。 

・外国人と一括りにしないでください。このアンケートがナンセンス。ロシア、中国、

北朝鮮。 

・歴史的に100年４世代で文化の乗っ取りが可能である。長期的な視点からのどのような

リスクが想定されているのか。慎重すぎるぐらいでよいと思っています。 

・snsやYouTube等で実際に活動、活躍している外国人のことを知る。 
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回答者の属性、日本での在住期間・形態、 

日本語能力などについて 

関西大学 名誉教授 石元
いしもと

 清
きよ

英
ひで

 

調査方法 

2022年に実施した「多文化共生に関する市民アンケート調査」（以下、「今回調査」とい

う）は、Web調査（インターネットを利用したアンケート調査）を基本として行われた。2012

年に実施された前回調査は、調査対象者に調査票を郵送し、調査対象者が記入した調査票を

返信用封筒で返送してもらうという郵送法で行われたが、今回調査では調査対象者にＱＲコ

ードとホームページのアドレスを印刷した「豊中市多文化共生に関するアンケートへの協力

のお願い」という依頼文（日本語を含め、８か国語）を郵送し、Web調査への協力をお願いし

た。ただ、Web調査に不慣れな調査対象者がいると考えられるので、スマートフォンやコンピ

ューターなどでの回答を手伝ってほしい場合や、紙の調査票に記入して回答したい場合は、

公益財団法人とよなか国際交流協会に問い合わせてほしい旨、依頼文に明記し、問い合わせ

先の電話番号とメールアドレスを示した。また、アンケート（調査票）で用いた言語は、前

回調査が日本語、中国語、韓国・朝鮮語、スペイン語、英語の５か国語であったが、今回調

査では、それに加えてベトナム語、ネパール語、インドネシア語の８か国語とした。 

 

回答者の属性 

こうした調査方法の変更は、前回調査に比べて回答者の属性に大きな変化をもたらしたと

いえる。 

まず第１に、年齢構成である。前回調査では、回答者に占める50歳未満の割合は62.2％、

50歳以上の割合は30.6％であったが、今回調査では順に81.6％、18.2％と、50歳未満が増加

し、50歳以上が減少した（12ページのF-Q2の図）。今回調査では、問い合わせがあった場合に

調査票を郵送するという対応をとったとはいえ、Web調査に不慣れではあるが、紙の調査票を

取り寄せることまではしなかったという50歳以上の調査対象者が多くいたものと考えられる。 

今回調査の有効回収率は25.7％であったが、これを年齢別にみると、18～29歳26.4％、30

～39歳33.0％、40～49歳32.4％、50～59歳21.3％、60～69歳16.6％、70歳以上6.8％であり、

50歳未満の有効回収率が高くなっている。郵送法による調査の場合、有効回収率は60～69歳

が最も高く、年齢が若くなるほど低下するという傾向が一般にみられるが、今回調査がWeb調

査を主としたものであったため、50歳以上で年齢が高くなるにつれ有効回収率が低下してい

るのであろう。 

Ⅴ 調査結果の分析及び考察 
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第２に、国籍・地域の構成の変化である。使用言語を増やしたことにより、「ベトナム」が

前回調査の1.7％から今回調査では14.8％に増加した。同様に「インドネシア」も1.7％から

3.6％に増加し、前回調査では該当なしであった「ネパール」が9.2％となった。一方、「韓

国・朝鮮」の割合は半減しているが、韓国・朝鮮籍の人たちは、ニューカマーの外国人市民

とは異なり、高齢者が多い（日本人市民の年齢構成に近い）ために、調査方法の変更により、

「韓国・朝鮮」の大幅な減少につながったと考えられる。 

また、「中国」の割合が上昇しているが、これは中国籍市民の増加によるものとみられる。

そして、前回、該当なしであった「台湾」と「インド」がそれぞれ2.6％、1.8％となってい

るのは、調査方法をWeb調査としたことによるのかもしれない。 

調査方法の変更と使用言語の増加は、調査への回答言語の変化にもつながった。今回調査

では、新たに使用言語としたベトナム語、ネパール語、インドネシア語で回答した人が合わ

せて25％を占める。そして、前回調査では61.8％であった日本語が今回調査では32.3％と、

半減している。前回、日本語で回答した人の多くは韓国・朝鮮籍の人たちであると考えられ

るが、今回、Web調査となったために回答しなかった韓国・朝鮮籍の人たち（主として50歳以

上の人たち）が多かったのであろう。 

また、日本語による回答の減少については、前回調査で使用言語にベトナム語、ネパール

語、インドネシア語がなかったため、日本語で回答したという人たちのなかで、今回調査で

はベトナム語、ネパール語、インドネシア語で回答したというケースがあるものと考えられ

る。同様のことは、英語の減少についても指摘できる。 

前回調査では各設問で「無回答」が多くあがったが（たとえば、F-Q6の豊中市での居住年

数では16.1％、F-Q10の一緒に住んでいる人に日本語を話せる人がいるかという問いでは

18.5％など）、今回調査で「無回答」が非常に少なくなっているのは、母語で回答する人が増

えたことと関係していると考えられる。 

以上のように、今回調査では前回調査に比べて回答者の属性に大きな変化があった。その

ため、前回調査との比較にあたっては、こうした変化を踏まえた考察を行う必要があるとい

える。 

 

日本での居住期間 

つぎに、F-Q19までの設問に関して、調査結果にみられる特徴について、みていくことにす

る。 

日本での居住年数についてみると（13ページのF-Q5の図）、前回調査に比べて「20年以上」

が36.3％から21.6％へと減少し、「5年から9年」（10.6％から24.4％）と「1年未満」（4.6％か

ら13.2％）が増加している。調査方法の変更により、居住年数の長い韓国・朝鮮籍の高齢者

からの回答が減少し、使用言語を増やしたことにより、居住年数の短い外国人市民からの回

答が増加したといえる。なお、今回調査でも韓国・朝鮮籍市民の、日本での居住年数「20年
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以上」の割合は67.1％であった。 

居住年数の短い外国人市民からの回答が増えたことは、生まれたところはどこかを問うた

F-Q3で、「日本で生まれ育った」の割合が前回調査の29.3％から今回調査では10.8％へと大幅

に減少していることにもあらわれている。 

 

在留資格 

在留資格についてみると（17ページのF-Q8の図）、「永住者」と「特別永住者」が減少し、

「技術・人文知識・国際業務」や「研修・技能実習」「家族滞在」などが増加している。これ

についても、調査方法の変更により、「永住者」と「特別永住者」の高齢者からの回答が減り、

使用言語の追加によって就労などで来日した滞在年数の短い外国人市民からの回答が増えた

ものと考えられる。また、「留学」が減少しているのは、新型コロナウイルス感染が影響して

いるのであろう。なお、「特定技能」「技能」「定住者」「特定活動」については、在留資格の

制度変更により、今回調査で新たに加えられた資格である。 

 

誰と住んでいるのか 

F-Q9の「誰と一緒に住んでいますか」という問いで、「家族」と回答したのは63.1％（316

人）、「ひとりで住んでいる」と回答したのは22.6％（113人）であった。家族と一緒に住んで

いる人（以下、「家族」という）と、ひとりで住んでいる人（以下、「ひとり」という）を比

べると、F-Q27の「あなたは、地震や台風などの災害がおきたときに、どこに逃げたらいいの

かを知っていますか」に対して、「知っている」と回答したのは「家族」58.5％、「ひとり」

40.7％、F-Q29の「あなたは、あなたが住んでいるまちの人たちと、つきあいがありますか」

に対し、「ある」と回答したのは「家族」64.9％、「ひとり」43.4％、F-Q38の「あなたは、豊

中駅前にある『とよなか国際交流センター』に行ったり、センターの事業に参加したり、サ

ービスを使ったことがありますか」に対し、「センターに行ったり、センターの事業に参加し

たり、サービスを使ったことがある」と回答したのは「家族」34.5％、「ひとり」15.0％であ

った。 

このように、家族と一緒に住んでいる人に比べて、ひとりで住んでいる外国人市民は、自

分の住んでいるまちの人とのつきあいがあるという人が少なく、災害時の避難場所を知って

いる人や「とよなか国際交流センター」へ行ったり、サービスを使ったことのある人が少な

いのである。また、自分が住んでいるまちの人たちとのつきあいの有無と、「とよなか国際交

流センター」の利用の程度には相関関係がみられ、「とよなか国際交流センターへ行ったり、

センターの事業に参加したり、サービスを使ったことがある」と回答した割合は、自分が住

んでいるまちの人たちとつきあいがある人で33.4％であるのに対し、つきあいがない人では

19.0％であった。ひとりで住んでいる外国人市民に対しては、さまざまな情報提供をしてい

くと同時に、地域の人たちとの交流を進めていく取組が重要であるといえる。 
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家族について 

パートナーや子どもと一緒に来日したかどうかを問うたF-Q11によると、「一緒に来た」は

44.1％で、「残してきた」は9.2％と少なかった（「パートナーや子どもはいない」は41.1％）。

そして、パートナーや子どもを残してきたと回答した外国人市民にパートナーや子どもを日

本に呼び寄せる予定はあるかと問うと（F-Q11-1）、69.6％が「呼び寄せる予定がある」と回

答している。このように、短期の出稼ぎ型ではなく、比較的長期間の予定で来日している外

国人市民が多いといえる。このことは、日本での生活を終え、出身国・地域に帰国する予定

があるかと問うたF-Q12で、「予定がない」が46.5％と、「予定がある」（19.6％）を大きく上

回っていることにもうかがわれる。 

 

日本語能力について 

日本語についての設問（F-Q13）では、日本語が日本人と同じくらいできると回答したのは、

「話す」「聞く」「書く」「文字を読む」「文章を読む」それぞれについて３割台であった。そ

して、日常会話なら話せたり、聞くことができるのが３割台、簡単な漢字・カタカナ・ひら

がなが書けたり、読めたりするのが４割台、「漢字がまざった簡単な文が読める」が４割弱で

あった（21～23ページのF-Q13の図）。このように、日本語の会話や読み書きに関して、日常

生活を送るうえで特に大きな支障がないと考えられる外国人市民は、約７割ほどであるとい

える。なお、会話や読み書きが「日本人と同じくらいできる」と回答した割合が前回調査に

比べて大きく減少しているが、これは韓国・朝鮮籍の外国人市民からの回答が今回調査で少

なかったためである。 

あなたは日本語を勉強したことがあるかを問うたF-Q14では、「はい」が84.6％、「いいえ」

が14.4％であったが、これを国籍・地域別にみると、ネパール以外の国籍・地域では構成比

に大きな違いがないが、ネパールだけが「はい」47.8％、「いいえ」43.5％と、日本語を勉強

したことがないという回答の多さが目立っている。 

日本で生まれ育った、外国にルーツをもつ子どもたちが父母や祖父母の出身国・地域の言

葉・文化などを学んだり、体験することについて、どう思うのかを問うたF-Q18では、「とて

も大事だと思う」が57.7％と、最も多かった。これを国籍・地域別にみると、「とても大事だ

と思う」の割合は、韓国・朝鮮56.1％、中国50.9％、ベトナム58.1％、ネパール52.2％と、

いずれも50％台で、大きな違いはみられなかった。 

 

自分の国や出身地域の人たちとの交流 

自分の国や出身地域の人たちが集まったり、SNS上で交流することはあるかと問うたF-Q19

では、「よく交流することがある」29.9％、「ときどき交流することがある」38.5％で、７割

近くの外国人市民が自分の国や出身地域の人たちと交流していると回答している。そして、
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「交流はしていない」は14.6％であった。国籍・地域別にみると、「よく交流することがあ

る」の割合が高いのは、中国45.3％、その他のアジア（韓国・朝鮮、中国、ベトナム、ネパ

ール以外のアジア）42.9％で、「交流はしていない」の割合が高かったのは韓国・朝鮮

（40.2％）であった。 

そして、「ほとんど交流することはない」「交流はしていない」と回答した人たちのなかで、

F-Q29の「あなたは、あなたが住んでいるまちの人たちと、つきあいがありますか」という問

いに「ない」と答えたのは81人（16.2％）であった。自分の国や出身地域の人たちだけでは

なく、自分が住んでいるまちの人たちとも、つきあいがないという外国人市民が２割弱いる

のである。この81人についてみると、国籍・地域では、韓国・朝鮮が最も多く（29.6％）、中

国（18.5％）、ベトナム（13.6％）、ネパール（7.4％）がつづく。また、年齢別では、30～39

歳（29.6％）と18～29歳（24.7％）が多くなっている。 

 

日本人市民アンケートについて 

今回調査の外国人市民アンケートでは、Web調査を主とする方法をとったため、郵送法で実

施した前回調査に比べて、有効回収率は50歳未満で高くなり、50歳以上で低くなったことは、

前述したとおりであるが、この点は日本人市民アンケートでも同様である。回答者の年齢別

構成は、前回調査に比べて18～29歳、40～49歳、50～59歳で大幅に増加しているのに対し、

60～69歳と70歳以上では、大幅な減少となっている（87ページのJ-Q2の図）。このように、50

歳未満の構成比が増加したため、職業については、前回調査と比べて、「勤労者（公務員・会

社役員・内職・アルバイトを含む）」が15.9ポイント増加し、「無職（年金生活者を含む）」が

13.4ポイント減少している。 

外国人市民アンケートと同様に、日本人市民アンケートの結果においても、回答者の属性

に大きな変化がみられるので、前回調査との比較にあたっては、こうした変化を踏まえた考

察を行う必要がある。 
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外国人市民の地域での暮らしと行政サービス 

関西外国語大学 広報部 小牧
こ ま き

 規子
の り こ

 

 

今回の調査は、2020年から始まったコロナ禍のなか、国境が一時閉ざされた状態にあった時

期を経た2022年秋に実施された。そのことが、アンケート調査の結果にどのように反映されて

いるのかは、さらに詳細な考察が必要であるが、外国人市民向けのアンケートで「F-Q6.豊中市

にこれまで合わせて何年住んでいますか？」という問いに対して「１年未満」が25.9％と最も

多いことに着目したい。わが国がコロナ禍で閉ざした国境を開いて、外国人の入国を認めて以

後に入国してきた人が比較的多いことを意味している。また、今回の調査では、10年以上居住

している人が減少していることもわかった。これらのことに留意して、外国人市民の地域での

暮らしや豊中市の行政サービスについて、見てみたい。 

 

【外国人市民の地域での暮らし】 

「F-Q21.困ったことがあったとき、あなたはだれ（どこ）に相談していますか」の問いで、

最も多い答えは、「日本にいる家族・親せき」で、「日本人の友だち」「出身国・地域にいる家

族・親せき・友だち」と続く。10年前の前回調査と比べると、日本人の友だちが大きく減少

している。中でも、市内での居住年数が１年未満の人の最も多い回答が「出身国・地域にい

る家族・親せき・友だち」だが、居住年数を重ねるつれ、「日本人の友だち」の割合が増えて

いる。また、「とよなか国際交流センター」と答えた人は13.4％に上り、前回（3.4％）から

大幅にアップした。居住年数が５年から９年の人では20.5％を占めていた。一方で、「市の相

談窓口」と答えた人は7.8％で10年前の（6.5％）とそれほど変わらず利用が少ない。 

 

F-Q21. 困ったことなどがあったとき、あなたはだれ（どこ）に相談していますか。 
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「F-Q22.ふだんの生活で、どんな情報が必要ですか？」の問いには、「税金・年金・保険の

こと」が56.1％、「仕事のこと」47.1％、「病院やくすりのこと」43.1％が上位３位で、いず

れも前回調査より増加している。 

それらの情報をどうやって手に入れているのかというF-Q23の問いで、最も多い回答が「イ

ンターネット」68.9％で前回より22.5ポイントもアップした。「豊中市のホームページ」

23.8％も前回より10.1ポイント上昇した一方で、市の広報紙「とよなか」や「日本語のテレ

ビ・ラジオ」「日本語の新聞や雑誌」は前回調査より減少している。居住年数の短い人ほど、

インターネットに頼る割合が高く、居住年数の長い人ほど「市の広報紙」を挙げる割合が高

い、とりわけ20年以上の人は50.0％が市の広報紙を挙げていた。 

 

F-Q23. どうやって、生活に必要な情報を手にいれていますか。(1) 何から？ 
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また、「だれ、どこから」という問いには、「日本人の友だち」「家族や一緒に住んでいる

人・親せき」「職場や学校」の順となっていた。居住年数の短い人では、「とよなか国際セン

ターの相談窓口」や「外国人をサポートするグループ」を挙げる人が多く、１年未満は「と

よなか国際交流センター」21.2％、「外国人をサポートするグループ」12.1％、１年から２年

では「とよなか国際交流センター」19.6％だった。国籍別ではネパールの人の60.9％が「国

際交流センターの相談窓口」を挙げていたのが目を引いた。 

 

F-Q23. どうやって、生活に必要な情報を手にいれていますか。(2) だれ・どこから？ 
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「F-Q25.病院やくすりで困っていることがありますか」の問いに「ある」と答えた人は

22.4％で前回（36.8％）より減っているが、その内容を聞くと「病気やけがを治せる病院が

どこにあるのかわからない」46.4％、「わかることばで書かれた病院やくすりの情報が少な

い」42.9％となっている。「通訳をしてくれる人を見つけるのがむずかしい」が28.6％で前回

（9.2％）より19.4ポイントも上昇。とりわけベトナム国籍の人の50％が通訳を見つけるのが

むずかしいを挙げていた。 

 

仕事に関することで困っていることを聞いたF-Q26-1-1では、「資格のとり方がわからな

い」22.0％が前回（12.4％）より9.6ポイント上昇。「日本人と給料や扱いがちがう」を挙げ

た人が18.1％いた。 

 

地震や台風などの災害時に、避難場所を知っているかと問うたF-Q27では、知っている人が

52.3％で、前回（45.9％）より増加した。 

 

住んでいるまちの人たちとのつきあいについては（F-Q29）、「ある」とした人は57.9％で、

前回（66.1％）より減っている。「F-Q30.住んでいるまちの人とのつきあいで困っていること

がありますか」で、「ある」という人は18.0％で、前回（63.7％）より大きく減少している。 

ただ、その内容を問うと（F-Q30-1）、「つきあう機会が少ない」54.4％,「言葉がわからず

仲良くなれなれない」43.3％となり、外国人市民が地域でのつきあいが薄いことがうかがえ

る。居住年数が短い人ほど「言葉がわからず仲良くなれない」を挙げている人が多いが、居

住３年から４年の人で最も多かったのは「避けられている感じがする」63.6％だったのが注

目される。 

 

F-Q30-1. 困っていることは何ですか。 
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住んでいるまちの人たちと積極的に交流したいかという問い（F-Q31）では、「交流した

い」68.5％、一方で「交流したいとは思わない」と答えた人が27.5％で、前回（9.6％）より

17.9ポイントも増えている。日本人市民への同様の問い（J-Q16）には、「交流したいと思
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う」と答えた人が69.2％で、「交流したいと思わない」の回答が30.1％と、前回（16.4％）よ

り増えていた。外国人、日本人市民双方とも「交流したいと思わない」との回答が増加して

いるのが気がかりだ。 

 

どのような交流をしたいかという外国人市民への問い（F-Q31-1）には、「日本の文化や習

慣を学びたい」59.5％、「友だちになりたい」56.3％、「住んでいるまちのイベントに一緒に

参加したい」47.2％、「みんなが住みやすいまちになるように、一緒に考えたり活動したりし

たい」37.3％などとなり、いずれの回答も前回より増えている。特に「日本の文化や習慣を

学びたい」は16.3ポイント、「住んでいるまちのイベントに一緒に参加したい」は13.1ポイン

ト、「みんなが住みやすいまちになるよう、一緒に考えたり活動したりしたい」は10.0ポイン

ト前回より増えていた。「日本の文化や習慣を学びたい」は、居住年数が10年未満の人で割合

が高く、「みんな住みよいまちになるように、一緒に考えたり活動したりしたい」は、比較的

安定した在留資格を持つ人が賛同する割合が高かった。 

 

F-Q31-1. どのような交流をしたいと思いますか。 
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一方、日本人市民への同様の問い（J-Q16-1）には、「外国人市民から出身国・地域の文化

や習慣を学びたい」が最も多く65.1％、「友だちになりたい」44.5％、「地域のイベント活動

に一緒に参加したい」38.3％、「外国人市民に日本の文化や習慣を紹介したい」34.4％、「住

みよいまちづくりのための活動を一緒にしたい」33.5％などで、特に「地域のイベント活動

に一緒に参加したい」は前回より13.4ポイント、「住みよいまちづくりのための活動を一緒に

したい」は前回より9.0ポイント増えていた。 

これらの結果から、外国人市民、日本人市民ともに交流の内容が、地域での協調を望んで

いる割合が増えていることが明らかになった。 

 

「F-Q32.あなたがやってみたいものを選んでください」の問いでは、「外国人を支援する活

動」が最も多く39.7％、「住んでいるまちの人と一緒に、まちのために活動すること（そうじ、

おまつりなど）」35.9％、「通訳・翻訳などをして、困っている人を助ける」34.7％と続く。



139 

外国人市民のための活動やまちのための活動への意欲が、前回より大きく増加しており、外

国人市民のまちづくりへの積極的な姿勢がうかがえる。 

 

しかし、上記のような意欲に水を差すような状況にも直面している。日本でのくらしで出

会うことを聞いた質問（F-Q33）では、「文化や習慣のちがいが理解されない」20.4％、「外国

人であることを理由に、家を買うことや借りることをことわられる」18.2％を挙げている。 

同様の質問を日本人市民に聞いた問い（J-Q21-1）には、「文化や習慣のちがいが理解され

ない」76.0％、「同じ仕事をしていても日本人より賃金が低いなど、労働条件が悪い」44.5％、

「外国人であることを理由に、住宅の購入や入居を断られる」35.5％、「肌の色や服装、宗教、

国籍などのちがいを理由にひどいことを言われる」35.0％などとなっており、外国人市民に

比べて日本人市民の方が「あると思う」の回答が多くなっている。この問いの前に「外国人

には、日本社会での生活のしづらさがあると思いますか」の設問があり、「ある」と答えた人

のみの回答のためと思われる。 

 

豊中市は外国人市民にとって住みよいまちかどうかを問う質問（F-Q34）で、「そう思う」

とした人は56.5％で、前回（38.0％）より20ポイント近く増加した。日本人市民への同様の

問い（J-Q20）には、「そう思う」とした人は7.6％、「どちらかといえばそう思う」が40.4％

で、合計48.0％が豊中市は外国人市民にとって住みよいまちだと回答していた。日本人市民

より外国人市民の方が、住みよいまちだと評価していた。 

 

F-Q34.J-Q20. 豊中市は、外国人市民にとって住みよいまちだと思いますか。 
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また、豊中市に住んで、良いと感じることに（F-Q20）については、「電車やバスなど、行

きたい場所に行きやすい」64.9％、「自然環境が良い」55.1％、「犯罪が少なく安心」48.5％、

「買い物がしやすい」47.1％など、外国人市民は概ね豊中市での生活に満足していることが

うかがえた。 

豊中市に住んで良いと感じる点は、日本人市民へのアンケート（J-Q7）でも「交通の便が

良い」73.5％、「治安が良い」60.9％、「買い物がしやすい」53.0％、「自然環境が良い」

44.0％と外国人市民と同様の項目を上位に挙げていた。 
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【外国人市民と行政サービス】 

外国人市民が使った行政サービス（F-Q35）では、「マイナンバーカードをもらう」と「予

防接種をうける」がともに62.7％でトップを占めた。特に「予防接種をうける」が前回

（25.7％）の倍以上となっていた。これは新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が外国

人市民の間でも進んだことが背景にあると推察される。 

 

行政サービスについて、知らなかった人の割合が多いのが、「市民健康診査をうける」

29.5％、「国民健康保険によるサービスをうける」24.9％、「生活保護」21.2％などで、居住

年数の短い人ほどその割合が高かった。 

 

豊中市が提供している日本語ではない言葉で書かれた資料で使ったことがあるものを聞い

た問い（F-Q36）では、「ごみの分け方、出し方早わかりガイド」が最も多く47.1％、次いで

「生活情報冊子『とよなかガイドブック』」34.9％だった。これらの資料について、居住年数

が短い人ほど「役に立った」と答えており、特に２年以下の人は90％を超えていた。こうし

た資料を使わなかった理由として、「知らなかった」を挙げている人が一定数おり、広報紙

「とよなかし からの おしらせ」についての認知度が低かった（27.9％）。 

 

外国人市民が豊中市役所に行って困ったことがあるという問い（F-Q37）には、14.8％が

「ある」と答えている。その内容としては、「どの窓口に行けばよいのかわからない」47.3％

が最も多かったが、そのほかでは「自分の使える言葉の通訳がいない％」37.8％、「自分の使

える言葉で書かれた書類がない」27.0％、「通訳が少ない」24.3％と、言葉の問題を挙げる声

が目立った。とりわけ、居住年数が１年未満の人ではそうした声の割合が高かった。 

 

「とよなか国際交流センター」に関する問い（F-Q38）では、「知らない」と答えた人が半

数近くの43.3％に上っている。在住年数が２年以下の人では「知らない」と答えた人が50％

を超えており、その存在の周知が課題と言えよう。国籍別の利用率では、「タイ」75.0％、

「ネパール」63.0％と、際立っていた。 

センターを利用したことのある人（27.5％）に、どのサービスを利用したかを聞いた問い

（F-Q38-1）に対して、「にほんごの教室」41.7％、「相談サービス」37.6％、「その他のイベ

ント」29.9％の順だった。 
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【まとめ】 

今回の外国人市民へのアンケート結果を見ると、豊中市に住んで１年未満の回答者が増え

ており、そうした居住年数の短い市民へのサービスや情報が届いていない実態がうかがえた。

また、言葉の壁の問題も山積している。外国人市民のアンケートで、豊中市役所の窓口や病

院などで、言葉の問題を挙げる人が多かったことからも推察できる。 

その解消策として多言語情報サービスの提供や機械翻訳装置の配備をさらに進めるととも

に、より細やかな意思疎通が可能になるような体制の整備が必要だ。 

 

外国人市民が困ったとき、頼るのが身近な家族や友人たちを挙げる傾向が強く、公的機関

（市役所やとよなか国際交流センター）を利用する人は少ない。とよなか国際交流センター

の相談窓口と回答した率は前回調査より上がったものの、それでも家族・友人・親せきより

低い。一方で、必要とする情報では「税金・年金・保険のこと」や「仕事のこと」「病院やく

すりのこと」「子育て・教育・学校のこと」「火事や地震のときの対応」を挙げており、公的

機関に求められるニーズは高い。市役所に対しては、「どの窓口に行ったらよいのかわからな

い」の回答が多かったことから、公的機関の認知度をいかに上げるのかを早急に検討する必

要がある。また、市役所の窓口では、転入・入学などの段階でワンストップ対応できる体制

整備が必要だと言えよう。 

 

外国人市民の地域へのかかわりに関する意識のなかで、「住みやすいまちになるよう、一緒

に考えたり活動したりしたい」と答えた人が多かったことに着目したい。また、交流に関し

てやってみたいことでは「外国人支援」や「住んでいるまちの人と一緒にまちのための活

動」を挙げている人も多かった。日本人市民への同様の問いに対する回答にも、外国人市民

を地域の一員としてともに活動したいという回答が増えていた。こうしたことから、外国人

市民を支援の対象としてだけでなく、ともに地域社会を構成している一員であるという意識

の醸成と協働の機会のいっそうの提供が必要である。 
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外国人市民の子育て・教育、 

日本人市民の外国人とのかかわり・多文化共生の考え 

甲南女子大学 国際学部 教授 野崎
の ざ き

 志
し

帆
ほ

 

調査結果についての詳細は別途記載されているため、ここではそれらを網羅的に繰り返すこ

とはせず、中でも結果を読む際に注意が必要な点、結果を分析することで見えてきたこと、ま

た今後に向けて検討すべきことに絞り、言及することにしたい。 

 

【外国人市民アンケート】子育て・教育・学校について 

「子どもの困りごと」に関する認識 

F-Q39-5で「子ども自身が学校で困っていることがある」と回答したのは17.0％、「困っ

たことはない」は前回の57.1％から69.5％に増加した。ただし、前回調査では「無回答」

が26.8％あった。 

F-Q39-5-1にあるように、「困っていること」としては「先生と言葉が通じない（うまく

コミュニケーションがとれない）」（44.1％）が最も多く、次いで「日本語があまりできな

いので、授業がわからない」（38.2％）となっているのは、前回調査と変わらない傾向であ

る。同時に、「宗教上の理由や生活のしかたがちがうから、給食で食べられないものがあ

る」「いじめられる（仲間はずれにされる）」「勉強のしかたが出身国・地域とちがうので、

授業についていけない」の割合が、前回調査から大幅に減少している。 

これらは、あくまでも回答者（親）が把握している「子ども自身が学校で困っているこ

と」である。日本語にハンディのある親が増加していることを踏まえ、回答者が子どもの学

校での困りごとをどの程度正確に把握できているかという点には、注意が必要である。 

 

「子どもの進路」についての考え 

F-Q40にあるように、子どもの進路（複数回答）については、「出身国・地域の教育を受

けさせたい」（9.0％）、「外国人学校やインターナショナルスクール（国際学校）などに行

かせたい」（15.5％）や、「まだわからない」（13.0％）との回答がある一方、「日本の教育

を大学まで受けさせたい」（66.0％）、「日本の教育を高校まで受けさせたい」（21.5％）、

「日本の教育を中学まで受けさせたい」（17.0％）というように、多くの回答に日本で進学

し日本の教育を受けさせようという親の展望が垣間見える。 

日本では高校は義務教育ではないものの、一般的にはほぼ全員が高校進学するようにな

っており、実態としては、日本で安定した収入を得て生活していくために、高校卒業資格

が最低ラインの条件になってきていると言えよう。近年文部科学省においても、外国籍児

童生徒等のキャリア支援の観点から高等学校への進学支援の必要性、そして一般生徒に比

べて外国籍生徒等の高校中退率が明らかに高いことから、進学後の支援の重要性が言及さ
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れるようにもなっている。これらのことを踏まえ、豊中市でも対応を検討していく必要が

あるだろう。 

 

親の困りごと 

親である回答者自身が感じている「困りごと」はどうだろうか。F-Q41の結果の通り、

43.0％の人が子育てや教育・学校のことで困りごとが「ある」と回答しているが、前回調

査と比べると「ない」が増加している（ただし「無回答」が、前回調査では13.2％、今回

調査では2.5％）。一方、F-Q41-1「困ったことや心配したこと」の中では、「子どものこと

を相談できる人や場所がない」「こども園や学校などに入るための手続きがわからない」

「働きたいが、子どもをあずけられない」「こども園や学校などからの連絡の内容がよくわ

からない」などの割合が、前回調査から大きく増加している。自由記述においても次のよ

うな回答があった。 

 

「日本の小中高校に通ったことがないので、日本の学校のことは詳しくわからないこと

が多い。子どもが小学入学の時期、日本人の親にとって当たり前のことですが（例えば、

子どもが授業で使う制作材料の準備（やり方）、入学用品の準備など）、外国人の親には、

学校のお知らせははっきり説明や案内してくれないと、用意できません、または、間違え

ます。そうすると、子どもが恥ずかしくなります。子どもの進学や進路について、情報が

少ないです（内申点などのことはあまりわかりません）。そういう情報を手に入れるのも苦

労しました（原文ママ）」 

 

日本語にハンディのある子育て世帯の外国人市民の割合が増加しているものの、支援が

追いついていない状況があることが推測される。 

また同じ設問で、「子どもに家族や子ども自身の出身国・地域の言葉や文化を伝えること

がむずかしい」（25.6％）という回答が、前回調査と同じく２番目に高い割合を示している。

一般に、受け入れ社会側の対応として後回しになりがちなニーズであるが、豊中市の豊か

な多様性の資源を大切にするという観点からも、検討の余地があるのではないか。 

 

 

【日本人市民アンケート】外国人とのかかわりについて 

現在の「外国人とのつきあい」 

J-Q10で「外国人とのつきあいがある」と回答している人は、前回と同程度であったが、

J-Q10-1を見ると「つきあいがあるとき」として、「仕事や職場」「近所付き合い」が大幅に

増加し、「外国人への支援活動などで」も5ポイント増加している。J-Q10-3では、外国人が

困っているときに「相談にのったり、助けたりしたことがある」は前回調査と比べて約4ポ
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イント増え、J-Q11「あなたの地域や職場などでの外国人とのかかわりで、困った経験があ

る」とする回答は、12ポイント増加する結果となっている。また、J-Q14「外国人とつきあ

うにあたり、壁になっていると感じるものがありますか（複数回答）」の問いに対して、

「そもそも外国人とつきあう機会が少ない」と回答する割合が、前回の36.7％から24.5％

に大幅に減少し、言語・文化などの異なりを壁と感じる回答者の割合が増えている。 

これらから推測されるのは、第一に外国人市民がいわゆる在日コリアンなど数世代に渡

って日本で暮らすオールドカマーから、ニューカマーに入れ替わりつつあり、外国人市民

とつきあう上で壁になっていると感じるもの自体が変化しているということである。第二

に、外国人との「つきあいの質」が、前回調査に比べて職場や地域など身近で日常的なも

のとなり、関わりの中で相談に乗ったり助けたり、困ったりする程度に、「よりコミットし

た関わり」へと変化している可能性があるということである。 

また下記のグラフにある通り、外国人とのつきあいが「ある」と回答している人は「男

性」の方が42％（「女性」34.2％）と割合は多いが、外国人が困っているときに「相談にの

ったり、助けたりしたことがある」のは「女性」67.2％（「男性」59.6％）、「地域や職場な

どで外国人との関わりで困った経験がある」のも「女性」26.2％（「男性」17.9％）と、

「女性」の割合の方がより外国人とコミットしたつきあいをしている可能性がある。 
 

J-Q10.外国人とのつきあいがありますか。 

 

42.0

34.2

57.1

65.8

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(n=112)

女性(n=187)

ある ない 無回答
 

J-Q10-3.外国人が困っているときに、相談にのったり、助けたりしたことがありますか。 

 

59.6

67.2

40.4

32.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(n=47)

女性(n=64)

相談にのったり、助けたりしたことがある そのようなことはない 無回答
 

J-Q11.あなたの地域や職場などでの外国人とのかかわりで、困った経験などがありますか。 

 

17.9

26.2

77.7

71.7 2.1

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(n=112)

女性(n=187)

ある ない 無回答
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「外国人」についての考え 

J-Q12「あなたは、地域や職場などに外国人が増えることで、地域社会にどのような影響

があると思うか（５つまで）」については、「外国の言葉や文化に触れる機会が増える」「社

会に多様性が生まれる」「地域の生活ルールを見直す機会となる」「地域の活動や助けあい

が活発になる」など、比較的ポジティブな回答が前回調査よりも大きく増加し、「住環境や

治安が悪くなる」「日本人の仕事が減る」といったネガティブな回答は減少する結果となっ

ている。外国人の受け入れを前向きに受け止めようとする日本人市民が増えているように

見える。 

また、下記のグラフの通り、「社会に多様性が生まれる」と回答した割合は「性別」で差

はほとんどなかったが、特に「外国の言葉や文化に触れる機会が増える」「地域の活動や助

けあいが活発になる」「ユニバーサルデザイン化がすすむ」については、女性の方が10～16

ポイントの差をつけて男性よりも割合が高い。一方で、「日本固有の文化が変容する」「住

環境や治安が悪くなる」「日本人の仕事が減る」は、男性の方が3～9ポイント高く、男性の

方がややネガティブに受け止める傾向が見られる。 

J-Q12.あなたは、地域や職場などに外国人が増えることで、地域社会にどのような影響があ

ると思いますか。 

 

64.3

28.6

17.0

1.8

4.5

0.9

80.7

74.3

30.5

28.9

19.3

23.5

11.2

5.9

3.7

2.1

0.5

14.3

13.4

26.8

72.3

8.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

外国の言葉や文化に触れる機会が増える

社会に多様性が生まれる

地域の生活ルールを見直す機会となる

ユニバーサルデザイン化がすすむ

住環境や治安が悪くなる

地域の活動や助けあいが活発になる

日本固有の文化が変容する

日本人の仕事が減る

その他

影響はないと思う

無回答

(%)

男性(n=112)

女性(n=187)
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「外国人とのかかわり」についての受容度 

下記のグラフは、J-Q13で６つの項目について、「積極的に受容できる」「まあ受容でき

る」を「受容に肯定的な回答」とし、「あまり受容できない」「受容できない」を「受容に

否定的な回答」とし、前回調査と今回調査を比較して表したものである。今回調査ではい

ずれの項目でも「受容に肯定的」な回答が８割以上を占めており、受容度は上がっている

ことがわかる（前回調査では「無回答」が１割程度の割合を占めていることに注意が必要）。 

(2)「外国人と一緒に学ぶ、働く」（肯定的：92.7％）や、(6)「外国人と一緒に自治会活

動や地域のイベントに参加する」（肯定的：94.0％）では、受容に肯定的な回答の割合が極

めて高い。「受容に否定的」な回答の割合が最も高かったのは、(4)「家族の誰かが外国人

と結婚する」（否定的：19.2％）で、次に(5)「外国人から医療や介護を受ける」（否定的：

14.5％）と続く。職場や学校、地域といった公共圏での外国人との関わりについてはより

受容度が高く、関わりが私的な生活圏におよぶほど、受容度は抑制される傾向が見出せる。 

また「性別」で言うと、「男性」の方が「受容に否定的」な回答が高く、(4)では11ポイ

ント、(5)では9ポイント「女性」よりも高かった。 

J-Q13.次のようなかたちでの外国人とのかかわりに対して、(1)から(6)のそれぞれについて、

もっともあてはまるものを１つ選んでください。 

 

87.8

74.3

92.7

75.9

86.4

73.7

80.5

59.5

85.1

61.1

94.0

12.2

16.1

7.3

14.5

12.9

17.4

19.2

30.5

14.5

28.9

5.3

9.6

9.6

9.0

10.0

10.0

0.7

0.3

0.3

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

今回調査(n=302)

前回調査(n=311)

今回調査(n=302)

肯定的 否定的 無回答

(1)外国人と友だちづきあいをする 

(3)外国人が隣近所に住む 

(5)外国人から医療や介護を受ける 

(2)外国人と一緒に学ぶ、働く 

(6)外国人と一緒に自治会活動や地
域のイベントに参加する 

(4)家族の誰かが外国人と結婚する 

 

 

「地域における外国人市民との今後のかかわり」についての考え 

J-Q15「あなたが住んでいる地域では、今後、外国人市民とのかかわりをどのようにした

らよいと思いますか」という問いに対しては、「他の日本人市民と同じように関わってい

く」が最も多く63.6％を占めた。前回調査と比べると、「わからない」「かかわりをもっと

深めていく」が減少し、「他の日本人市民と同じように関わっていく」（ただし前回は「今
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のままでよい」と記載）が大きく増加する結果となった。一方で、J-Q16「あなたは、地域

の外国人市民と交流したいと思いますか」では、69.2％が「そう思う」と回答するも、前

回調査と比べて「そう思わない」が大幅に増加した。 

回答者が「交流」をどのようにイメージしているのかにもよるが、今回の回答者は「無

職（年金生活者）」が減少し、「勤労者」の割合が増えていることもあり、単純に多忙のた

めに「交流する」時間的・精神的余裕がないということとも推測できる。一方で、前述し

たように外国人とのつきあいが以前に比べて身近で日常的なものとなり、多くの日本人市

民にとっては、外国人市民がもはや「交流する」対象ではなく、自分と同じ“普通の地域

住民”と見なされるようになってきている可能性がある。 

最後のJ-Q26「『多文化共生のまちづくり』に向けて、あなたが日ごろ感じていること、

取り組む必要があると思うこと（外国人市民に取り組んでほしいこと、日本人市民や企業

などが取り組むべきだと思われることなど）」についての自由記述する欄がある。それらの

回答の中には、外国人市民と一緒に何かに取り組む機会を望む声、交流する肩肘張らない

気軽な交流を求める声があると同時に、「外国人や日本人とか大げさに考えず人間対人間で

困っている人がいれば助けようとする。国籍は関係ない」「仲が悪くなるようなことをしな

いのが肝要で、仲良くする必要があるとは思いません」という声がある。 

外国人市民との関わりや距離感は日本人市民によってさまざまであり、必ずしも市民全

員に一律に外国人市民と「仲良く交流する」ことを求める必要はないというのは、その通

りであろう。一方で、地域に国籍や民族による分断や対立が生まれてしまうようなことは

避けねばならい。そのためにも、豊中市民の中に外国人市民と積極的に関わろうとする一

定数の日本人市民の存在は、地域の多文化共生にとっては極めて重要になる。J-Q16-1「地

域の外国人市民と今後どのような交流をしたいと思うか」に対し、ほぼすべての項目で前

回調査よりも増加し、「家庭のことや子育てについての相談や情報交換をしたい」や「地域

のイベント活動に一緒に参加したい」などで大幅な増加が見られた。外国人市民と日本人

市民をうまくマッチングし、市民同士の関わりの場を提供していくことで、今後も地域の

中に多文化共生のつながりを築いていく努力を地道に続けていく必要がある。 

 

回答者の「性別」「年齢」から見た「外国人についての考え」の傾向 

すでに見てきた結果では、「外国人との現在の関わり」について、男性の方が「関わりが

ある」と回答している割合が高いが、女性の方が外国人と距離感の近い関わりをしている

ことが伺えた。一方で、「外国人が増えること」や「外国人との関わり」の受容度は、男性

の方が低い傾向が見られた。 

ここでは「性別」による傾向の違いについて詳細な分析は控えるが、「性別」に伴う役割

意識が「外国人とのかかわり」にも影響を与えている可能性がある。一般に、人は意識す

るかしないかにか関わらず、その性別に割り当てられた文化的社会的な役割意識（ジェン

ダー）に基づき行動していると言われる。例えば女性は、どちらかというと「私的領域／

生活圏（地域含む）」で「ケア役割」（例えば、育児、家事、看病、介護、地域でのボラン
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ティア活動など）を担うことを期待される傾向があるため、外国人市民とも生活圏におい

て距離感の近い接触の機会が多くなっていることが推測できる。一方で、そのような関わ

りが少なくなりがちな男性は、外国人との関わりにおいても距離があり、結果として、外

国人市民への不安や先入観が先立ってしまうことがあるかもしれない。また、そもそも

「豊中市内に多くの外国人市民が暮らしていること」を「知らなかった（そのようなこと

は意識したことがなかった）」と回答する割合は、男性（32.1％）の方が女性（18.7％）よ

りもかなり高く（J-Q17）、男性が地域の外国人市民の存在を知ったり実感したりする機会

があまりもてていない可能性がある。 

近年、男女共同参画社会の実現のために従来のような長時間労働を是とする働き方を変

えること、人びとが固定的な「男らしさ／女らしさ」から自由になり、人間が生きる上で

不可欠なケアの役割を男性も女性とともに担っていく必要性が謳われる。それは、地域の

多文化共生の実現にとっても、求められていることかもしれない。女性と同様に男性もま

た地域社会のことを知り、外国人市民と身近に関わる機会をもてるようにすることなど、

今後の多文化共生を考える上では重要な鍵の一つとなると思われる。 

 

 

多文化共生のまちづくりについて 

「外国人との共生」についての考え 

J-Q19では、(1)「日本人は、外国の言語や文化を学び、外国人の背景を理解するほうが

よい」、(2)「日本社会は、外国人に日本の習慣やルールを押し付けないほうがよい」、(3)

「行政は、外国人が出身国・地域の言語や文化を守れるよう援助するほうがよい」など、

総じて外国人市民の文化的背景を尊重する方向の意見について、「そう思う」とする回答の

割合が前回よりも大幅に増加している。 

同時に、(4)「行政は、外国人が日本の言語や文化を学べるよう援助するほうがよい」と

いう意見に「そう思う」とする割合は大幅に増加し、(5)「外国人は、日本の言語や文化を

身につけるために努力したほうがよい」、(6)「外国人は、地域の活動に積極的に参加する

ほうがよい」、(7)「外国人は、日本社会にとけこむよう日本の習慣やルールを学ぶほうが

よい」という意見について、「どちらかというとそう思う」とする回答も増えている。これ

らは、どちらかというと外国人市民の側に日本社会に合わせるよう変化を求める方向の意

見である。 

大まかに言えば、(4)(5)(7)は「文化的同化」（言語、習慣、価値観などが主流社会のそ

れと同じになること）を支持する意見であり、(6)は「構造的同化」（主流社会に個人や市

民として参入できるようになること）を支持する意見である。多様性を尊重する考えが広

まると同時に、社会の統合を求める市民の意識が垣間見える。 
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交流活動・支援活動への参加・認知度と今後の参加への意向 

J-Q22の豊中市の活動への参加経験も、J-Q24の「とよなか国際交流センター」の認知度

も、前回調査と比べて増加している。一方で、活動の中で関心のあるものについて問うJ-

Q23では、前回調査と比べて「関心のあるものはない」が大きく減少しているものの、「日

本語ボランティアや通訳など外国人の言葉のサポート」「外国人の生活上の悩みごとに対す

る相談などの支援活動」「多文化共生や国際理解・国際交流をテーマとする講座・学習会・

セミナー」「学校教育での多文化共生や国際理解・国際交流をテーマとする授業」などへの

関心が減少していることは気になる点である。 

 

「豊中市の多文化共生」のために力を入れるべきこと 

J-Q25の結果からは、「外国人市民がいろいろな相談をしやすくする」（61.3％）、「外国人

市民の子どもがしっかり学べるようにする」（49.7％）、「日本語を学ぶ外国人市民を支援す

る」（43.0％）などの市の施策が多くの日本人市民に支持されていることがわかる。 

前回調査と比べると、「外国人市民がいろいろな相談をしやすくする」「外国人市民の子

どもがしっかり学べるようにする」「外国人市民が働く場を増やしたり、働きやすくしたり

する」などにおいて増加する一方、「日本の文化や生活習慣を教える教室などを開く」「い

ろんな国の人や文化、習慣の違いについて、日本人市民の理解を深める」「外国人市民への

いじめや差別などをなくすための取組みをしっかり行う」「異なる文化、国籍をもつ市民同

士が交流する機会を増やす」などにおいては、大きく減少する結果となった。 

前述のとおり、地域の中に多文化共生のつながりを築き、国籍や民族による対立や分断

を招かないようにするためには、今後も「理解する」「交流する」といった意識的に接点を

つくり出していくような比較的“緩やかな”活動も地道に継続していく必要があるが、多

くの日本人市民にとっては、外国人市民の相談の場を増やしたり労働や教育面での支援と

いった、日本人市民でも想像がしやすく人権保障に関わる緊急度の高い支援が、以前より

も支持されるようになったことを表しているのかもしれない。 

 



150 

今回調査の結果からみえてきたもの 

関西大学 名誉教授 石元
いしもと

 清
きよ

英
ひで

 

 

今回調査の結果からみえてくるさまざまな課題については、それぞれ分析担当者が考察の

なかで触れているので、ここではそれらをまとめることはせず、今回調査の結果からみえて

きた特徴的な点をあげておきたい。 

まず第１に、今回調査では調査方法の変更を行ったことにより、年齢の若い外国人市民か

らの回答が多くなったことに加え、調査における使用言語にベトナム語、ネパール語、イン

ドネシア語を新たに加えたため、ベトナム、ネパール、インドネシアの各国籍の外国人市民

からの回答が大幅に増加したことである。その結果、回答者に占める、日本における居住年

数10年未満の割合が前回調査の35.0％から62.2％に増加した。このように、日本での居住年

数が比較的短い外国人市民からの回答が多くなったことは、今回調査において居住年数の短

い外国人市民が抱える問題がより明確にされたといえる。 

たとえば、F-Q21の困ったことがあったときの相談相手について、居住年数の長い人では

「日本人の友だち」が多いのに対し、居住年数の短い人では「出身国・地域にいる家族・親

せき・友だち」が多く、F-Q23の生活に必要な情報の入手先では、居住年数の長い人は「市の

広報紙『とよなか』」が多いのに対し、居住年数の短い人では「インターネット」と「とよな

か国際交流協会のホームページ」から情報を入手している人が多い。しかし、その一方で、

「とよなか国際交流センター」の認知度は居住年数の短い人で低くなっている。また、豊中

市役所に行ったときの困ったことの内容を問うたF-Q37-1では、居住年数の短い人で「自分の

使える言葉の通訳がいない」「自分の使える言葉で書かれた書類がない」などが多くあがった。

このように、居住年数の少ない人からの回答が多くなったことが居住年数の少ない外国人市

民の抱える問題点を浮かび上がらせたといえる。 

第２に、子どもの教育についてである。子どもの教育について困っていることで最も多い

のが「先生と言葉が通じない（うまくコミュニケーションがとれない）」で、これは前回調査

でも同じであった。その一方で、子どもの進路については、「日本の教育を大学まで受けさせ

たい」が66.0％と、群を抜いて多かった。そして、子育てや教育・学校のことで困ったりす

る内容で最も多いのが「子どものことを相談できる人や場所がない」であった。このように、

学校で教員と言葉が通じない子どもが多く、子育てや教育について相談できる人や場所がな

いと感じている親が多くいる一方で、６割強の親は子どもに日本の教育を大学まで受けさせ

たいと考えているのである。教員と言葉が通じないという問題、そして、子育てや教育につ

いて相談できる人や場所がないという問題、これらは子どもに日本の教育を大学まで受けさ

せたいという親の希望の実現にあたっての大きな阻害要因となる。こうした阻害要因を解消

する取組が重要であるといえる。 
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第３に、外国人市民をとりまく環境の変化である。日本人市民アンケートのJ-Q12では、外

国人が増えることによる地域社会への影響を問うているが、「外国の言葉や文化に触れる機会

が増える」「社会に多様性が生まれる」「地域の生活ルールを見直す機会となる」「地域の活動

や助けあいが活発になる」といった、プラスの影響があるとする回答が前回調査に比べて増

加している。そして、回答割合の高さでは、「外国の言葉や文化に触れる機会が増える」

（74.8％）、「社会に多様性が生まれる」（73.5％）、「地域の生活ルールを見直す機会となる」

（29.1％）が上位３位を占め、「住環境や治安が悪くなる」（22.8％）、「日本固有の文化が変

容する」（13.9％）、「日本人の仕事が減る」（7.3％）などのマイナスの影響があるとする回答

は少なかった。このように、外国人が増えることでプラスの影響があると考える日本人市民

が多数派を占めているのである。また、外国人とのさまざまな接触（友だちづきあい、学校

や職場でのつきあい、結婚などの６形態）についても、「積極的に受容できる」と「まあ受容

できる」という回答を合わせると、いずれも８割を超えており、その割合は、前回調査と比

較できる５つの形態すべてで大きく増加している。 

以上のように、今回調査の日本人市民アンケートからは、外国人が地域社会で増えること

や、地域社会、学校、職場、医療・福祉施設、結婚などについて外国人との関わりをもつこ

とをプラスに評価する人が多くなっており、日本人市民の外国人市民への寛容さが高まって

いることがうかがわれる。 
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調査に用いた封筒 

（表） 

 

 

（裏） 

 

参考資料 
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調査依頼文 

（表） 
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（裏）外国人市民のみ 
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回答フォーム 

 

 

 

 



156 

豊中市
と よ な か し

多文化
た ぶ ん か

共
き ょ う

生
せ い

に関
か ん

するアンケート
あ ん け ー と

（外国人
が い こ く じ ん

市民
し み ん

） 
 

あなたと家族
か ぞ く

について 

調査結果
ちょうさけっか

を分析
ぶんせき

し、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

施策
し さ く

の課題
か だ い

を明
あき

らかにしていくうえで、性別
せいべつ

と年齢
ねんれい

は重要
じゅうよう

な情報
じょうほう

となります。そのため、あなたの性別
せいべつ

と年齢
ねんれい

をお聞
き

きします。 

Q1. あなたの性別
せいべつ

を教
おし

えてください。（１つ選
えら

んでください） 

１ 男
おとこ

  ２ 女
おんな

  ３ いずれでもない 

 

Q2. あなたの年齢
ねんれい

を教
おし

えてください。（１つ選
えら

んでください） 

１ 18歳
さい

から29歳
さい

 ２ 30歳
さい

から39歳
さい

 ３ 40歳
さい

から49歳
さい

 

４ 50歳
さい

から59歳
さい

 ５ 60歳
さい

から69歳
さい

 ６ 70歳
さい

以上
いじょう

 

 

Q3. 生
う

まれたところはどこですか。（１つ選
えら

んでください） 

１ 日本
に ほ ん

で生
う

まれ育
そだ

った  ２ 日本以外
に ほ ん い が い

で生
う

まれた 

 

Q4. 「豊中市
とよなかし

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

するアンケート
あ ん け ー と

 － アンケート
あ ん け ー と

調査
ち ょ う さ

ご協力
きょうりょく

のお願
ねが

い －」という

二次元
に じ げ ん

バーコード
ば ー こ ー ど

の付
つ

いた紙
かみ

の色
いろ

を教
おし

えてください。（紙
かみ

の色
いろ

で、みなさんの住
す

んでいる地域
ち い き

が

わかります）。（１つ選
えら

んでください） 

１ あお（blue）   ［※北東部
ほくとうぶ

に住
す

んでいる人
ひと

：千里中央
せんりちゅうおう

とか］ 

２ ぴんく（pink）  ［※北中部
ほくちゅうぶ

に住
す

んでいる人
ひと

：少路
しょうじ

とか］ 

３ きいろ（yellow） ［※北西部
ほくせいぶ

に住
す

んでいる人
ひと

：蛍 池
ほたるがいけ

とか］ 

４ しろ（white）   ［※中部
ちゅうぶ

に住
す

んでいる人
ひと

：岡町
おかまち

とか］ 

５ むらさき（purple）［※中東部
ちゅうとうぶ

に住
す

んでいる人
ひと

：緑地公園
りょくちこうえん

とか］ 

６ みどり（green） ［※中西部
ちゅうせいぶ

に住
す

んでいる人
ひと

：服部天神
はっとりてんじん

とか］ 

７ おれんじ（orange）［※南部
な ん ぶ

に住
す

んでいる人
ひと

：庄内
しょうない

とか］ 

 

Q5. 日本
に ほ ん

にこれまで合
あ

わせて何年
なんねん

住
す

んでいますか。（１つ選
えら

んでください） 

１ １年
ねん

未満
み ま ん

  ２ １年
ねん

から２年
ねん

 ３ ３年
ねん

から４年
ねん

 

４ ５年
ねん

から９年
ねん

 ５ 10年
ねん

から19年
ねん

 ６ 20年
ねん

以上
いじょう

 

 

Q6. 豊中市
とよなかし

にこれまで合
あ

わせて何年
なんねん

住
す

んでいますか。（１つ選
えら

んでください） 

１ １年
ねん

未満
み ま ん

  ２ １年
ねん

から２年
ねん

 ３ ３年
ねん

から４年
ねん

 

４ ５年
ねん

から９年
ねん

 ５ 10年
ねん

から19年
ねん

 ６ 20年
ねん

以上
いじょう

  

Q7. 国籍
こくせき

・地域
ち い き

はどこですか。（１つ選
えら

んでください） 

１ 韓国
かんこく

・朝鮮
ちょうせん

  ２ 中国
ちゅうごく

  ３ ベトナム
べ と な む

 

４ フィリピン
ふ ぃ り ぴ ん

  ５ インドネシア
い ん ど ね し あ

 ６ アメリカ
あ め り か

 

７ 台湾
たいわん

  ８ ネパール
ね ぱ ー る

  ９ インド
い ん ど

 

10 タイ
た い

  11 ブラジル
ぶ ら じ る

  12 その他
た

（          ） 

 

Q8. 在留
ざいりゅう

資格
し か く

＜外国人
がいこくじん

が日本
に ほ ん

でできること＞は何
なん

ですか。（１つ選
えら

んでください） 

１ 教授
きょうじゅ

、教育
きょういく

 ２ 技術
ぎじゅつ

・人文
じんぶん

知識
ち し き

・国際
こくさい

業務
ぎょうむ

  ３ 技能
ぎ の う

 

４ 留学
りゅうがく

  ５ 研修
けんしゅう

・技能
ぎ の う

実習
じっしゅう

   ６ 家族
か ぞ く

滞在
たいざい

 

７ 永住者
えいじゅうしゃ

  ８ 定住者
ていじゅうしゃ

    ９ 特別
とくべつ

永住者
えいじゅうしゃ

 

10 日本人
にほんじん

の配偶者
はいぐうしゃ

等
とう

 11 特定
とくてい

技能
ぎ の う

    12 特定
とくてい

活動
かつどう

 

13 その他
た

（          ）    14 わからない 

 

Q9. だれと一緒
いっしょ

に住
す

んでいますか。（いくつでも選
えら

んでください） 

１ 家族
か ぞ く

  ２ 友
とも

だち  ３ 会社
かいしゃ

で一緒
いっしょ

に働
はたら

いている人
ひと

 

４ ひとりで住
す

んでいる    ５ その他
た

（          ） 

 

（Q9で４以外を選択） 

Q10. 一緒
いっしょ

に住
す

んでいる人
ひと

に日本語
に ほ ん ご

を話
はな

せる人
ひと

がいますか。（１つ選
えら

んでください） 

１ いる  ２ いない 

 

Q11. パートナー
ぱ ー と な ー

や子
こ

どもを国
くに

に残
のこ

して日本
に ほ ん

に来
き

ましたか。（１つ選
えら

んでください） 

１ 残
のこ

してきた  ２ 一緒
いっしょ

にきた  ３ パートナー
ぱ ー と な ー

や子
こ

どもはいない 

 

（Q11で１を選択） 

Q11-1. 今後
こ ん ご

、日本
に ほ ん

にパートナー
ぱ ー と な ー

や子
こ

どもを呼
よ

び寄
よ

せる予定
よ て い

はありますか。（１つ選
えら

んでください） 

１ 呼
よ

び寄
よ

せる予定
よ て い

がある  ２ 呼
よ

び寄
よ

せる予定
よ て い

はない 

３ その他
た

（          ） 

 

Q12. あなたは日本
に ほ ん

での生活
せいかつ

を終
お

え、出身国
しゅっしんこく

・地域
ち い き

へ帰国
き こ く

する予定
よ て い

はありますか。（１つ選
えら

んでく

ださい） 

１ 予定
よ て い

がある  ２ 予定
よ て い

はない  ３ わからない  

 

ことばと文化
ぶ ん か

について 

Q13. あなたは、どのぐらい日本語
に ほ ん ご

ができますか。「話
はな

す」「聞
き

く」「書
か

く」「文字
も じ

を読
よ

む」「文章
ぶんしょう

を読
よ

む」の一
ひと

つずつ、一番
いちばん

あてはまるものを選
えら

んでください。 

(1) 話
はな

す（１つ選
えら

んでください） 

１ 日本人
にほんじん

と同
おな

じくらいできる  ２ 日常
にちじょう

会話
か い わ

ならできる 

３ あいさつや簡単
かんたん

な会話
か い わ

ならできる ４ 単語
た ん ご

が言
い

える 

５ ほとんどできない 

 

(2) 聞
き

く（１つ選
えら

んでください） 

１ 日本人
にほんじん

と同
おな

じくらいできる   ２ 日常
にちじょう

会話
か い わ

ならわかる 

３ 相手
あ い て

がゆっくり話
はな

してくれたらわかる  ４ 単語
た ん ご

がわかる 

５ ほとんどできない 

 

(3) 書
か

く（１つ選
えら

んでください） 

１ 日本人
にほんじん

と同
おな

じくらいできる  ２ 簡単
かんたん

な漢字
か ん じ

・カタカナ
か た か な

・ひらがなが書
か

ける 

３ カタカナ
か た か な

・ひらがなが書
か

ける  ４ ひらがなが書
か

ける 

５ ほとんどできない 

 

(4) 文字
も じ

を読
よ

む（１つ選
えら

んでください） 

１ 日本人
にほんじん

と同
おな

じくらいできる  ２ 簡単
かんたん

な漢字
か ん じ

・カタカナ
か た か な

・ひらがなが読
よ

める 

３ カタカナ
か た か な

・ひらがなが読
よ

める  ４ ひらがなが読
よ

める 

５ ほとんどできない 

 

(5) 文章
ぶんしょう

を読
よ

む（１つ選
えら

んでください） 

１ 日本人
にほんじん

と同
おな

じくらいできる   ２ 漢字
か ん じ

がまざった簡単
かんたん

な文
ぶん

が読
よ

める 

３ 単語
た ん ご

(店
みせ

で売
う

っているものや広告
こうこく

)が読
よ

める ４ ほとんどできない 

 

 

Q14. あなたは日本語
に ほ ん ご

を勉強
べんきょう

したことがありますか。（１つ選
えら

んでください） 

１ はい  ２ いいえ  

 
（Q14 で１を選択） 

Q14-1. 日本語
に ほ ん ご

はどこで学
まな

びましたか。または今
いま

も学
まな

んでいますか。（いくつでも選
えら

んでください） 

１ 日本
に ほ ん

に来
く

る前
まえ

に学
まな

んだ 

２ 日本
に ほ ん

に来
き

てから学校
がっこう

（小学校
しょうがっこう

・中学校
ちゅうがっこう

・高校
こうこう

など）で学
まな

んだ（学
まな

んでいる） 

３ 日本
に ほ ん

に来
き

てから専門
せんもん

の日本語
に ほ ん ご

学校
がっこう

で学
まな

んだ（学
まな

んでいる） 

４ 日本
に ほ ん

に来
き

てから地域
ち い き

（国際
こくさい

交流
こうりゅう

センター
せ ん た ー

など）の日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

で学
まな

んだ（学
まな

んでいる） 

５ 家族
か ぞ く

から学
まな

んだ（学
まな

んでいる） 

６ 日本
に ほ ん

生
う

まれのため自然
し ぜ ん

に身
み

についた 

７ その他
た

（          ） 

 

（Q14で２を選択） 

Q14-2. あなたは日本語
に ほ ん ご

を勉強
べんきょう

したいと思
おも

いますか。（１つ選
えら

んでください） 

１ はい  ２ いいえ 

 

Q15. あなたが使
つか

える言葉
こ と ば

は何
なん

ですか。（いくつでも選
えら

んでください） 

１ 日本語
に ほ ん ご

   ２ 韓国
かんこく

・朝鮮
ちょうせん

語
ご

  ３ 中国語
ちゅうごくご

 

４ フィリピノ
ふ ぃ り ぴ の

語
ご

(タガログ
た が ろ ぐ

語
ご

) ５ ベトナム
べ と な む

語
ご

   ６ インドネシア
い ん ど ね し あ

語
ご

 

７ ポルトガル
ぽ る と が る

語
ご

  ８ タイ
た い

語
ご

   ９ 英語
え い ご

 

10 スペイン
す ぺ い ん

語
ご

   11 アラビア
あ ら び あ

語
ご

   12 フランス
ふ ら ん す

語
ご

 

13 ネパール
ね ぱ ー る

語
ご

   14 その他
た

の言葉
こ と ば

（          ） 

 

（Q9で４以外を選択） 

Q16. あなたは、ふだん、一緒
いっしょ

に住
す

んでいる人
ひと

たちと、どの言葉
こ と ば

で話
はな

すことが多
おお

いですか。（１つ選
えら

んでください） 

１ 日本語
に ほ ん ご

 ２ 日本語
に ほ ん ご

以外
い が い

の言葉
こ と ば

  ３ 日本語
に ほ ん ご

と日本語
に ほ ん ご

以外
い が い

の言葉
こ と ば

 

 

（Q9で１を選択） 

Q17. 一緒
いっしょ

に住
す

んでいる家族
か ぞ く

と使
つか

える言葉
こ と ば

がちがうために、困
こま

ることがありますか。（例
れい

：「自分
じ ぶ ん

の考
かんが

えを家族
か ぞ く

にうまく伝
つた

えられない」、「家族
か ぞ く

が何
なに

を話
はな

しているかわからない」など）（１つ選
えら

んで

ください） 

１ よくある ２ ときどきある  ３ そのようなことはない  
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Q18. 日本
に ほ ん

で生
う

まれ育
そだ

った、外国
がいこく

にルーツ
る ー つ

をもつ子
こ

どもたちが、おとうさん・おかあさんや、おじ

いさん・おばあさんの出身国
しゅっしんこく

・地域
ち い き

の言葉
こ と ば

、文化
ぶ ん か

などについて、学
まな

んだり体験
たいけん

したりするこ

とを、どう思
おも

いますか。（１つ選
えら

んでください） 

１ とても大事
だ い じ

だと思
おも

う    ２ どちらかというと大事
だ い じ

だと思
おも

う 

３ どちらかというと大事
だ い じ

だとは思
おも

わない  ４ 大事
だ い じ

だとは思
おも

わない 

５ わからない 

 

Q19. 自分
じ ぶ ん

の国
くに

や出身
しゅっしん

地域
ち い き

の人
ひと

たちが集
あつ

まったり、 S N S
えすえぬえす

上
じょう

で交流
こうりゅう

することはありますか。（１

つ選
えら

んでください） 

１ よく交流
こうりゅう

することがある  ２ ときどき交流
こうりゅう

することがある 

３ ほとんど交流
こうりゅう

することはない ４ 交流
こうりゅう

はしていない 

 

 

地域
ち い き

での暮
く

らしについて 

Q20. 豊中市
とよなかし

に住
す

んで、良
よ

いと感
かん

じることは何
なん

ですか。（いくつでも選
えら

んでください） 

１ 電車
でんしゃ

やバス
ば す

などを使
つか

って、行
い

きたい場所
ば し ょ

に行
い

きやすい 

２ 買
か

い物
もの

がしやすい  ３ 物価
ぶ っ か

が安
やす

い  ４ 家賃
や ち ん

が安
やす

い 

５ 自然
し ぜ ん

環境
かんきょう

が良
よ

い  ６ 犯罪
はんざい

が少
すく

なく安心
あんしん

 ７ 生活
せいかつ

情報
じょうほう

を手
て

にいれやすい 

８ 公共
こうきょう

施設
し せ つ

が多
おお

い（例
れい

：図書館
としょかん

・とよなか国際
こくさい

交流
こうりゅう

センター
せ ん た ー

など） 

９ 文化
ぶ ん か

活動
かつどう

・レジャー
れ じ ゃ ー

の機会
き か い

が多
おお

い   10 周囲
しゅうい

の人
ひと

がやさしい 

11 市役所
しやくしょ

のサービス
さ ー び す

が使
つか

いやすい   12 相談
そうだん

できるところが多
おお

い 

13 その他
た

（          ）   14 ない 

 

Q21. 困
こま

ったことなどがあったとき、あなたはだれ（どこ）に相談
そうだん

していますか。（いくつでも選
えら

ん

でください） 

１ 日本
に ほ ん

にいる家族
か ぞ く

・親
しん

せき  ２ 出身国
しゅっしんこく

・地域
ち い き

にいる家族
か ぞ く

・親
しん

せき・友
とも

だち 

３ 日本人
にほんじん

の友
とも

だち   ４ 日本人
にほんじん

ではない友
とも

だち 

５ 同
おな

じ国
くに

や地域
ち い き

の人
ひと

たちのコミュニティ
こ み ゅ に て ぃ

  ６ 近
ちか

くに住
す

んでいる人
ひと

 

７ 職場
しょくば

の人
ひと

  ８ 学校
がっこう

の先生
せんせい

  ９ 留学生
りゅうがくせい

センター
せ ん た ー

 

10 市
し

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 11 とよなか国際
こくさい

交流
こうりゅう

センター
せ ん た ー

 

12 外国人
がいこくじん

をサポート
さ ぽ ー と

するグループ
ぐ る ー ぷ

  13 教会
きょうかい

・お寺
てら

やモスク
も す く

・宗 教
しゅうきょう

グループ
ぐ る ー ぷ

 

14 その他
た

（          ）  15 だれ（どこ）にも相談
そうだん

はしない  

Q22. ふだんの生活
せいかつ

で、どんな情報
じょうほう

が必要
ひつよう

ですか。（いくつでも選
えら

んでください） 

１ 仕事
し ご と

のこと    ２ 税金
ぜいきん

・年金
ねんきん

・保険
ほ け ん

のこと 

３ 子育
こ そ だ

て・教育
きょういく

・学校
がっこう

のこと  ４ 病院
びょういん

やくすりのこと 

５ 介護
か い ご

・福祉
ふ く し

のこと   ６ ごみの出
だ

し方
かた

などの地域
ち い き

のルール
る ー る

 

７ 市役所
しやくしょ

のサービス
さ ー び す

の内容
ないよう

や手続
て つ づ

きの方法
ほうほう

 ８ 日本語
に ほ ん ご

の勉強
べんきょう

のこと 

９ 病気
びょうき

や事故
じ こ

のときの連絡先
れんらくさき

  10 火事
か じ

や地震
じ し ん

のときの対応
たいおう

 

11 地域
ち い き

のイベント
い べ ん と

   12 日本人
にほんじん

との交流
こうりゅう

 

13 ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

や市民
し み ん

グループ
ぐ る ー ぷ

の紹介
しょうかい

  14 新型
しんがた

コロナ
こ ろ な

対策
たいさく

に関
かか

わること 

15 その他
た

（          ） 16 ない 

 

Q23. どうやって、生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を手
て

にいれていますか。 

(1) 何
なに

から？（いくつでも選
えら

んでください） 

１ 市
し

の広報紙
こうほうし

「とよなか」  ２ 豊中市
とよなかし

のホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

 

３ 豊中市
とよなかし

のＳＮＳ
えすえぬえす

   ４ 市役所
しやくしょ

にあるチラシ
ち ら し

・パンフレット
ぱ ん ふ れ っ と

 

５ とよなか国際
こくさい

交流
こうりゅう

協会
きょうかい

のホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

 ６ とよなか国際
こくさい

交流
こうりゅう

協会
きょうかい

のＳＮＳ
えすえぬえす

 

７ 日本語
に ほ ん ご

の新聞
しんぶん

や雑誌
ざ っ し

   ８ 日本語
に ほ ん ご

ではない言葉
こ と ば

の新聞
しんぶん

や雑誌
ざ っ し

 

９ 日本語
に ほ ん ご

のテレビ
て れ び

・ラジオ
ら じ お

  10 日本語
に ほ ん ご

ではない言葉
こ と ば

のテレビ
て れ び

・ラジオ
ら じ お

 

11 インターネット
い ん た ー ね っ と

   12 その他
た

（          ） 

 

(2) だれ・どこから？（いくつでも選
えら

んでください） 

１ 日本人
にほんじん

の友
とも

だち   ２ 日本人
にほんじん

ではない友
とも

だち 

３ 家族
か ぞ く

や一緒
いっしょ

に住
す

んでいる人
ひと

、親
しん

せき ４ 日本
に ほ ん

にいる同
おな

じ国
くに

・地域
ち い き

の人
ひと

たちのコミュニティ
こ み ゅ に て ぃ

 

５ 職場
しょくば

や学校
がっこう

    ６ 市役所
しやくしょ

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

７ とよなか国際
こくさい

交流
こうりゅう

センター
せ ん た ー

の相談窓口
そうだんまどぐち

 ８ 外国人
がいこくじん

をサポート
さ ぽ ー と

するグループ
ぐ る ー ぷ

 

９ その他
た

（          ） 

 

Q24. あなたや家族
か ぞ く

は、病気
びょうき

やけが、出産
しゅっさん

のとき、日本
に ほ ん

の病院
びょういん

に行
い

ったことがありますか。（１つ

選
えら

んでください） 

１ 行
い

ったことがある  ２ 行
い

ったことはない 

 

（Q24で１を選択） 

Q24-1. 病院
びょういん

の医者
い し ゃ

や看護師
か ん ご し

が説明
せつめい

するとき、言葉
こ と ば

がわかりましたか。（１つ選
えら

んでください） 

１ わかる  ２ わからない  

 

（Q24-1で２を選択） 

Q24-1-1. わからないときどのようにしますか。（いくつでも選
えら

んでください） 

１ 日本語
に ほ ん ご

のできる家族
か ぞ く

・友
とも

だちに通訳
つうやく

してもらう 

２ お金
かね

を払
はら

って通訳
つうやく

を連
つ

れていく 

３ 通訳
つうやく

のいる病院
びょういん

へいく 

４ その他
た

（          ） 

 

Q25. 病院
びょういん

やくすりのことなどで困
こま

っていることがありますか。（１つ選
えら

んでください） 

１ 困
こま

っていることがある ２ 困
こま

っていることはない 

 

（Q25で１を選択） 

Q25-1. 困
こま

っていることは何
なん

ですか。（いくつでも選
えら

んでください） 

１ 病気
びょうき

やけがを治
なお

せる病院
びょういん

がどこにあるかわからない 

２ 自分
じ ぶ ん

や家族
か ぞ く

の話
はな

す言葉
こ と ば

を使
つか

える病院
びょういん

がどこにあるかわからない 

３ 通訳
つうやく

をしてくれる人
ひと

を見
み

つけるのがむずかしい 

４ わかることばで書
か

かれた病院
びょういん

やくすりなどの情報
じょうほう

が少
すく

ない 

５ 薬局
やっきょく

で売
う

っているくすりの説明
せつめい

（飲
の

み方
かた

など）がわからない 

６ 病気
びょうき

を治
なお

す方法
ほうほう

が出身国
しゅっしんこく

・地域
ち い き

とちがうので不安
ふ あ ん

 

７ 健康保険
けんこうほけん

に入
はい

りたいが、保険料
ほけんりょう

が高
たか

いから入
はい

れない 

８ その他
た

（          ） 

 

 

Q26. あなたは仕事
し ご と

をしていますか。（１つ選
えら

んでください） 

１ 豊中市内
とよなかしない

で働
はたら

いている  ２ 他
ほか

の市町村
しちょうそん

で働
はたら

いている 

３ 仕事
し ご と

を探
さが

している   ４ 働
はたら

いていないし、働
はたら

く予定
よ て い

もない 

５ その他
た

（          ） 

 

（Q26 で１～３を選択） 

Q26-1. 仕事
し ご と

のことで困
こま

っていることがありますか。（１つ選
えら

んでください） 

１ 困
こま

っていることがある  ２ 困
こま

っていることはない  

 
（Q26-1で１を選択） 

Q26-1-1. 困
こま

っていることは何
なん

ですか。（いくつでも選
えら

んでください） 

１ 仕事
し ご と

のさがし方
かた

についての情報
じょうほう

が少
すく

ない ２ 資格
し か く

のとり方
かた

がわからない 

３ 使
つか

える言葉
こ と ば

で相談
そうだん

できない  ４ 給 料
きゅうりょう

など働
はたら

くときの約束
やくそく

が守
まも

られない 

５ 契約書
けいやくしょ

や仕事
し ご と

のルール
る ー る

がわからない ６ 給与明細
きゅうよめいさい

をもらえない 

７ 日本人
にほんじん

と給 料
きゅうりょう

や扱
あつか

いがちがう ８ 失業
しつぎょう

保険
ほ け ん

のしくみがわからない 

９ 職場
しょくば

でのトラブル
と ら ぶ る

について、どこに相談
そうだん

したらいいかわからない 

10 職場
しょくば

の人
ひと

とうまくいっていない  11 その他
た

（          ） 

 

Q27. あなたは、地震
じ し ん

や台風
たいふう

などの災害
さいがい

がおきたときに、どこに逃
に

げたらいいか（=ひなん場所
ば し ょ

）を

知
し

っていますか。（１つ選
えら

んでください） 

１ 知
し

っている  ２ 知
し

らない 

 

Q28. あなたは、ひなん場所
ば し ょ

を知
し

るための、次
つぎ

のような役立
や く だ

つものがあることを知
し

っていますか。（い

くつでも選
えら

んでください） 

１ ひなん場所
ば し ょ

をわかりやすくするための看板
かんばん

 ２ 災害
さいがい

の内容
ないよう

やひなん場所
ば し ょ

が書
か

かれた本
ほん

 

３ 防災
ぼうさい

訓練
くんれん

（地震
じ し ん

や火事
か じ

などがおきたときの練習
れんしゅう

） ４ 豊中市
とよなかし

のホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

 

５ その他
た

（          ）  ６ 知
し

らない 

 

Q29. あなたは、あなたが住
す

んでいるまちの人
ひと

たちと、つきあいがありますか。（１つ選
えら

んでくださ

い） 

１ ある  ２ ない 

 

（Q29で１を選択） 

Q29-1. つきあいがあるのは、どんな人
ひと

たちですか。（いくつでも選
えら

んでください） 

１ 同
おな

じ言葉
こ と ば

や文化
ぶ ん か

をもつ人
ひと

たち  ２ 同
おな

じ言葉
こ と ば

や文化
ぶ ん か

ではない人
ひと

たち 

 

（Q29で１を選択） 

Q29-2. つきあいがあるのは、どういうときですか。（いくつでも選
えら

んでください） 

１ 家
いえ

の近
ちか

くに住
す

んでいる人
ひと

とのあいさつや会話
か い わ

などで 

２ 住
す

んでいる地域
ち い き

の活動
かつどう

やイベント
い べ ん と

で 

３ 仕事
し ご と

や職場
しょくば

で 

４ 子育
こ そ だ

て中
ちゅう

の親
おや

の集
あつ

まりなどで 

５ 自分
じ ぶ ん

や家族
か ぞ く

が通
かよ

っている学校
がっこう

の活動
かつどう

やイベント
い べ ん と

で 

６ 日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

や、外国人
がいこくじん

市民
し み ん

によるグループ
ぐ る ー ぷ

活動
かつどう

などで 

７ その他
た

（          ）  
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Q30. 住
す

んでいるまちの人
ひと

とのつきあいで困
こま

っていることがありますか。（１つ選
えら

んでください） 

１ 困
こま

っていることがある ２ 困
こま

っていることはない 

 

（Q30で１を選択） 

Q30-1. 困
こま

っていることは何
なん

ですか。（いくつでも選
えら

んでください） 

１ つきあう機会
き か い

が少
すく

ない 

２ 言葉
こ と ば

がわからず、仲良
な か よ

くなれない 

３ 生活
せいかつ

のしかたや文化
ぶ ん か

が違
ちが

うことを、理解
り か い

されにくい 

４ 忙
いそが

しくて、つきあう時間
じ か ん

がない 

５ 避
さ

けられている感
かん

じがする 

６ その他
た

（          ） 

 

Q31. あなたは、住
す

んでいるまちの人
ひと

たちと積極的
せっきょくてき

に交流
こうりゅう

したいと思
おも

いますか。（１つ選
えら

んでくだ

さい） 

１ 交流
こうりゅう

したい   ２ 交流
こうりゅう

したいとは思
おも

わない 

 

（Q31で１を選択） 

Q31-1. どのような交流
こうりゅう

をしたいと思
おも

いますか。（いくつでも選
えら

んでください） 

１ 日本
に ほ ん

の文化
ぶ ん か

や習慣
しゅうかん

を学
まな

びたい 

２ 出身国
しゅっしんこく

・地域
ち い き

のことを紹介
しょうかい

したい 

３ 住
す

んでいるまちのイベント
い べ ん と

に一緒
いっしょ

に参加
さ ん か

したい 

４ みんなが住
す

みやすいまちになるように、一緒
いっしょ

に考
かんが

えたり活動
かつどう

したりしたい 

５ 家庭
か て い

や子育
こ そ だ

てについての相談
そうだん

・話
はなし

をしたい 

６ 一緒
いっしょ

に、ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

活動
かつどう

をしたい 

７ 友
とも

だちになりたい 

８ その他
た

（          ） 

 

Q32. 次のうち、あなたがやってみたいものを選
えら

んでください。（いくつでも選
えら

んでください） 

１ 自分
じ ぶ ん

が先生
せんせい

になって、出身国
しゅっしんこく

・地域
ち い き

の文化
ぶ ん か

、言葉
こ と ば

、料理
りょうり

などを紹介
しょうかい

すること 

２ 通訳
つうやく

・翻訳
ほんやく

などをして、困
こま

っている人
ひと

を助
たす

けること 

３ 住
す

んでいるまちの人
ひと

と一緒
いっしょ

に、まちのために活動
かつどう

すること（そうじ、おまつりなど） 

４ 外国人
がいこくじん

を支援
し え ん

する活動
かつどう

 

５ 学校
がっこう

などで、自分
じ ぶ ん

の国
くに

や地域
ち い き

についての授業
じゅぎょう

や、交流
こうりゅう

活動
かつどう

を手伝
て つ だ

うこと 

６ 外国人
がいこくじん

市民
し み ん

の代表
だいひょう

として、審議会
しんぎかい

など、市
し

の会議
か い ぎ

の委員
い い ん

になること 

７ その他
た

（          ） 

８ ない  

Q33. あなたは日本
に ほ ん

でのくらしで次
つぎ

のようなことがありますか。（いくつでも選
えら

んでください） 

１ 文化
ぶ ん か

や習慣
しゅうかん

のちがいを理解
り か い

されない 

２ 肌
はだ

の色
いろ

や服装
ふくそう

、宗 教
しゅうきょう

、国籍
こくせき

などのちがいを理由
り ゆ う

にひどいことを言
い

われる 

３ 公
おおやけ

の場
ば

で外国人
がいこくじん

に対
たい

するヘイトスピーチ
へ い と す ぴ ー ち

やヘイトデモ
へ い と で も

が行
おこな

われる 

４ 地域
ち い き

や職場
しょくば

で仲
なか

間
ま

はずれや無視
む し

されたりする 

５ 外国人
がいこくじん

であることを理由
り ゆ う

に、仕事
し ご と

につけない 

６ 同
おな

じ仕事
し ご と

をしているが日本人
にほんじん

より賃金
ちんぎん

が低
ひく

い 

７ 外国人
がいこくじん

であることを理由
り ゆ う

に、結婚
けっこん

をことわられる 

８ 外国人
がいこくじん

であることを理由
り ゆ う

に、家
いえ

を買
か

うことや借
か

りることをことわられる 

９ 日本人
にほんじん

のような名前
な ま え

（通名
つうめい

）を使
つか

うことを求
もと

められる 

10 年金
ねんきん

や保険
ほ け ん

などで不利
ふ り

に扱
あつか

われる 

11 外国人
がいこくじん

市民
し み ん

の意見
い け ん

が、政治
せ い じ

に生
い

かされていない 

12 その他
た

（          ） 

13 ない 

 

Q34. 豊中市
とよなかし

は、外国人
がいこくじん

市民
し み ん

にとって住
す

みよいまちだと思
おも

いますか。（１つ選
えら

んでください） 

１ そう思
おも

う 

２ どちらかというとそう思
おも

う 

３ どちらかというとそう思
おも

わない 

４ そう思
おも

わない 

５ わからない  

 

市
し

のサービス
さ ー び す

について 

Q35. 豊中市
とよなかし

で、外国人
がいこくじん

市民
し み ん

が使
つか

えるサービス
さ ー び す

のなかで、あなたや家族
か ぞ く

が使
つか

ったことがあるものは何
なん

ですか。（いくつでも選
えら

んでください） 

１ マイナンバーカード
ま い な ん ば ー か ー ど

をもらう   ２ 母子
ぼ し

健康
けんこう

手帳
てちょう

をもらう 

３ 乳幼児
にゅうようじ

健診
けんしん

をうける    ４ 予防
よ ぼ う

接種
せっしゅ

をうける 

５ こども園
えん

などに入
はい

る    ６ 市民
し み ん

健康
けんこう

診査
し ん さ

をうける 

７ 国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

によるサービス
さ ー び す

をうける  ８ 介護
か い ご

保険
ほ け ん

によるサービス
さ ー び す

をうける 

９ 市営
し え い

住宅
じゅうたく

にすむ    10 生活
せいかつ

保護
ほ ご

をうける 

 

（Q35で選択されなかったもののみ表示） 

Q35-1. 外国人
がいこくじん

市民
し み ん

が使
つか

えるサービス
さ ー び す

を使
つか

ったことがない人
ひと

はその理由
り ゆ う

を答
こた

えてください。（いくつ

でも選
えら

んでください） 

 知
し

らなかった

から 

必要
ひつよう

なかった

から 
その他

た

 

(1) マイナンバーカード
ま い な ん ば ー か ー ど

をもらう １ ２ ３ 

(2) 母子
ぼ し

健康
けんこう

手帳
てちょう

をもらう １ ２ ３ 

(3) 乳幼児
にゅうようじ

健診
けんしん

をうける １ ２ ３ 

(4) 予防
よ ぼ う

接種
せっしゅ

をうける １ ２ ３ 

(5) こども園
えん

などに入
はい

る １ ２ ３ 

(6) 市民
し み ん

健康
けんこう

診査
し ん さ

をうける １ ２ ３ 

(7) 国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

によるサービス
さ ー び す

をうける １ ２ ３ 

(8) 介護
か い ご

保険
ほ け ん

によるサービス
さ ー び す

をうける １ ２ ３ 

(9) 市営
し え い

住宅
じゅうたく

にすむ １ ２ ３ 

(10) 生活
せいかつ

保護
ほ ご

をうける １ ２ ３ 

  

 

Q36. あなたや家族
か ぞ く

は、豊中市
とよなかし

が提供
ていきょう

している日本語
に ほ ん ご

ではない言葉
こ と ば

で書
か

かれた資料
しりょう

（本
ほん

やパ
ぱ

ン
ん

フ
ふ

レ
れ

ッ
っ

ト
と

など）のうち、使
つか

ったことがあるものは何
なん

ですか。（いくつでも選
えら

んでください） 

１ 生活
せいかつ

情報冊子
じょうほうさっし

「とよなか生活
せいかつ

ガイドブック
が い ど ぶ っ く

」 

２ 広報紙
こうほうし

「とよなかし からの おしらせ」 

３ ごみの分
わ

け方
かた

・出
だ

し方早
かたはや

わかりガイド
が い ど

 

 

（Q36で選択されたもののみ表示） 

Q36-1. 日本語
に ほ ん ご

ではない言葉
こ と ば

で書
か

かれた資料
しりょう

を使
つか

ったことがある人
ひと

は、その情報
じょうほう

は役
やく

に立
た

ちました

か。（１つ選
えら

んでください） 

 役
やく

に立
た

った 役
やく

に立
た

たなかった 

(1)生活
せいかつ

情報冊子
じょうほうさっし

「とよなか生活
せいかつ

ガイドブック
が い ど ぶ っ く

」 １ ２ 

(2)広報紙
こうほうし

「とよなかし からの おしらせ」 １ ２ 

(3)ごみの分
わ

け方
かた

・出
だ

し方早
かたはや

わかりガイド
が い ど

 １ ２ 

 

（Q36で選択されなかったもののみ表示） 

Q36-2. 日本語
に ほ ん ご

ではない言葉
こ と ば

で書
か

かれた資料
しりょう

を使
つか

ったことがない人
ひと

は、なぜ使
つか

ったことがないのか、

理由
り ゆ う

を教
おし

えてください。（いくつでも選
えら

んでください） 

 知
し

らなかった

から 

必要
ひつよう

なかった

から 
その他

た

 

(1)生活
せいかつ

情報冊子
じょうほうさっし

「とよなか生活
せいかつ

ガイドブック
が い ど ぶ っ く

」 １ ２ ３ 

(2)広報紙
こうほうし

「とよなかし からの おしらせ」 １ ２ ３ 

(3)ごみの分
わ

け方
かた

・出
だ

し方早
かたはや

わかりガイド
が い ど

 １ ２ ３ 

 

Q37. あなたが豊中市役所
とよなかしやくしょ

へ行
い

ったときに、困
こま

ったことがありますか。（１つ選
えら

んでください） 

１ 困
こま

ったことがある  ２ 困
こま

ったことはない 

 

（Q37で１を選択） 

Q37-1. 困
こま

ったことは何
なん

ですか。（いくつでも選
えら

んでください） 

１ どの窓口
まどぐち

に行
い

けばいいかわからない ２ 自分
じ ぶ ん

が使
つか

える言葉
こ と ば

の通訳
つうやく

がいない 

３ 通訳
つうやく

が少
すく

ない   ４ 手続
て つ づ

きのしかたがわからない 

５ 手続
て つ づ

きが１回
かい

で終
お

わらない  ６ 窓口
まどぐち

の人
ひと

が親切
しんせつ

ではない 

７ 窓口
まどぐち

が開
あ

いている時間
じ か ん

に行
い

けない ８ 市役所
しやくしょ

で何
なに

ができるかわからない 

９ ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

に、自分
じ ぶ ん

が使
つか

える言葉
こ と ば

の情報
じょうほう

が少
すく

ない 

10 自分
じ ぶ ん

が使
つか

える言葉
こ と ば

の資料
しりょう

（パンフレット
ぱ ん ふ れ っ と

や本
ほん

など）が少
すく

ない 

11 自分
じ ぶ ん

が使
つか

える言葉
こ と ば

で書
か

かれた書類
しょるい

がない 

12 その他
た

（          ）  
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Q38. あなたは、豊中駅前
とよなかえきまえ

にある「とよなか国際交流
こくさいこうりゅう

センター
せ ん た ー

」に行
い

ったり、サービス
さ ー び す

を使
つか

ったこ

とがありますか。（１つ選
えら

んでください） 

１ センター
せ ん た ー

へ行
い

ったり、センター
せ ん た ー

の事業
じぎょう

に参加
さ ん か

したり、サービス
さ ー び す

を使
つか

ったことがある 

２ センター
せ ん た ー

のことは知
し

っているが、特
とく

にかかわりはない 

３ 知
し

らない 

 

（Q38で１と２を選択） 

Q38-1. 「とよなか国際交流
こくさいこうりゅう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー」のサービス
さ ー び す

で参
さん

加
か

したり、使
つか

ったりしたいものは何
なん

ですか。

（いくつでも選
えら

んでください） 

１ にほんごの教室
きょうしつ

 

２ 相談
そうだん

サービス
さ ー び す

 

３ 外国
がいこく

にルーツ
る ー つ

をもつ子
こ

どもの活動
かつどう

(サンプレイス
さ ん ぷ れ い す

、母語
ぼ ご

教室
きょうしつ

など) 

４ 外国人
がいこくじん

向
む

けのセミナー
せ み な ー

などのイベント
い べ ん と

（確定申告
かくていしんこく

、シニア
し に あ

世代
せ だ い

の暮
く

らし方
かた

など） 

５ その他
た

のイベント
い べ ん と

（国流
こくりゅう

フェスタ
ふ ぇ す た

など） 

６ イベント
い べ ん と

の案内
あんない

やおしらせ 

７ センター
せ ん た ー

においてある新聞
しんぶん

、雑誌
ざ っ し

、パンフレット
ぱ ん ふ れ っ と

など 

８ その他
た

 

 

（Q38-1で選択されなかったもののみ表示） 

Q38-1-1. 「とよなか国際交流
こくさいこうりゅう

センター
せ ん た ー

」のサービス
さ ー び す

で利用
り よ う

を希望
き ぼ う

しない理由
り ゆ う

を教
おし

えてください。

（いくつでも選
えら

んでください） 

 内容
ないよう

がわからない

から 
興味
きょうみ

がないから その他
た

 

(1)にほんごの教室
きょうしつ

 １ ２ ３（      ） 

(2)相談
そうだん

サービス
さ ー び す

 １ ２ ３（      ） 

(3)外国
がいこく

にルーツ
る ー つ

をもつ子
こ

どもの

活動
かつどう

 
１ ２ ３（      ） 

(4)外国人
がいこくじん

向
む

けのセミナー
せ み な ー

などの

イベント
い べ ん と

 
１ ２ ３（      ） 

(5)その他
た

のイベント
い べ ん と

 １ ２ ３（      ） 

(6)イベント
い べ ん と

の案内
あんない

やおしらせ １ ２ ３（      ） 

(7)センター
せ ん た ー

においてある新聞
しんぶん

、

雑誌
ざ っ し

、パンフレット
ぱ ん ふ れ っ と

など 
１ ２ ３（      ） 

  

子育
こ そ だ

て・教育
き ょ う い く

・学校
が っ こ う

について 

Q39. あなたは一緒
いっしょ

に住
す

んでいる家族
か ぞ く

に18歳
さい

までの子
こ

どもがいますか。（１つ選
えら

んでください） 

１ １人
ひ と り

いる  ２ ２人
ふ た り

いる  ３ ３人
にん

いる  ４ ４人以上
にんいじょう

いる 

５ 子
こ

どもはいない 

 

（Q39で１～４のいずれかを選択） 

Q39-1. 子
こ

ども（２人
ふ た り

以上
いじょう

いる場合
ば あ い

は一番上
いちばんうえ

の子
こ

ども）について、それぞれあてはまるものを１つ選
えら

んでください。 

(1)何歳
さい

ですか 

１ ０歳
さい

から５歳
さい

 ２ ６歳
さい

から11歳
さい

 ３ 12歳
さい

から18歳
さい

 

 

(2)今
いま

どこへ通
かよ

っていますか 

１ こども園等
えんとう

  ２ 日本
に ほ ん

の学校
がっこう

  ３ 民族系
みんぞくけい

・国際系
こくさいけい

の学校
がっこう

 

４ その他
た

の学校
がっこう

 ５ どこにも通
かよ

っていない 

 

(3)子
こ

どもは日本語
に ほ ん ご

ができますか 

１ できる  ２ 少
すこ

しできる  ３ ほとんどできない 

４ どのくらいできるかわからない 

 

(4)子
こ

どもは母語
ぼ ご

ができますか 

１ できる  ２ 少
すこ

しできる  ３ ほとんどできない 

４ どのくらいできるかわからない 

 

（Q39で２～４のいずれかを選択） 

Q39-2. 上
うえ

から２番目
ば ん め

の子
こ

どもについて、それぞれあてはまるものを１つ選
えら

んでください。 

(1)何歳
さい

ですか 

１ ０歳
さい

から５歳
さい

 ２ ６歳
さい

から11歳
さい

 ３ 12歳
さい

から18歳
さい

 

 

(2)今
いま

どこへ通
かよ

っていますか 

１ こども園等
えんとう

  ２ 日本
に ほ ん

の学校
がっこう

  ３ 民族系
みんぞくけい

・国際系
こくさいけい

の学校
がっこう

 

４ その他
た

の学校
がっこう

 ５ どこにも通
かよ

っていない 

 

(3)子
こ

どもは日本語
に ほ ん ご

ができますか 

１ できる  ２ 少
すこ

しできる  ３ ほとんどできない 

４ どのくらいできるかわからない  

 
(4)子

こ

どもは母語
ぼ ご

ができますか 

１ できる  ２ 少
すこ

しできる  ３ ほとんどできない 

４ どのくらいできるかわからない 

 

（Q39で３～４のいずれかを選択） 

Q39-3. 上
うえ

から３番目
ば ん め

の子
こ

どもについてあてはまるものを答
こた

えてください。 

(1)何歳
さい

ですか 

１ ０歳
さい

から５歳
さい

 ２ ６歳
さい

から11歳
さい

 ３ 12歳
さい

から18歳
さい

 

 

(2)今
いま

どこへ通
かよ

っていますか 

１ こども園等
えんとう

  ２ 日本
に ほ ん

の学校
がっこう

  ３ 民族系
みんぞくけい

・国際系
こくさいけい

の学校
がっこう

 

４ その他
た

の学校
がっこう

 ５ どこにも通
かよ

っていない 

 

(3)子
こ

どもは日本語
に ほ ん ご

ができますか 

１ できる  ２ 少
すこ

しできる  ３ ほとんどできない 

４ どのくらいできるかわからない 

 

(4)子
こ

どもは母語
ぼ ご

ができますか 

１ できる  ２ 少
すこ

しできる  ３ ほとんどできない 

４ どのくらいできるかわからない 

 

（Q39で４を選択） 

Q39-4. 上
うえ

から４番目
ば ん め

の子
こ

どもについてあてはまるものを答
こた

えてください。 

(1)何歳
さい

ですか 

１ ０歳
さい

から５歳
さい

 ２ ６歳
さい

から11歳
さい

 ３ 12歳
さい

から18歳
さい

 

 

(2)今
いま

どこへ通
かよ

っていますか 

１ こども園等
えんとう

  ２ 日本
に ほ ん

の学校
がっこう

  ３ 民族系
みんぞくけい

・国際系
こくさいけい

の学校
がっこう

 

４ その他
た

の学校
がっこう

 ５ どこにも通
かよ

っていない 

 

(3)子
こ

どもは日本語
に ほ ん ご

ができますか 

１ できる  ２ 少
すこ

しできる  ３ ほとんどできない 

４ どのくらいできるかわからない 

 

(4)子
こ

どもは母語
ぼ ご

ができますか 

１ できる  ２ 少
すこ

しできる  ３ ほとんどできない 

４ どのくらいできるかわからない  

 
（Q39で１～４のいずれかを選択） 

Q39-5. 子
こ

ども自身
じ し ん

が学校
がっこう

のことで何
なに

か困
こま

っていることはありますか。（１つ選
えら

んでください） 

１ 困
こま

ったことがある  ２ 困
こま

ったことはない  ３ わからない 

 

（Q39-5で１を選択） 

Q39-5-1. 子
こ

ども自身
じ し ん

が困
こま

っていることは何
なん

ですか。（いくつでも選
えら

んでください） 

１ 先生
せんせい

と言葉
こ と ば

が通
つう

じない（うまくコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

がとれない） 

２ 宗 教 上
しゅうきょうじょう

の理由
り ゆ う

や生活
せいかつ

のしかたがちがうから、給 食
きゅうしょく

で食
た

べられないものがある 

３ 言葉
こ と ば

や文化
ぶ ん か

の違
ちが

いを理解
り か い

してもらえない 

４ 外国
がいこく

にルーツ
る ー つ

があることを言
い

えない 

５ 学校
がっこう

に行
い

きたくない 

６ 日本語
に ほ ん ご

があまりできないので、授業
じゅぎょう

がわからない 

７ 勉強
べんきょう

のしかたが出身国
しゅっしんこく

・地域
ち い き

とちがうので、授業
じゅぎょう

についていけない 

８ いじめられる（仲間
な か ま

はずれにされる） 

９ 学校
がっこう

に行
い

きたいが、入学
にゅうがく

できる学校
がっこう

がない 

10 その他
た

（          ） 

 

（Q39で１～４のいずれかを選択） 

Q40. あなたは、子
こ

どもの次
つぎ

の進路
し ん ろ

について、どのように考
かんが

えていますか。（いくつでも選
えら

んでく

ださい） 

１ 日本
に ほ ん

の教育
きょういく

を中学
ちゅうがく

まで受
う

けさせたい 

２ 日本
に ほ ん

の教育
きょういく

を高校
こうこう

まで受
う

けさせたい 

３ 日本
に ほ ん

の教育
きょういく

を大学
だいがく

まで受
う

けさせたい 

４ 外国人学校
がいこくじんがっこう

やインター
い ん た ー

ナショナル
な し ょ な る

スクール
す く ー る

（国際学校
こくさいがっこう

）などに行
い

かせたい 

５ 出身国
しゅっしんこく

・地域
ち い き

の教育
きょういく

を受
う

けさせたい 

６ 進学
しんがく

させないで、働
はたら

かせたい 

７ まだわからない 

８ その他
た

（          ） 

 

（Q39で１～４のいずれかを選択） 

Q41. 子育
こ そ だ

てや教育
きょういく

・学校
がっこう

のことで、困
こま

る（困
こま

った）こと、心配
しんぱい

する（心配
しんぱい

した）ことがあります

か。（１つ選
えら

んでください） 

１ ある  ２ ない  
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（Q41で１を選択） 

Q41-1. 困
こま

ったことや心配
しんぱい

したことは何
なん

ですか。（いくつでも選
えら

んでください） 

１ 子
こ

どものことを相談
そうだん

できる人
ひと

や場所
ば し ょ

がない 

２ 母子
ぼ し

健康
けんこう

手帳
てちょう

や予防接種
よぼうせっしゅ

のしくみがよくわからない 

３ 働
はたら

きたいが、子
こ

どもをあずけられない 

４ 出産
しゅっさん

や子育
こ そ だ

て、教育
きょういく

・学校
がっこう

にかかるお金
かね

が高
たか

い 

５ こども園
えん

や学校
がっこう

などに入
はい

るための手続
て つ づ

きがわからない 

６ こども園
えん

や学校
がっこう

などからの連絡
れんらく

の内容
ないよう

がよくわからない 

７ 理由
り ゆ う

もなく、子
こ

どもをきびしくおこったり、たたいたりしてしまう 

８ 子
こ

どもに家族
か ぞ く

や子
こ

ども自身
じ し ん

の出身国
しゅっしんこく

・地域
ち い き

の言葉
こ と ば

や文化
ぶ ん か

を伝
つた

えることがむずかしい 

９ 子
こ

どもが家族
か ぞ く

や子
こ

ども自身
じ し ん

の出身国
しゅっしんこく

・地域
ち い き

の言葉
こ と ば

や文化
ぶ ん か

に良
よ

い感情
かんじょう

をもっていない 

10 その他
た

（          ） 

 

 

さいごに 

Q42. 豊中市
とよなかし

に住
す

む、いろいろな国籍
こくせき

・文化
ぶ ん か

・生活習慣
せいかつしゅうかん

をもつすべての市民
し み ん

が、暮
く

らしやすいまち

をつくることについて、あなたがふだん考
かんが

えていることを自由
じ ゆ う

に書
か

いてください。 

（                                         ） 

 

アンケートにご協力
き ょ う りょ く

いただきまして、ありがとうございました。  

 

豊中市多文化共生に関するアンケート（日本人市民） 
 

基 本 項 目 

調査結果を分析し、多文化共生施策の課題を明らかにしていくうえで、性別と年齢は重要な情報と

なります。そのため、あなたの性別と年齢をお聞きします。 

Q1.あなたの性別を教えてください。（１つ選んでください） 

１ 男   ２ 女   ３ いずれでもない 

 

Q2.あなたの年齢を教えてください。（１つ選んでください） 

１ 18歳～29歳  ２ 30歳～39歳  ３ 40歳～49歳 

４ 50歳～59歳  ５ 60歳～69歳  ６ 70歳以上 

 

Q3.生まれたところはどこですか。（１つ選んでください） 

１ 日本で生まれ育った  ２ 日本以外で生まれた 

 

Q4.現在、お住まいの地域はどこですか。（１つ選んでください） 

１ 北東部（北丘・東丘・西丘・南丘・新田・新田南・東泉丘小学校区） 

２ 北中部（野畑・北緑丘・少路・上野・東豊中・東豊台小学校区） 

３ 北西部（桜井谷・桜井谷東・刀根山・大池・蛍池・箕輪小学校区） 

４ 中 部（克明・桜塚・南桜塚・熊野田・泉丘小学校区） 

５ 中東部（緑地・寺内・北条・小曽根・高川・豊南小学校区） 

６ 中西部（原田・豊島・豊島北・豊島西・中豊島小学校区） 

７ 南 部（野田・島田・庄内・庄内南・庄内西・千成小学校区） 

８ わからない→〔住所をお書きください：     町   丁目〕 

 

Q5.豊中市に何年住んでいますか。（１つ選んでください） 

１ １年未満   ２ １年以上３年未満 

３ ３年以上５年未満  ４ ５年以上10年未満 

５ 10年以上20年未満  ６ 20年以上 

 

Q6.職業は何ですか。（１つ選んでください） 

１ 勤労者（公務員・会社役員・内職・アルバイトを含む） 

２ 自営業・自由業 

３ 学生（専修学校・各種学校などを含む） 

４ 家事専業 

５ 無職（年金生活者を含む） 

６ その他（          ）  

あなたのことについて 

Q7.豊中市に住んで、良いと感じることは何ですか。（いくつでも選んでください） 

１ 交通の便が良い   ２ 買い物がしやすい 

３ 物価が安い    ４ 家賃が安い 

５ 自然環境が良い   ６ 治安が良い 

７ 生活情報を手に入れやすい  ８ 公共施設が多い 

９ 文化活動・レジャーの機会が多い 10 周囲の人が親切 

11 市役所のサービスを利用しやすい 12 相談できるところが多い 

13 その他（          ） 14 良いと感じることはない 

 

Q8.あなたは、日本語以外の言語を使う（理解する、話すなど）ことができますか。（いくつでも選

んでください） 

１ どの言語も使えない   ２ 韓国・朝鮮語 

３ 中国語    ４ フィリピノ語（タガログ語） 

５ ベトナム語    ６ インドネシア語 

７ ポルトガル語   ８ タイ語 

９ 英語    10 スペイン語 

11 フランス語    12 ドイツ語 

13 ロシア語    14 ネパール語 

15 その他の言語（       ） 

 

Q9.仕事や旅行で海外（国外）に行ったことや、海外で生活をしたことがありますか。（いくつでも

選んでください） 

１ 海外へ出張したことや、海外で滞在勤務をしたことがある 

２ 家族が海外で滞在勤務したときに、一緒に滞在したことがある 

３ 海外へ語学研修や留学をしたことがある 

４ 海外へ観光を目的とした旅行をしたことがある 

５ 海外での生活・文化体験などを目的に滞在したことがある 

６ その他（          ） 

７ 海外に行ったことはない 

 

 

外国人とのかかわりについて 

Q10.外国人とのつきあいがありますか。（１つ選んでください） 

１ ある  ２ ない  
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（Q10で１を選択） 

Q10-1.つきあいがあるのはどういうときですか。（いくつでも選んでください） 

１ 家族や親せきにいる   ２ 近所づきあいで 

３ 自治会などの地域の活動で  ４ 仕事や職場で 

５ 子育て中の保護者の集まりなどで ６ 自分や家族が通っている学校で 

７ 外国人への支援活動などで  ８ 友だちとして 

９ 地域のイベントで   10 その他（          ） 

 

（Q10で１を選択） 

Q10-2.外国人とのつきあいでは、どの言葉を使っていますか。（いくつでも選んでください） 

１ 日本語    ２ 英語（相手の母語） 

３ 英語（相手の非母語）  ４ 相手の母語 

５ その他（              ） 

 
（Q10で１を選択） 

Q10-3.外国人が困っているときに、相談にのったり、助けたりしたことがありますか。（１つ選ん

でください） 

１ 相談にのったり、助けたりしたことがある 

２ そのようなことはない 

 

Q11.あなたの地域や職場などでの外国人とのかかわりで、困った経験などがありますか。（１つ選

んでください） 

１ ある  ２ ない 

 
（Q11で１を選択） 

Q11-1.どのようなことでしたか。差し支えなければ書いてください。 

（          ） 

 

Q12.あなたは、地域や職場などに外国人が増えることで、地域社会にどのような影響があると思い

ますか。（あなたの考えに近いものを５つまで選んでください） 

１ 社会に多様性が生まれる  ２ 外国の言葉や文化に触れる機会が増える 

３ 地域の活動や助けあいが活発になる ４ 地域の生活ルールを見直す機会となる 

５ ユニバーサルデザイン化がすすむ ６ 日本固有の文化が変容する 

７ 住環境や治安が悪くなる  ８ 日本人の仕事が減る 

９ その他（          ） 10 影響はないと思う 

 

Q13.次のようなかたちでの外国人とのかかわりに対して、(1)から(6)のそれぞれについて、もっと

もあてはまるものを１つ選んでください。 

 
積極的に 

受容できる 

まあ 

受容できる 

あまり 

受容できない 

受容 

できない 

(1)外国人と友だちづきあいをする １ ２ ３ ４  

 
積極的に 

受容できる 

まあ 

受容できる 

あまり 

受容できない 

受容 

できない 

(2)外国人と一緒に学ぶ、働く １ ２ ３ ４ 

(3)外国人が隣近所に住む １ ２ ３ ４ 

(4)家族の誰かが外国人と結婚する １ ２ ３ ４ 

(5)外国人から医療や介護を受ける １ ２ ３ ４ 

(6)外国人と一緒に自治会活動や地

域のイベントに参加する 
１ ２ ３ ４ 

 

Q14.あなたが、外国人とつきあうにあたり、壁になっていると感じるものがありますか。（いくつ

でも選んでください） 

１ 言葉の違い     ２ 宗教や文化・生活習慣などの違い 

３ ものの考え方・価値観の違い   ４ 肌の色や服装などの違い 

５ そもそも外国人とつきあう機会が少ない ６ その他（          ） 

７ 壁を感じることはない 

 

Q15.あなたが住んでいる地域では、今後、外国人市民とのかかわりをどのようにしたらよいと思い

ますか。（１つ選んでください） 

１ かかわりをもっと深めていく  ２ 他の日本人市民と同じように関わっていく 

３ かかわりを深めるべきではない ４ その他（          ） 

５ わからない 

 

Q16.あなたは、地域の外国人市民と交流したいと思いますか。（１つ選んでください） 

１ そう思う   ２ そう思わない 

 
（Q16で１を選択） 

Q16-1.地域の外国人市民と今後どのような交流をしたいと思いますか。（いくつでも選んでくださ

い） 

１ 外国人市民に日本の文化や習慣を紹介したい 

２ 外国人市民から出身国・地域の文化や習慣を学びたい 

３ 地域のイベント活動に一緒に参加したい 

４ 住みよいまちづくりのための活動を一緒にしたい 

５ 家庭のことや子育てについての相談や情報交換をしたい 

６ ボランティア活動を一緒にしたい 

７ 友だちになりたい 

８ その他（          ）  

 
Q17.あなたは、豊中市内に多くの外国人市民が暮らしていることを知っていましたか。（１つ選

んでください） 

１ よく知っている 

２ 外国人市民がいることはわかっていたが、くわしくは知らなかった 

３ 知らなかった（そのようなことは意識したことがなかった） 

４ その他（          ） 

 

 

多文化共生のまちづくりについて 

Q18.あなたは、日本に住む外国人にかかわる内容について、これまでに学習したり知識を得たり

したことがありますか。（１つ選んでください） 

１ ある  ２ ない 

 
（Q18で１を選択） 

Q18-1.どのような学習したり知識を得たりしたことがありますか。（いくつでも選んでください） 

１ 小・中学校で学習した 

２ 高等学校で学習した 

３ 大学・専門学校などで学習した 

４ 一般市民対象の講座などで学習した 

５ 職場の研修で学習した 

６ 「広報とよなか」の記事を読んだ 

７ テレビ・ラジオの番組で知った 

８ 新聞・雑誌の記事を読んだ 

９ 本・映画・ビデオで知った 

10 インターネットなどで調べた 

11 外国人に対する情報サービスなどで知った 

12 外国人と交流するイベントに参加した 

13 その他（          ） 

14 学習したこと、または知識を得たことはない 

 

Q19.日本に住む外国人に関する次の意見について、あなたはどう思いますか。（(1)から(7)のそ

れぞれについて、１つ選んでください） 

 そう思う 
どちらかと
いえばそう

思う 

どちらかと
いえばそう
思わない 

そう 

思わない 

(1)日本人は、外国の言語や文化を学び、外国

人の背景を理解するほうがよい 
１ ２ ３ ４ 

(2)日本社会は、外国人に日本の習慣やルール

を押し付けないほうがよい 
１ ２ ３ ４ 

 

 

 そう思う 
どちらかと
いえばそう

思う 

どちらかと
いえばそう
思わない 

そう 

思わない 

(4)行政は、外国人が日本の言語や文化を学べ

るよう援助するほうがよい 
１ ２ ３ ４ 

(5)外国人は、日本の言語や文化を身につける

ために努力したほうがよい 
１ ２ ３ ４ 

(6)外国人は、地域の活動に積極的に参加する

ほうがよい 
１ ２ ３ ４ 

(7)外国人は、日本社会にとけこむよう日本の

習慣やルールを学ぶほうがよい 
１ ２ ３ ４ 

 

Q20.豊中市は、外国人市民にとって住みよいまちだと思いますか。（１つ選んでください） 

１ そう思う    ２ どちらかといえばそう思う 

３ どちらかといえばそう思わない ４ そう思わない 

５ わからない 

 

Q21.あなたは、外国人には、日本社会での生活のしづらさがあると思いますか。（１つ選んでくだ

さい） 

１ そう思う  ２ そうは思わない  ３ わからない 

 
（Q21で１を選択） 

Q21-1.あなたは、外国人が日本でのくらしで次のようなことがあると思いますか。（お考えに近い

ものを５つまで選んでください） 

１ 文化や習慣の違いが理解されない 

２ 肌の色や服装、宗教、国籍などのちがいを理由にひどいことを言われる 

３ 公の場で外国人に対するヘイトスピーチやヘイトデモが行われる 

４ 地域や職場で仲間外れや無視されたりする 

５ 外国人であることを理由に、就職活動をしても採用されない 

６ 同じ仕事をしていても日本人より賃金が低いなど、労働条件が悪い 

７ 外国人であることを理由に、結婚を断られる 

８ 外国人であることを理由に、住宅の購入や入居を断られる 

９ 生活や仕事をするうえで、日本人のような名前（通名）を使うことを求められる 

10 外国人であることを理由に、年金や保険などで不利益を受けている 

11 外国人の意見が政治に反映されていない 

12 その他（          ） 

13 ない  
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Q22.豊中市では、行政や市民活動団体が、外国人市民と日本人市民の交流活動や、外国人市民への

支援活動を実施しています。あなたは、次にあげる活動に参加したことがありますか。（(1)～

(6)についてそれぞれ１つ選んでください） 

 
参加したこと

がある 

知っているが
参加したこと

はない 

活動のことを
知らない 

(1)多文化共生や国際理解・国際交流をテーマとす

る講座・学習会・セミナー 
１ ２ ３ 

(2)外国人との交流を目的としたイベントやお祭

り・交流会 
１ ２ ３ 

(3)外国の文化や風俗・風習などの体験（芸能、衣

服、食事など） 
１ ２ ３ 

(4)学校教育での多文化共生や国際理解・国際交流

をテーマとする授業 
１ ２ ３ 

(5)日本語ボランティアや通訳など外国人の言葉

のサポート 
１ ２ ３ 

(6)外国人の生活上の悩みごとに対する相談など

の支援活動 
１ ２ ３ 

 

Q23.外国人市民と日本人市民の交流活動や、外国人市民への支援活動で、あなたが今後、関心のあ

るものはありますか。（いくつでも選んでください） 

１ 多文化共生や国際理解・国際交流をテーマとする講座・学習会・セミナー 

２ 外国人との交流を目的としたイベントやお祭り・交流会 

３ 外国の文化や風俗・風習などの体験（芸能、衣服、食事など） 

４ 学校教育での多文化共生や国際理解・国際交流をテーマとする授業 

５ 日本語ボランティアや通訳など外国人の言葉のサポート 

６ 外国人の生活上の悩みごとに対する相談などの支援活動 

７ その他（          ） 

８ 関心のあるものはない 

 

Q24.豊中市では、世界の多様な文化や人々との相互理解を深め、人権尊重を基調とした住民主体の

国際交流活動をすすめるため、「とよなか国際交流センター」（豊中駅前）を設置していますが、

あなたはこの施設を知っていますか。（１つ選んでください） 

１ 知っている  ２ 知らない  

（Q24で１を選択） 

Q24-1.「とよなか国際交流センター」が行っている交流イベントや講座などへ参加したり、貸し館

の利用をしたことがありますか。（いくつでも選んでください） 

１ 国際交流に関する情報提供について（お知らせ・ニュースレター、ホームページによる情報提

供、書籍・新聞・雑誌のコーナーなど） 

２ 国際交流活動への住民参加の促進（市民活動中間支援組織共同デスク、留学生・ホストファミ

リー事業など） 

３ 国際理解のための講座など（ボランティア研修事業、国際理解講座・セミナー、学習会、講演

会、ワークショップなど） 

４ 在住外国人支援および相談事業（多文化子ども保育事業、外国にルーツをもつ子どもたちの母

語・学習支援事業、韓国・朝鮮ことばとあそびのつどい、日本語活動事業など） 

５ 会議室などの貸出し 

６ その他（          ） 

７ 利用したことはない 

 

Q25.異なる文化や価値観を認めあい、支えあって、ともに地域で暮らす「多文化共生のまちづくり」

に向けて、豊中市は、今後どのような取組み（施策・事業）に力を入れたらよいと思いますか。

（お考えに近いものを５つまで選んでください） 

１ 外国人市民がいろいろな相談をしやすくする 

２ 印刷物やSNSなど、日本語以外のいろいろな言語による案内を増やす 

３ 市役所や道路・建物などの日本語以外の言語による案内を増やす 

４ 日本語を学ぶ外国人市民を支援する 

５ 外国人市民の子どもがしっかり学べるようにする 

６ 日本の文化や生活習慣を教える教室などを開く 

７ 外国人市民が働く場を増やしたり、働きやすくしたりする 

８ 外国人市民が病院や福祉サービスを利用しやすくする 

９ 外国人市民が意見を言ったり、まちづくりに参加したりできるようにする 

10 外国人市民に関わる施策や制度を改善したり、手続きをしやすくしたりする 

11 外国人市民へのいじめや差別などをなくすための取組みをしっかり行う 

12 外国人市民が自国の文化やことばを保持できるようにする 

13 いろんな国の人や文化、習慣の違いについて、日本人市民の理解を深める 

14 異なる文化、国籍をもつ市民同士が交流する機会を増やす 

15 その他（          ） 

16 特に力を入れるべき取組みはない 

 

Q26.「多文化共生のまちづくり」に向けて、あなたが日ごろ感じていること、取り組む必要がある

と思うことを自由に書いてください。（外国人市民に取り組んでほしいこと、日本人市民や企

業などが取り組むべきだと思われることなど） 

（                                         ） 

 

アンケートにご協力いただきまして、ありがとうございました。  
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